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①市区町村区域を対象とし、地域の関係団体
との協働による取組
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●本モデル事業で採択された団体の類型化
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ミツバチと共に創る 心を繋ぐ地域共生コミュニティ
一般社団法人 WATALIS（宮城県亘理町）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
東⽇本⼤൜಼の಼地ቻ理では、൜಼後に年ಽ
が都部に出。⾼ೡ৲が進⾏し独⾼ೡ者は約2
(2013年とのૻຎ)に増ਸ（ଗ⾼ೡ者⼈ઠ調
査結果より）。また、がい者ௌ⽀援施設やグループ
嵃ー嵈利⽤者は施設外で地域કড়とઐする機会は
定的である。⼀⽅、૿い⼿不⾜のฉ೬地が増え
地ൽఀが進めば景௴が悪৲し、કড়の⼼がဋいを失い
地域活⼒ৣに繋がる。
◆取組を始めるに至った経緯等
果ᄎသがాんなቻ理では୨
ઐ配⽤にミツ崸チを༩育する
家も多く、ミツ崸チは地域ではሖ
ഉみ深い⽣きである。そこで、こ
れまで取り組んできたฉ೬地で
のミツ崸チ༩育によるઐ活動を
基ೕとして、⼼をႩし⼈との繋がり
を感じられるような⽇常的なઐ
の場をଡണすることとした。

◆具体的取組内容と特徴
気軽にઐしながら地域୮௪と୭保৸に൴でき
る活動として「⼈や⾃然と繋がる ৾峝と実ᄷの体ୡプ嵕
グラ嵈」を実施。
①体ୡプ嵕グラ嵈(া2回×7嵞া=భ峣14回実施）
・৾峝︓୭ఏ⽣であるミツ崸チの⽣態や⽣産の
ቴやዦを崮ーマに地域の⾃然を৾ぶ体ୡプ嵕グラ嵈
（ቴクッキング、ዦキャンドル作り、ミツ崸チ௴会、
源を探すフ崋ールドワークなどభ峣8回実施）
・実ᄷ︓಼地域の景௴持と୭保৸の実ᄷ体ୡ
プ嵕グラ嵈（源マップౣ集会৮、୨の種፯きと⼿⼊れ
などభ峣6回実施）
②ミツ崸チや୨の਼話活動（া6回×6嵞াٙభ峣36
回 12া4回増、1া10回増 భ峣50回実施）

◆取組の目的
コミ嵍崳崮崋カフ崏と૿い⼿不⾜によるฉ೬地を活⽤
し、孤⽴৲しがちな⾼ೡ者をはじめがい者や嵉ンタル
嵀ルスに問題を抱えた⼈などを対象として、ミツ崸チを
崮ーマとした体ୡプ嵕グラ嵈を実施。地域の⾃然୭
について৾峝、景௴持と୭保৸を促進するた
めの実ᄷ活動を⾏う。ઐと地域൴の取組みを通
じて、多様なଡ成৩が業や਼代をதえて繋がるৗ
たな地域コミ嵍崳崮崋をる。

●本事業のポイント
①ミツ崸チを崮ーマに多様な⼈が集い繋がる場を提し、ൎ間づくりをる。
②ቻ理の௹かな⾃然と調ਮし共⽣するৗたな地域コミ嵍崳崮崋をୗ。
③ਸ者が地域୮௪と୭保৸に൴できる活動。

◆連携方法
・ቻ理、ቻ理ઇ育৩会︓名ଝ後援。チラシ
に੶載し地域での社会的信頼度の向上に努め、
安⼼してਸできる活動であることを周知。
・୮௪ૂ︓ৗしい東ਨড়連携進協৮会にHP
や嵉ールでの情報発信を依頼。
・公இଃ団法⼈共⽣地域ୗଃ団︓広域的（గ
⼿・ଗ・ૣ島など）広報活動によるਸ
者確保、体ୡプ嵕グラ嵈への。
・્定శ利活動法⼈わたりグリーンベルトプ嵕崠崏ク
ト︓地域での広報活動によるਸ者確保、体ୡ
プ嵕グラ嵈への（講師ୣാ）。

◆連携先との関わり
・ቻ理、ቻ理ઇ育৩会にはછએで名ଝ後援を
依頼。ৗしい東ਨড়連携進協৮会には嵉ールで
情報提を⾏った。
・公இଃ団法⼈共⽣地域ୗଃ団、્定శ利活
動法⼈わたりグリーンベルトプ嵕崠崏クト、社会ૣක法⼈
みんなのには電話や嵉ールで情報共有をりながら、
ਸ者募集チラシをଛહし、掲出と配布について協⼒
を੭た。
・ਸ者の個⼈情報は本⼈のಅဍを੭た上で当法
⼈で管理し、連携先との情報のやりとりについては事
業ઍに関するもののみにとどめた。

２ 取組内容

●キーワード
୮௪/地域൴/
⾃然活動/୭保৸

・社会ૣක法⼈みんな
の્ط定శ利活動
法⼈ ်の会︓体ୡプ嵕
グラ嵈へのがい者の
コー崯崋ネート。
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、他団体においてもそれぞれの地域
固有の自然環境や住民になじむ深い生き物などをテー
マにした活動が行われるようになれば、孤独・孤立の防
止に加えて地域への愛着や誇りを生み出す取組となると
考えられる。

◆日常生活環境における予防効果
・活動の参加者は延べ303名であり、子どもから80代ま
での男女が参加し、世代や性別を越えた地域住民が語
り合うことができた。
・特に30代～70代の男性が一人で参加する姿が見ら
れ、少人数での活動を好んで参加する傾向が見られた。
・活動終了後、参加者が一緒にランチをとる姿も見られ、
関係性が深まっている様子が見られた。

◆つながりの醸成
・利用者アンケート(読み書きが困難な参加者もいること
からヒアリングでも実施）では、全員が「参加してよかっ
た」「他の参加者と交流できた」という回答。
「ずっと家にいると自分だけ取り残されたような気がするが、
他の人と会話し笑い合えるとほっとする」など、本取組は
これまで孤独であった方が、安心感を得られる場となって
いる。
・活動により多くの共同作業を盛り込むことで、仲間創り
がさらに促進されると考えられる。

５ 今後の展開

◆今後の課題
・今年度の取組では、「ミツバチと花の世話活動」には、
30代～70代の男性が一人で参加する姿が見られた。
特に男性に「スタッフと1対1での活動の方が気楽だ」「あ
まり参加人数が多いと話しづらい」という声も聞かれること
から、次年度以降も当面の間は少人数でも受け入れて
実施する対応を継続しながら様子を見ていきたい。
◆取組の継続方法
・さまざまな課題を抱えた層が参加者であり、実費程度
の参加費徴収しか行うことができないため、本取組を来
年度以降も継続するための資金調達の方法としては補
助金、助成金申請を検討している。
・支援対象者とつながりつづけるために、当事業実施期
間対象外となる2月以降も「ミツバチと花の世話活動」を
継続し、参加者の活動意欲を高めていきたい。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
①屋外での活動が中心となるため、参加者数が天候に
左右されやすい。猛暑のため、参加する意思があっても
見送る方が多かった。特に高齢者や障がいのある方たち
からは、暑さが和らいでから参加したいという声があった。
②日程が合わず体験プログラムに参加できなかった方々
から、早朝や夕方に「ミツバチと花の世話活動」への実
施希望があった。
◆解決策
①10月以降はコミュニティカフェ内でのワークショップも計
画しているため、より多くの方々に参加を呼び掛けた。夏
に参加を見送った層の参加があった。
②実施日程をできる限り参加者の希望に合わせて、少
人数でも実施した。継続した参加につながった。

◆連携による効果
・特定非営利活動法人わたりグリーンベルトプロジェク
トと連携したことにより、代表理事東氏をフィールドワー
クの講師に迎えることができた。地域内の自然環境に
関する知見を有する人材の協力を得られたことで、当
事業活動の成果物である「蜜源マップ」の質が高まり、
参加者をはじめ多くの方々に取組の様子を発信するこ
とができた。
・公益財団法人共生地域創造財団、社会福祉法
人みんなの輪、特定非営利活動法人 麦の会と連携
したことで亘理町外在住の生きづらさを抱えた人々に
も参加を呼び掛けることができた。今年度は天候やイ
ンフルエンザの流行などの影響により参加に結び付いた
のは少数であったが、取組の継続を求める声も多く聞
かれた。
・連携体制を構築したことにより、団体間の情報共有
の機会が増え、連携がさらに深まった。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人WATALIS
代表：引地恵/設立：2012年/スタッフ：2名
所在地：宮城県亘理郡亘理町字中町22
https://watalis.jimdofree.com
主な事業：手しごとワークショップ事業、コミュニティカ
フェ運営事業、遊休農地活用事業
●メッセージ
• 今回の取組を通して、全国に孤独・孤立防止に取

り組む団体があることを知り、研修会を通してそれ
ぞれの取組を共有する機会を得た。本年度得られ
た知見を今後のお互いの活動に活かしていきたい。
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対話型アート鑑賞《アートリップ》によるあらゆる世代の孤独・孤立防止事業
一般社団法人 Arts Alive(東京都豊島区)

１ 取組の背景と目的

◆交流機会の減少
த⾼ೡ社会の⽇本では、
਼代間ઐが࿅しい。
・在୧⾼ೡ者が孤独・
孤⽴৲しがち。
・జ来の地域のઐプ嵕
グラ嵈に関⼼をંさない
⾼ೡ者の⽅々の増ਸ。
・仕事と家൦に႞௨され
るビ崠ネス崹ー崥ンも孤
独を感じている⼈が多い。
◆取組を始めるに至った経緯等
Ⴈ団体が認知ඪ当事者とご家ఔを中⼼に実施してい
るアートリップ（グループで対話をしながらのアート༓ೖ）
は、ୡによりうつやQOLのఒの果が認められている。
アートリップを10年以上継続実施するうち、⼼理的安⼼
を્ඉとしているため、ਸ者同のઐが深まり、当
事者の੬性の⼀⼈は、「プ嵕グラ嵈のਈ⼤の嵉リットはৗし
い௵⼈ができたこと」だといった。このことより、孤⽴しがちな
在୧⾼ೡ者の⽅々の孤独・孤⽴防⽌にも有であると
思っていた。

◆具体的取組内容と特徴
「アートリップ」による絵を見る会
ਨ区社会ૣක協৮会と連携して、在୧⾼ೡ者の⽅々
を対象に、地域の区ড়崣ンターや地域ෆฐ崣ンター等の
5か所において3回から4回継続実施。
・ భ峣ਸ者数︓113名 ・開催回数︓17回 募集
においてਨ区社協の協⼒を੭た。

◆取組の目的
・జ来の地域でのઐ事業をร遠する⾼ೡ者（੬
性が多い）の孤独・孤⽴の解消
・౮なる年ೡಽが⼀คにਸ૭ચなプ嵕グラ嵈により
਼代間のઐを促進
・仕事に႞௨されているビ崠ネス崹ー崥ンのਸ਼三の場
所作り

●本事業のポイント
① ੂ対એでも安⼼してアートを⾒ながら対話ができるアートリップ
② 通常のഠ৲防⽌事業に௪味をંさない⾼ೡ者がਸ
③ 孤独を感じているビ崠ネス崹ー崥ンのਸ਼三の場所とൎ間作り

◆連携方法
ਨ区社協と連携するため、
10年来のહき合いのあ
る社協代表に連携を依
頼、ဍしていただき、地
区ごとの૿当者に向けた
事業説明会を開催。
地区の৩の⽅々がチ
ラシを地域のড়団体
代表者に配布、事業実
施をൌしたড়団体
のใ存の事業でプ嵕グ
ラ嵈実施ができた。

◆連携先との関わり
ਨ区社会ૣක協৮会︓孤独・孤⽴しがちな在୧⾼
ೡ者の⽅々を対象とするにあたり、10年来のહき合い
のある同協৮会と連携。ਈੂに、ೀらの⽀援で地域で
ઐ会を主催している地域ড়団体のใ存のプ嵕グラ
嵈で実施させていただいた。2回⽬以降はそのまま継
続したところが1か所、2か所はৗたに場所を設定し、
社協の⽀援で作成したチラシを配布していただきਸ
者を募集。௹島区ড়崣ンターやઋદ区ড়崣ンターの崣
ンター৩の⽅が募集をかけてくれたが、ఆになる場
合と集にౙਅすることがあった。しかし、継続的に開
催することでプ嵕グラ嵈実施をଳしたๆの地域ෆ
ฐ崣ンターの૿当の⽅が同崣ンターでの実施をൌ、
追ਸで2回実施することができた。

２ 取組内容

●キーワード
⾼ೡ者/多਼代/アート
/イベント

・アート茶話会
ைのๆのカフ崏で出ષ作ષについて、おภとお
წ⼦をຘきながら、それ峈れの感想を共有する会。フ崉
シリ崮ーターによる作ષミ崳トークહき。
・భ峣ਸ者数︓32名、90%がリピーター 開催
数︓5回（া1回ଏ後）਼代間ઐ︓30代から80
代がਸ、⾜度が⾼い。SNSを利⽤して公募。有
償৲で継続ൌ多数。
・ARTRIP＋α
仕事షりのビ崠ネス崹ー崥ン対象にౝ⽇の夜、都⼼の
レストラン個にて、アートリップ開催後、会୫。
・భ峣ਸ者数︓49名、うち3名が৸回出ఆ 開催
数︓4回  知⼈およ峝SNSで公募。有償৲継続ൌ
多数。
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◆他団体への波及可能性
この成果を通じて、他団体においても対話を軸とした
アート༓ೖのアートリップを実施することが৸বでスタン
ダード৲することにつながる૭ચ性がある。その際、アート
はഢが⾼いと思われないことが重要。
今回の取組を通して、アートリップが在୧⾼ೡ者の⽅や
ビ崠ネス崹ー崥ンに⾼い⾜感をଖえ、ਸ・継続ൌ
が⾼いこと、またなるઇ養でなく、ਸ者同がઐ
する仕組みを提することが重要であると実感した。

◆日常生活環境における予防効果
地域の在୧⾼ೡ者の⽅々にజ来と౮なるઐプ嵕グラ
嵈を提することで、継続ਸにより孤独・孤⽴防⽌が
でき、外出が増ਸ。回を重ねるごとに会話が活性৲した。
アンケートではਨ区で92.7%、アートภ話会で100%、
$RTRIP�̢で100％の⾜度で、す峣てが事業継続を
んだことから、జ来とは౮なるઐプ嵕グラ嵈のアート
リップの要は⾼いことがਖ਼明。 ਸされたビ崠ネス崹ー
崥ンは40ٕ60代で、「⼈とつながるこういう場所を求めて
いた」との意⾒があり、継続により他者との出会いと峰るや
かな繋がりが⽣まれた。

◆つながりの醸成
ਸ者アンケートのコ嵉ントط 「これまで⼀⼈でアート
を⾒ていたが、他の⼈の৸くୀう⾒⽅を知るのはৗ」
「アートを通した対話が⾃然と合し、かさを感じた」
峜きこもりの⼦への実施の૭ચ性طアートリップを峜
きこもりの⼦を対象に実施するൌがあった。
ご夫എのৗたな外出の機会طਈੂはいすのご主⼈
のહきそいだったൔ様が、ਈ後はா的に発⾔、ご夫
എでアートリップを௫しまれていた。
ઠコミやSNSの果ط$RTRIP�̢ではਸ者からの
発信でਸ者が⾃然と増えていった。

５ 今後の展開
◆今後の課題
今年度の取組では、在୧⾼ೡ者（્に੬性）の⽅と
ビ崠ネス崹ー崥ンの孤独・孤⽴防⽌に取り組んだが、ઃ
年度もそれを継続して取り組峪必要がある。ਸえて、ਨ
区社協がアプ嵕ーチできたいないという⼦育て਼代の⽅
へもアートリップを通してのアプ嵕ーチをみたい。
◆取組の継続方法
来年度以降も継続するため、アートภ話会と
$RTRIP�̢は有償৲により継続の૭ચ性が⾼いが、
ᄵ受者૿が困なਨ区の事業では、継続をெด中、
地域の੫業にスポンサーを募るか、地੪⾃体のড়
活動助成に応募をਫ਼ୈしている。
⼦育て਼代へのアプ嵕ーチは、シングルマ崞ーや⼦育て
਼代を対象に活動する団体と連携をみたい。

４ 取組において工夫した点
◆取組において直面した課題
ਨ区での事業で独⾃に作成したチラシでਸ者を募る
際の広報にౙௌした。ਨ区3団体と実施したが、ੂ回
のড়団体ઈの場所でそのまま継続できたところは1
か所で、その他は別の場所と時間を設定し、ৗたな
ਸ者を募る必要があった。
ビ崠ネス崹ー崥ン対象の$RTRIP�̢では、開催できる
レストランの個の確保が⼤変であった。
◆解決策
区ড়崣ンターの৩の⽅が⼼に関⼼を持ちそうな
ਸ者に、個⼈的に連絡をして募集をかけてくれて回
同じ⽅々がਸされた。また、社協の⽅に地域のড়
団体にチラシをご配布いただき、団体代表の2名の⽅々
にごਸいただいたが、時間切れでその先につながらな
かったのはశ常に残であり、SNSに不ຯれな在୧⾼
ೡ者の⽅々へಢ期間での広報の困さを൱感した。
ਈ適な解決策は、プ嵕グラ嵈の対象と場所・団体の利
⽤者の⽅々との崳ーズの合ಱを⾒つけられる場の出。

◆連携による効果
ਨ区ૣක協৮会と連携したことにより、孤独・孤⽴し
がちな地域の在୧⾼ೡ者の⽅々にアプ嵕ーチすること
が૭ચとなり、Ⴈ団体独ではできなかった地域ਜ਼
でのਸを促進することができた。
連携体制をଡണしたことにより、在୧⾼ೡ者の⽅々は、
⾃୧からെ歩15分の場所にしか出向かないこと
を知り、社協のごງ介で地域ෆฐ崣ンターの৩や保
૫の⽅々のご協⼒やଳの機会を੭て、プ嵕グラ嵈
実施が૭ચとなり、జ来のプ嵕グラ嵈に関⼼をંさな
かった在୧の੬性⾼ೡ者の⽅やご夫എਜ਼でもਸ
してຘけた。 ৗしいタイプの⾼ೡ者の⽅にアプ嵕ーチで
きる有なプ嵕グラ嵈であると௬され継続実施をൌ
された。
峰るやかな連携として、ੂめてビ崠ネス崹ー崥ンを対象
するにあたり、ૌுにプ嵕グラ嵈に関⼼をもっていただい
た嵉崯崋アの⽅々のネットワークで、実施場所を提案して
ていただくことができた。

３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈Arts Alive
代表︓ ઍ⼦/設⽴︓2009年/ਫ会৩︓80名
所在地︓東京都௹島区込2-5-1-903
主な事業︓アートリップ（対話アート༓ೖプ嵕グラ
嵈）他
●メッセージ
• アートを交流のきりくちとすることは、これまで

交流に場に参加されなかった層（男性高齢
者等）へのアプローチにもなった。

◆つながりの醸成
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こども食堂での文化プログラム体験を通じた多世代間の交流促進事業
認定NPO法人 全国こども食堂支援センター・むすびえ（東京都渋谷区）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①多਼代ઐುਡとしてのこども୫ൡ×ધ৲プ嵕グラ嵈
②地域活動団体との連携によるチラシの৸ૺ配布とଢかけ
③こども୫ൡでの事業௬による崐ン崹ワ嵉ントと中間⽀援団体のൣ

●キーワード
୫/こども୫ൡ/ધ
৲/多਼代/こども
/⾼ೡ者/地域づく
り/イベント

２ 取組内容

◆対象者が抱える課題
• ௳੩は4つの地区が合ಡし、ਠ在は約9ਐ⼈
の⼈ઠ規ெであるが、ৗ௪ક୧地と೮੨部、೮
地域કড়同の知り合う機会がない等地域
કড়のつながりのൌුさ、孤⽴৲がୖ題となって
いる。

◆取組を始めるに至った経緯等
• 峪す峝えと௳੩社会ૣක協৮会は、「場所
のෆฐ連携によるモ崯ル地域づくり」で3年間協
௮をしている。これまでの連携の中で、こども୫ൡ
の多਼代ઐという્ඉを活かし、地域づくり⽀
援につなげていけないかと考えていたこと、そして、
多਼代ઐの場所と多様なੵ夫が⽣まれや
すく実施において્別な資格も不要で、継続しや
すいધ৲プ嵕グラ嵈の相性はいいことがこれまでの
事業を通じて明らかになっていたことから、本事業
を実施することとなった。

◆取組の目的
• ⼦どもから⾼ೡ者を対象に、地域ક
ড়のઐによる地域のつながりと多
様な⼈の地域ਸを促し地域社会
の変৲を⽬的に実施する。体的
には、実施したこども୫ൡのๆは
৾ૅ、৾童、コミ嵍崳崮崋崣ンターが
ๆமする崐リアで、ધ৲プ嵕グラ嵈体
ୡをイベント的に実施することで、地
域કড়への発信・告知を強৲するこ
とができるだけでなく、地域કড়の出
や関り合いを出し、ৗたなકড়
とのつながりの機会も⽣み出す。

◆具体的な取組の内容及び特徴
 こども୫ൡにおいてધ৲プ嵕グラ嵈を実施。ધ৲プ嵕グラ
嵈は表ਠしたりੵ夫したりすることを௫しみながら、ఛත
やધ৲への理解を深めるだけでなく、⼿や道を使って
ฉぶものが多く、多਼代で⼀คに取組みやすいため、
「ઇえられたり」「ઇわったり」「ሹめられたり」「⼿伝っても
らったり」「感性に峟れたり」などの関わり合いとコミ嵍崳ケー
シ嵏ンがはかりやすく地域つながり機会の出と⾒ஹり⼒
の強৲をる

 社会ૣක協৮会、まちづくり協৮会と連携して、地域ક
ড়への告知等の情報発信やઈ⽀援・情報連携・個
別⽀援等

 アンケート、ヒアリング、グループインタビ嵍ーによる事業௬
の実施。事業௬をすることで、成果を⾒える৲やઈ
者の崐ン崹ワ嵉ントだけでなく、事業ఒにも寄ଖして
いる。

◆連携先との関わり
• 主の連携先である௳੩社会ૣක協৮会とは、⽇
常的に嵉ールや電話で連絡をることができる関係
性。௳੩社協が、告知・開催等に向けてこども୫
ൡや地域団体等への連絡調ତやコー崯崋ネートをし
た。

◆連携方法
• 告知については、まちづくり協৮会、৵৾ૅ、保育ୱ
などใ存の情報伝達ルートにてチラシを配布してもらう
ことで、৸ૺ配布/対象者への広報を⾏ったことにਸえ
て、ഠ⼈クラ崾などでのઉமのଢかけを⾏うことで、個
⼈情報の管理૿を軽することができた。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
認定NPO法⼈৸বこども୫ൡ⽀援崣ンター・峪す峝え
代表︓จฒย/設⽴ 2018年/৩数122名
所在地︓東京都દ区ྤ嵞દ5-27-5 リンクスク崐アৗ16F
主な事業︓こども୫ൡの⽀援を通じて、誰も取りこ峦さない社会の実ਠを⽬し、1）地域ネットワーク⽀援事業、
2）੫業・団体との協௮事業、3）調査研事業の3本でઈ
●メッセージ
• こども食堂は、ボランティア活動であるがゆえに、これまで事業（活動）を評価するということ自体あまり注視さ

れてこられなかったが、誰でも参加できる地域の居場所が、どんな結果・成果につながっているかが明らかにな
ることによって、運営者をエンパワメントする事ができることがわかった。また、地域資源やプレーヤーを知る中間
支援団体がいることで、地域資源の連携が進むと考えられる。

◆事業評価（ロジックモデル）
• 本事業を通じて、地域કড়（ਸ者・૿い⼿）と
地域社会の変৲におけるઉம的なアウトカ嵈と中
間アウトカ嵈をおいて事業௬を⾏った。

• その結果、ポ崠崮崋崾な変৲として確認できたものを
ৣの ᧹౦（෯ුで変৲の度合いを表ਠ）で
ંした。

◆地域住民の参加とつながる機会の創出の成果
• ધ৲プ嵕グラ嵈の実施がৗ規のਸ者ඃ੭とള数回
ਸ者（リピーター）ඃ੭に寄ଖしていることがうかが
える。（アウトカ嵈①）また、ઈ者ヒアリングからも
ਸ者が通常のこども୫ൡより2સங度多く、また年代
も多様になったことが確認できた。（アウトカ嵈①、
⋋）

• ધ৲プ嵕グラ嵈の実施は場所へのਸの継続૨向
上に寄ଖしているといえる。（アウトカ嵈①）

• こども୫ൡ峝ધ৲プ嵕グラ嵈の実施は地域કড়同
のつながりの増ਸに寄ଖしているといえる。（アウト
カ嵈③）

• ધ৲プ嵕グラ嵈の実施はਸ者の⾏動のポ崠崮崋崾な
変৲（൚౿を⾒せる、ઈ者などに感පの気持ちを
伝える、ਸ者同の会話の増ਸ）に寄ଖしている
といえる。（アウトカ嵈⋌）

• ૿い⼿に関しては、こども୫ൡボラン崮崋アの数に変৲
はなかったが（アウトカ嵈②）、ધ৲プ嵕グラ嵈の提
に関してৗたに東京おもちゃைとの連携がスタート
し、おもちゃ഼৾৩がৗたな૿い⼿としてਸした。
（アウトカ嵈⋊）

取組において直面した課題
• 孤独・孤⽴の予防や困りごとの早期発⾒を⽬すため
には、より多くの地域કড়のਸや૿い⼿が増ਸする
必要があると考え、情報周知のੵ夫を⾏った。体的
には、ઈ者や社協が௮きかけ、ใ存の地域活動団
体等の情報発信の機会を活⽤し、まちづくり協৮会を
通じたチラシの৸ૺ配布や、ๆの৵৾ૅ、保育ୱ
等での配布を⾏った。

• またそれらを促進していくためにも、シンボルマークを作成
し、ྟ⼒的な発信になるように努めた。

• 本事業を⾏なったこども୫ൡは、コ嵕崲ምで開始をして
おり、୫౫配布の活動がこれまで嵉インだったため、ボラ
ン崮崋アが調理や配ᇉをしたらすぐにషるというリズ嵈に
なってしまっていた。このため、ઐの時間をできるだけ
⻑く持ってもらうために、事業の趣旨や⽬的の説明など
を事前・実施中に⾏なった。

他団体への波及可能性
• 本事業は、⾼い専⾨性が求められるアプ嵕ーチではなく、
広く地域કড়。ボラン崮崋アが૿っていけることが્ඉで
ある。それがに、他のこども୫ൡ等での実施もૻຎ的
ઍಔであり、他団体・他地域でのன開が૭ચ。

• また、௳੩社協は、ௐ⽣ௌ௮が進める地域共⽣
社会の実ਠを⽬す関連事業として「重ಽ的⽀援体
制ତ事業」を⾏なっており、地域づくり⽀援における
事業連携/ణ果を期待できるだろう。

今後の課題と展望
• 本事業のਈ終アウトカ嵈である「孤独・孤⽴の予
防」「早期対策」「地域社会のつながり・⽀え合い機
ચの向上」のような成果は事業期間がಢいなどの
制約要があり確認できなかったが、それらのアウト
カ嵈につながる変৲（成果）がઉமアウトカ嵈を中
⼼に確認された。したがって、ધ৲プ嵕グラ嵈をこども
୫ൡに組み⼊れることで、ల来的に上੶ਈ終アウ
トカ嵈の発ਠが期待できる。

取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するために、௳੩
社会ૣක協৮会と協৮を⾏っている。（資⾦は、
⾃主ଃ源を活⽤する想定でいる。）
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玉城町つながりプラットフォーム事業
特定非営利活動法人 わんず（三重県玉城町）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①ౝ5⽇、うち2⽇は21︓00まで開いているフリースペース
00開設、ネットで会話できる公式LINEチャット︓24ع00︓10②
③場所活動を⾏う他団体との連携

●キーワード
場所/こども・
者/イベント/相談

２ 取組内容

◆対象者が抱える課題
• ଗではๆからૡ定કする家൦が増え
ており、以前からのકড়とৗたなકড়とのઐがな
いことが、⾏政のୖ題としてもがっている。ૡ⼊者
には⼦育て਼代が多く、周ఈとૻຎすると出⽣
数のが峰るやかな状況である。

• ⼦育て਼代が出会う場の崳ーズもあるが、⼦どもと共
にฉ峝に⾏ける場所がો、ો外共にない。また、
⾏政などの相談ษઠも௮いている਼代にとって、気軽
に௰れることがしい状況があった。

◆取組を始めるに至った経緯等
• 当法⼈のオフ崋スである⼀ໟ家を有இに活⽤しようと考え
た時、⼦育て਼代を中⼼に、児、⼦ども、シ崳アなど
多様な਼代が関わり合い、関係を作っていけるフリース
ペースのઈが峟さわしいと考えた。

• また、外出することがしい⽅々にもフリースペースに代わ
るઐの場を設ける必要があると考え、公式LINEの
チャットを利⽤したහ談OKのษઠを開設することとした。

取組の目的
• 孤独・孤⽴にีりやすい⼈々（⼦育て਼代、不ః
ૅ・⾏きしぶりの⼦ども、૩者、独など）がౝ5⽇
集まれるフリースペースを設置することで、社会（他
⼈）との繋がりづくりを助ける。

• また、外出がしい⼈もਸできるよう公式LINEを
利⽤したチャットを⾏うことで、社会ਸを促す。

• 場所活動を⾏う団体が連携することで孤独・孤⽴
を感じている⼈々の早期発⾒、早期サポートに繋げる。

◆具体的な取組の内容及び特徴
①フリースペース「わんず（Ones）スペース」
া・ 、00︓21ع00︓10
ౌ・⾦・ଅ 00開設︓17ع00︓10
岧来場を促すੵ夫岨
• WiٕFi設置
• 100ドリンクの発ਲ਼
• おもちゃやలჿೕなどボード崚ー嵈などを⽤意
• ミ崳イベントの開催
（ミ崳イベントの例）
ຉ体ୡ、ちくちく同好会（⼿഼）、CAN
VA講座、⾵൝のહけ、つまみ細ੵのキー
嵃ルダー作り、ཅの૮મ配布、ミ崳ব際ઐ、
夜のわんず（アルコールOKの集まり）オカリ崲ས
会、動のඒந会の理解を求める紙൫、体操
などのઇえ合い、等

• 利⽤者へのボラン崮崋ア等社会ਸの௮きかけ
• コワーキングスペースとして活⽤

連携先との関わり及び連携方法
①ഥਮ5年9া21⽇ ਸ਼1回連携会৮
合同会社たまきあい、્定శ利活
動法⼈と三者で連携会৮を⾏う。
ଗのૣක施策の問題などを情報
共有したのち、それ峈れの対象者を確
認し、それ峈れの場所に他団体の利
⽤に繋げることがましい⼈が௰れた
際にどのように情報共有し、൩いに⾒
ஹりを⾏うかなどを話し合った。

②ଗ地域ケア会৮ 場所部会に
ਸ
健೨๊ᅠઇなどをઈしている
場所部会にਸし、当法⼈のフリース
ペース、チャットを周知すると共に、場
所ઈの連携などを依頼。

②わんず（Ones）チャット
公式LINEのチャットを利⽤し、೬業⽇૮しで
00まで対応︓24ع00︓10

15
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
特定非営利活動法人わんず
代表：栃本明子/設立 2019年/職員数18名
所在地：三重県度会郡玉城町田丸176
主な事業：人や団体の繋がりを作り、地域の人々がそれぞれ
の場所で活躍できるよう拠点づくりと中間支援を行っている。
●メッセージ
• 行政のタテ割りの枠では解決できない孤独・孤立対策の

取組は、採算事業とするのが難しく、継続するためには資
金面や保険などの安全面での問題も多い。

• しかし、多くの人が人や社会と繋がる場を求めており、場
が醸成する雰囲気が関係性を育てるために必要だと感じ
る。居場所活動が広がり、孤独・孤立に悩む人がひとりで
も減っていくよう、我々も活動を続けていきたい。

◆つながりの醸成
• 利用者を無償ボランティアなどの社会参加に繋げた。具体

的には、町内で行われた縁日イベントの事前、当日スタッ
フに参加するほか、当法人が運営している農園イベントへ
スタッフとして参加するなど、新たな関係性づくりを促した。

• また、中学生以上の世代にユースボランティアとして登録し
てもらい、学校でも家庭でもない第三の居場所でいきいき
と活躍できる素地を作った。のべ10名以上の中学生が町
内イベントでのボランティアに参加した。

◆連携による効果
• ケースの早期発見

複数の団体がそれぞれの居場所活動の中で見守りを
行うことによって、問題を抱えるケースを早期に発見、
支援することができた。

• 最適な居場所の提案
居場所活動をしている団体にはそれぞれ主な利用者
層があり、別の居場所を訪れた人を最適な居場所に
導くことができた。

• 複数の視点による見守り
居場所の利用者の中には、複数の居場所を活用、居
場所を渡り歩くケースも少なくない。団体が連携したこ
とにより、複数の視点から見守りを行い、連携して、支
援に当たることによってそれぞれの専門性を活かし、包
括的な支援ができるようになった。

・情報交換
それぞれの情報を持ち寄り、互いに議論することで問題
を共有すると共に、専門性、知識や技術の向上が見ら
れる。今後は勉強会やセミナー等に繋げていきたい。

◆日常生活環境における予防効果
①フリースペース「わんず（Ones）スペース」

利用者数（1月31日時点） 1,245人（開所日
133日）

1日平均9.3人が来訪
・悩みをサポート
訪問者との会話から、悩み相談など、サポート15件以上

繋げる。
②わんず（Ones）チャット

利用件数（1月31日時点） 59件
・悩みをサポート
児童虐待が疑われるケースを玉城町役場、他団体と共

有。見守りを継続。
母親の過干渉に悩んでいる知的障害者のケースを他団
体と共有。見守りを継続。

◆取組において直面した課題
①利用者の増加促進（周知）
②利用者のニーズの読み取り
◆解決策
① チラシ（町広報誌挟み込みにより全戸、イベント等での

配布を行い計12,000枚配布）
プレスリリース発行（新聞社2件、FMラジオ1件の取材

を受ける）
SNS発信（Instagram、X、Facebook、LINE活
用）
クチコミ（特にスペース世話人によるクチコミが効果を発
揮。それぞれの活動範囲で発信してもらうことで、当法
人を知らなかった層の利用が拡大）

② 日々、スペースを訪れる人に対して世話人がそれぞれの
スタンスで寄り添い、話を聞きだすなど丁寧な対応を心
がけてくれた。話をきっかけにミニイベントなど活動に繋が
るケースも多数あった。

◆他団体への波及可能性
• わんず（Ones）スペースの世話人の一人が中心となり、

週1回、小学生の帰宅時間が早い水曜日に子どもの居
場所が開設された。他にも、居場所運営についての問
い合わせ、自ら取り組んでみたいという夢や希望が寄せ
られている。

◆今後の課題
フリースペースの継続等に関する資金調達。

◆取組の継続方法
「赤い羽根ポスト・コロナ（新型感染症）社会に向けた
福祉活動応援キャンペーン」の第8回助成が決定し、以
下のとおり活動拡大して継続することとなった。

①フリースペース「わんず（Ones）スペース」継続
週5日（平日）午後から開設。土日祝日、夜間の利
用はイベントなど希望がある際に対応していく。開設予
定は令和6年2月13日から。

②わんず（Ones）チャット継続
利用時間を19：00～24：00に変更。「いない時は
ごめんね」とゆるい繋がりで継続を考えている。開設予
定は令和6年2月13日から。
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0歳から10代のインクルスペース「こども・若者図書館」プロジェクト
NPO法人 こどもサポートステーション・たねとしずく（兵庫県西宮市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ਧの不ఃૅ児童のસ合は、H29年以降増ਸ傾
向にある。（R2年度৵中৾ૅ不ఃૅ児童のસ合︓
৸ব4.09% ਧ5.37%）。当団体がこれまでに
峜とり親家൦⽀援で関わってきた家൦には、不ఃૅ児童
のસ合が⾼い。また年、不ఃૅ児童の親の相談先は
増ਸしているが、こどもの⽇中の場所はられる。また
フリースクールは⾼પで困家൦のこどもは利⽤しにくい。

◆取組を始めるに至った経緯等
当団体が関わりのある峜とり親家൦にアンケートを⾏っ
たところ、がいのあるこども達のસ合も⾼く、્別な
配慮が必要なこども達が地域の場所に⾏きづらいこ
とがわかった。また、⽇中に৾ૅに⾏かず、峜とりでஹ
していることも多いことを知った。また、ളහな背景や
こどものがいなどが理で孤⽴を深めない場所が
必要との認があった。

◆取組の目的
孤⽴しがちな不ఃૅ児童やがいのある児親⼦
が⽇中ૌごせる場所を開設し、社会的孤⽴を防ぐ。
同じようなの同年ೡが集まる場ではなく、さま峀ま
な਼代や地域の⼈が共にૌごすインクルーシ崾な場に
することで、誰もが受け⼊れられる安⼼感を感じながら
ૌごすことができる。まずは家から⼀歩出ることからはじ
め、ဉ々に⾃発的にਸしたり、૽સを⾒つけていくこ
とを⽬す。

●本事業のポイント
①0歳10ع代のこども・者の孤⽴を防ぐ
②৵規ெで多機ચなフリースペース
③保育資格のある専⾨スタッフと৾⽣スタッフがこども達をಶえる

◆連携先との関わり
・こどもを中⼼に⽀援を⾏う。⽇々、関係機関と連絡調
ତしながら、保૧者からのઉம相談だけではなく、৾ૅ
ୱ・児童相談所、⾏政૿当者からの相談のษઠとなる。
・保૧者からの相談には、保૧者૿当がษઠになり対
応する。当団体だけでは⽀援がે分ではないと団体
でਖ਼した場合は、他の⽀援団体や⾏政サービスにつ
な岸連携して⽀援を続ける。
・深刻な状況の場合は関係者が集まりケース会৮を実
施。⽀援のあり⽅を協৮しこどもと保૧者を⽀える。
・開催⽇は必ず終了時間後にスタッフによりஷりନりを⾏
い、⽀援者間の意⾒ઐఌを⾏い、⽀援者が孤⽴しない
ようにੵ夫をしている。また、専⾨的なฎみやୖ題に対
してはಏ෫⼼理や่૧師等の専⾨家にスー崹ービ
崠嵏ンを受ける。

２ 取組内容

●キーワード
こどものਥ利ط
インクルーシ崾

◆具体的取組内容と特徴
こども・若者図書館「たねとしずくライブラリ―」の運営
15時ع実施⽇時︓⽇3⽇間(・・⾦)、10時ٷ
︓実施ઍٷ
「る」・・・છைとして開ைしている。本やၟを⼿に
取ったりၦめるだけでもよい。今ここに「る」ઠ実ができる。
「本」・・・本に出会う重な৽ୡ。
「୫峣る」・・・ごはんとᅑを૮償で提する。
「৽ୡする」・・・મ理、、の⼿⼊れ、ଇཌなど、
⽇常的な作業を⼿伝い、૿うこともある。
「ฉぶ」・・・外ฉ峝、カード崚ー嵈など、ともにฉぶしかけも
している。

「৾ぶ」・・・中৾⽣以上は⾃に2మの⾃ಆで強する
ことができる。
「੫する」ਧのこども⽀援団体が中⼼になり実施し
た「こどもマルシ崏」に当場所を利⽤するこどもたちが主体に
なって嵃ットドックを出した。

◆連携方法
・当団体の事業である「௰問⽀援」と連携し、そこで
出会ったこどもたちをライ崾ラリصにාい、৾峝・ฉ峝の
場の機会を提した。17
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◆日常生活環境における予防効果
ౝ3⽇10時から15時まで開ைしているため、৾ૅに⾏き
にくいこども達が継続して利⽤している。こども達が⽇中
ૌごせる場所はなく、親⼦での⾒৾を通して外に出る
⼀歩の૽સを૿っている。
◆つながりの醸成
こどもたちの変化
・普段、体を動かす機会のないこども達が場所に来
て、公ୱで⼀คに崸レーボールやಐລ峝などをするが
⾒られる。౮年ೡがઇえ合うも多く⾒られるようになり、
通い始めの頃とはୀう表情を⾒せてくれるようになった。
本との関わり
・ライ崾ラリーでは本を⼿に取る、本について話す機会が
多い。本に対して親感を抱くこどもたちが増えた。ほか
の⼈がഭんだ本を借りてషるやഭみたい本やマン崔を
スタッフにリク崐ストするこども達もいる。
４ 取組において工夫した点

【課題】
スタッフ間の⽇々のできごとの共有⽅法を決めないまま
場所がスタートした。
岧解決策】
グーグルフ崑ー嵈のஷりନりシートを作成し、回൷ை後
に૿当スタッフが⼊⼒するようにした。ᇃしい崐ピ崥ード、
困ったことなどを共有し、個々のこどもとどう関わっていくか
をスタッフ、৾⽣スタッフ間で話し合うようにした。

３ 取組の成果

【課題】
不ఃૅの親⼦の⾒৾は多いが、こどもが⼀คの場合、
状況を聞き取ることがしいままこどもだけの利⽤が始
まっていた。また、年ೡのこどもだけで利⽤することもあ
り、親とのコミ嵍崳ケーシ嵏ンの必要性がでてきた。

【課題】
開ைから数嵞া৽ち、利⽤するこども達を増やしていき
たいと感じている。
岧解決策】
ๆ⾼ૅڭ、中৾ૅڮ、৵৾ૅڮに施設の案を
配布。ૅ⻑などとも意⾒ઐఌできた。

【課題】
不ఃૅのこどもたちが定期的に利⽤するようになり、
個々のこどもの成⻑をどう⾒ஹり、৾峝を後ししていく
か専⾨的な知をもつスタッフが必要と感じる場એが出
てきた。
岧解決策】
不ఃૅ⽀援に関⼼を持つ৾⽣ボラン崮崋アと⽇中のૌ
ごし⽅、こどもとの関わり⽅などについて話をする。スタッフ
間で今後の対応をਫ਼ୈしている。

岧解決策】
・HPに⾒৾の場合は事前に電話や嵉ールで連絡をもらうよ
うに追੶した。その後は事前に電話等で保૧者と話をした
上で⾒৾に来てもらえるようになった。
・親向けの団体説明છథ、ఃஈ⽤紙を作成した。こどもだ
けで利⽤している場合、それらのછథを⼿நし、ઃ回来ை
時に持ってきてもらうようにした。

◆今後の課題

【孤立する乳幼児親子を対象にした企画】
峜とり親家൦の児親⼦、がいのある親⼦がਸ
しやすいように開催⽇や時間、崮ーマなどをੵ夫し、つな
がる崷ードルをくする。⼦育ての⽅法やฎみを気軽に
相談でき、孤独を感じずにこどもを育てられる状況を作る。
1. 児とのฉ峝⽅、おもちゃづくりを৾ぶ
2. がいのあるこども達が⾳௫や௫ஓにඡれる

【連携】
児童相談所やこども家൦⽀援ୖからのງ介に対しては、
ケース会৮などで状況を共有し、こどもの成⻑にどうൣ
するのかを⼀คに考える体制をണいていく。また、ਧ
のこども・者の場所の嵕ールモ崯ルになり、公的な
場所の設置につながるように、ઈ基ೕをତえ、知や
৽ୡを共有できるよう情報をତ理する。

【一箱本棚サポーター】
⼤⼈の利⽤ができないライ崾ラリーに⼤⼈が関わるしかけ
として「⼀ຢ本ྕサポーター」制度を設ける。ਠ在53⼈
のサポーターがマンスリーサポーターとして寄હと本の提
でライ崾ラリーのઈをご⽀援いただいている。こどもたち
にとっては、本との出会い、個性的な本ྕから様々な⼤
⼈の存在を感じる。団体にとっては、場所ઈ峝資
⾦એでの安定につながっている。来年度は80⼈のサポー
ターඃ੭に向けてサポーターのための定イベントや、
SNSでの発信を強৲していく。

５ 今後の展開

●団体概要
NPO法⼈こどもサポートス崮ーシ嵏ン・たねとしずく
代表︓⼤ਮ഻⼦/設⽴︓2022年/スタッフ︓ઈスタッ
フ5名・৾⽣スタッフ3名・ボラン崮崋ア10名ங度
所在地︓ௗಛਧଗ嵞൘22-ڮ早ਆ合ビル
ڻگ
https://tanetosizuku.com/
主な事業︓௰問家事・⼦育て⽀援、こどもの場所
⽀援、⽀援者の⽀援等
●メッセージ
• 居場所を開設して半年、こども達に家と学校以外の

居場所があること、その場所を中心に「子どもの権
利」がこどもにも大人にも周知されていくことに大きな
意義を感じている。このような居場所を全てのこども
達が享受できるよう、今後も尽力していきたい。
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芸術家のワークショップによる孤立を防ぐ子どもの居場所づくり
特定非営利活動法人 芸術家と子どもたち（東京都豊島区）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
親の৽ੋ的།困が⼦どもから৾ಆやધ৲的体ୡの機
会をേい、その結果、৾⼒৾ഄとなり業৭උの
்がまると།困の連ำが⽣じる。
外বルーツのஒ年への⽀援は主に「ઇ育分」にု
よりが⾒られ、⽣活・ૣක等に関わる⽀援やその他の社
会的資源へつなげることもୖ題である。
◆取組を始めるに至った経緯等
当法⼈が活動ುਡをおく௹島区において、困家൦
や外বルーツの⼦どもを対象としたધ৲活動の機会が
ないことにି⽬し、区で同対象者向けに୫事や৾
ಆ⽀援を⾏っている認定NPO法⼈௹島⼦ども
WAKUWAKUネットワークにヒアリングを実施。困を
抱える⼦どもたちを対象としたધ৲活動の機会づくりの
必要性について、同意を੭ることができ、連携による事
業実施を੫した。

◆具体的取組内容と特徴
●困難を持つ家庭の子どもを対象としたワークショップ
（グループ１）

• ௹島区の峜とり親家൦や困家൦、外বにルーツを
持つ家൦の⼦どもたちが対象。

• แやダンスなど、多様な表ਠ活動を取り⼊れたワーク
シ嵏ップを区集会で実施。

●母子生活支援施設を対象したワークショップ
（グループ２）

• ௹島区の⺟⼦⽣活⽀援施設でථらす⼦どもたちを
対象に、⾳௫ワークシ嵏ップを実施。

●発表会
• グループでা2回ங度の間࿒でワークシ嵏ップを⾏い、
終ೕは2つのグループがワークシ嵏ップや発表会を通して
ઐ。ワークシ嵏ップで作したオリ崠崲ルの作ષを
上した。௴は、保૧者や⽇頃から⼦どもたちの⽀
援に携わっている⼈をഃき、地域で孤⽴しがちな家ఔ
同のઐを⽣み出すと共に、⽀援する団体間の連
携を深めた。

◆取組の目的
⽣きづらさを抱える⼦どもたちが、ધ৲഼に親しみ、感
動する⼼や⾃他の表ਠを認める⼼を育みながら、⼈と⼈
のつながりを⽣み出すことを⽬的とした。

●本事業のポイント
①ધ৲活動による地域の⼦どものつながりづくり
②ୗ体ୡによる⾃信の育成やҾӔұӊҽҴӀҲӡ⼒、⼈とつながる⼒の強৲
③地域の⼦ども⽀援団体との連携による⼦どもを取りඕく୭のఒ

◆連携先との関わり
• 連携先である認定NPO法⼈௹島⼦ども

WAKUWAKUネットワーク（以ৣWAKUWAKU
ネットワーク）は௹島区で⼦ども୫ൡやプレイ崹ー
ク、৾ಆ⽀援等をன開している。当該NPOがつなが
りのある家൦を中⼼に、ਸ者募集やワークシ嵏ップ
⽇のଛಶの協⼒を੭た。

• ⺟⼦⽣活⽀援施設「ఎの家フ崉ミリー嵃ー嵈」とは、⼊
所者やๆの所者を対象にਸ者募集や、ワー
クシ嵏ップ実施場所の提において連携した。

• アー崮崋ストは、様々なୖ題を抱える多様な⼦どもた
ちの௪味・関⼼をਬき出せるように、્別⽀援৾
などでもワークシ嵏ップの৽ୡが௹୕なநఈ๊依（
出家・၇ર）、中੨⼤ఴ（⾳௫家・作ශ家）を৭
定した。ਸえて、⼦どもたち⼀⼈峜とりの௪味関⼼に
応じた対応ができるようにアシスタント・アー崮崋ストも
କ⽤した。

• ௹島区の峜とり親家൦や困家൦、外বにルーツ
を持つ家൦の⼦どもたちへのਸ募集では、⼤ౖ崐リ
アで৾ಆ⽀援やક୧⽀援などに携わる⽅々の協⼒
を੭て、ਸ募集チラシを配布した。また、ワーク
シ嵏ップ開始後も、情報をキャッチしづらいಽに対し、
個別のଢෳけを継続した。

２ 取組内容

●キーワード
場所/こども・者

影絵の体験
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◆他団体への波及可能性
• この成果を通じて、他地域においても、困を抱える
⼦どもたちへの୫事や৾ಆ⽀援を⾏う団体と、഼
ધ৲団体の連携が進み、困を抱えた⼦どもがアー
トや表ਠ活動にਸする機会が⽣み出され、⼦ども
たちが⼼理的に成⻑するৗしい孤⽴防⽌のアプ嵕ー
チが始まることを期待したい。

◆日常生活環境における予防効果
• 本取組へのਸ者は、期間を通じてグループڭでభ
峣32⼈、グループڮはభ峣12⼈の⼦どもとその保૧
者3名となった。

• 利⽤者アンケートでは、本事業を৽ୡした⼦どもたち
の成⻑や変৲が「あった」と回答した⼈が86％。「家で
もဈっています。ୗ⼒がહきました。」「個々にの峝
の峝動きながらも、৸体のまとまりもあって|みんなで場
をつくる|ことが感じられた。」といった意⾒が認められた。
意ඟએや表ਠએ等でプラスの果が認められ、それ
がల来的な孤⽴予防につながる果が期待できる。

◆つながりの醸成
• 発表の௴向けアンケートでは、「地域の中に、৾ૅ
以外の௵達とつながりが持てる場があることをどう思い
ますか︖」というସ問に100％の⼈が「よい」と回答。

• 本取組によって、地域における⼦のつながりのᅿ成
の成果について地域で多くの賛同を੭ることができた。

• また、保૧者が「今回のようなワークシ嵏ップや発表にま
たਸさせたいか︖」というସ問に83％が「はい」と回
答。地域におけるつながりの必要性について保૧者の
理解を੭ることができた。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度の取組では、継続的にਸがቸわなかった⼦
もいたため、ઃ年度以降も継続的に場づくりに取り組
み、本事業を地域に定着させる必要がある。予が
確保できれば、⻑期的に、ള数の地区で、よりᄄ回
に活動を⾏う必要があると思われる。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
グループڭを進めていくうえでୖ題となったのは情報の伝
達と、ਸの継続性である。それ峈れの家൦の事情や
連絡の不達によって、ਸ予定の⼦どもが当⽇ਸで
きなかったり、期間中の継続ਸがしい⼦どもがいた。
グループڮでは、ਸ者募集にあたり、ਸの表ਠ
活動（ワークシ嵏ップ）への⼼理的崷ードルが⾒られた。
◆解決策
グループڭでは、上੶ઍを解決するために、まずは連
携団体によって継続的にଢෳけを⾏い、多くの⼦どもの
ਸを੭ることができた。また、事業終了後の情報提
に向け、LINEを活⽤したৗたな連絡⼿段をତした。
グループڮでは、ワークシ嵏ップ時間の前に、アー崮崋ス
トによるミ崳コンサートを実施。ള数の⼦どもたちや親⼦
が⾳௫に出会う場づくりを⾏うことで解決をった。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈഼家と⼦どもたち
代表︓༕ ೨/設⽴︓1999年/スタッフ10名
所在地︓東京都௹島区ฦ本4-36-1 ೮ધ成
৵৾ૅ2మ
主な事業︓アートを通じたઐ、৾ૅ等でのワーク
シ嵏ップ 等
●メッセージ
• 今回の取組では連携団体から多大な協力を得ら

れたことで沢山の子どもと繋がることができ、子ども
たちへのアートを活用した支援が孤立予防につな
がる手応えを得ることができました。同じ地域で子
どもの支援にあたる連携団体と目的意識を共有
することが新しい支援の可能性を開くと思います。

アンケート結果
（一部抜粋）

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するため、⾏政への௮
きかけを通じてより⻑期的なઈ体制をତえる。寄
હや助成⾦による資⾦調達を実施するほか、連携
団体との関係継続、⽀援対象者とつながりつづける
ために、保૧者が⽇常的に利⽤している連絡⼿段
（LINE）をତ。連絡やフ崑嵕ーアップの⽅法など
WAKUWAKUネットワークの৽ୡや崶ウ崷ウを考に、
ਸ者がより扱いやすいものにତしていく。

◆連携による効果
• ⼦ども募集にあたっては、 ⼤ౖ崐リアで峜とり親家൦や
困家൦、外বルーツの家ఔへの⽀援を⾏っている
⼈や場をWAKUWAKUネットワークにງ介いただき、
地域の⽀援者たちにも、チラシだけでは情報が届きに
くい家൦へ個別のଢෳけを⾏っていただけるよう௮きか
けた。ਸ募集を通して、地域の⽀援にかかわる⼤
⼈たちの૯のつながりが⾒えた。地域の⼦ども⽀援に
関わる⼤⼈たちとの関係がଡണされた。
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中高生のIT居場所を活用した孤独孤立解消を目指す包括支援事業
認定NPO法人 CLACK（大阪府大阪市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
།困、不ఃૅ、外বルーツ、発達૩、ヤングケアラー
といった困をള合的に抱える中⾼⽣が⼤ଚには多
い⼀⽅で、こういった困を抱え、孤独孤⽴状態のまま
時間がૌ岸、ల来⾃⽴がしい状態になってしまうୖ題
がある。

◆取組を始めるに至った経緯等
எたちは、中⾼⽣の崯崠タル機ஓへの௪味関⼼の⾼さ、
ITスキルを⾝につけることでのల来の⾃⽴へのつながりや
すさ⾼さに着⽬してきたが、৾ಆだけでなく場所として
の機ચを有し、継続的に個⼈のペースでの⽀援が必要
だと感じ、本事業を開始した。

◆具体的取組内容と特徴
●つながるきっかけとしてのデジタル機器
• 中⾼⽣の௪味関⼼が⾼い3Dプリンター、レー崞ーカッ
ター、崚ーミングPCなどを⽤いて、困を抱え孤独孤⽴
状態にあった中⾼⽣にアウトリーチを⾏う。

●支援団体と連携したアウトリーチ
• პਆ区の中৾や⾼ૅといった⽇常的に困を抱え
る中⾼⽣とつながっている機関や⼦ども୫ൡや場所
⽀援を⾏う団体と連携し、アウトリーチを⾏う。

◆取組の目的
本取組の⽬的は、孤独孤⽴状態にある中⾼⽣と崯崠タ
ル機౫への௪味関⼼を⽤いて、つながった上でల来の
⾃につながりやすいITスキルを⾝につけるための৾峝の
機会に繋げていく。それらを通じて、峜とり峜とりのペースに
合わせてITスキルだけでなく、援助ൌ求ચ⼒や頼れる⼤
⼈とのつながり、問題解決ચ⼒などをᅿ成する。これに
よって、困を抱える中⾼⽣に広くアプ嵕ーチし、ల来の
⾃⽴に繋げていくことを⽬的とする。

●本事業のポイント
①崯崠タル機౫への௪味関⼼をつかったアウトリーチ
②地域の⽀援団体等と連携したアウトリーチ
③安⼼できる場所とITスキルを⾝につける機会の提

◆連携先との関わり
• პਆ区૽所とは定期的に場所のઈに関する情
報ઐఌを⾏っている。また、中৾ૅへの場所開始
の周知や、区の相談ษઠの定期的な会৮などに
必要に応じてCLACKから場所の周知をさせてもら
うなどの連携も⾏っている。

• ใ存事業でつながってきた⾼ૅでのチラシの配布、პ
ਆ区૽所やპਆ区社会ૣක協৮会からງ介を受
けた⼦ども⽀援団体への出張イベントの実施や団
体がઈするLINEでの周知などで連携している。

２ 取組内容

●キーワード
場所/こども・者

デジタル機器の活用 関係機関との連携図
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◆他団体への波及可能性
• この成果を通じて、崯崠タル機ஓを活⽤したアウトリー
チを崹ッケー崠৲することで、ৗしいアウトリーチの⼿段
としての૭ચ性をெดしていきたい

• 今後の社会的な崳ーズからも、同様に崯崠タル機ஓ
のある場所は増えていくと考えており、今後の継続
的な活動の中でઈの崹ッケー崠などをତし、৸
বでణできるモ崯ルにしていきたいと考えている。

◆困難を抱える中高生のつながりの醸成
• 中⾼⽣が孤独孤⽴ではなく、⽇常的にだれかと繋が
れている状態をつくることができた。たとえば、პਆ区
の中৾ૅやNPO等の⽀援団体と連携し、さま峀まな
困を抱える中৾⽣にリーチすることができた。ౝ3⽇
の開設にも関わらず、৽ੋ困や不ఃૅなどで孤⽴
している中৾⽣はౝ2⽇ங度の利⽤するが多
く⾒られた。

◆他団体との連携体制の構築
• 場所や୫事⽀援を⾏う団体とは、პਆ区のこど
も場所ネットワークで場所の情報提を⾏った。
実際に2団体で出張イベントを実施することもできた。

• 場所や୫事⽀援や相談ษઠを⾏うNPOや⽀援
団体との連携は4団体になり、継続的にケースについ
ての情報ઐఌを中৾ૅ1ૅと⾼ૅ2ૅと⾏っている。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 場所としての安⼼した૬間をつくることができたもの
の、ల来の⾃⽴につながるためのス崮ップやチャレン崠
を中⾼⽣に提ંしきれない部分も多かった。

• 事業⽬的の⾔ୁ৲とスタッフ間での共有を進めること
が必要になる。

４ 取組において工夫した点

◆中学生へのアウトリーチ
これまで⾏ってきた事業の性ସ上、⾼ૅ⽣とのமਡは
多く、場所開設ઉ後から多くの⾼ૅ⽣がਸしてくれ
ている。しかし、中৾⽣向けの周知は当ੂの想定より広
がらずୖ題を感じる場એも多かった。
地域の⽀援団体での出張イベントや、すでに定期的に
ਸしている中৾⽣が在ආする中৾ૅとのઊち合わせ
やગ度の周知などを今後も⾏っていく。
◆個別のケース対応
開所してから中৾⽣や⾼ૅ⽣の中でも定期的にਸ
している⼦どもたちがいる。そういった⼦どもたちと⽇々コ
ミ嵍崳ケーシ嵏ンをとっていると、すでに৽ੋ的に困して
いたり、不ఃૅ状態にあるなどのなにかしらの困を抱
えている状況であることがわかった。そういった中⾼⽣に
対して、どこまで౷み込んでケース対応をしていくのかが
ୖ題としてあがった。
ケースごとの対応を⼀に決めることはしいため、まず
はよくਸしている中⾼⽣の中で進ଡ଼や⽣活୭など
にୖ題がありそうな⼦どもたちからದにカウン崣リングを開
始した。カウン崣リングを開始したことで、⽣活や৾ૅで
の状況がクリアになり、場所での関わり⽅を体的に
し、スタッフ間で共有することができるようになった。

３ 取組の成果

●団体概要
認定NPO法⼈CLACK
代表︓੩ ⼤/設⽴︓2019年/スタッフ20名
所在地︓⼤ଚਿ⼤ଚპਆ区ે三東

ڱ�ڭ⽬ഛڰ よどがわベースڮమ
主な事業︓⾼ૅ⽣対象のプ嵕グラミング৾ಆ⽀援、
キャリア⽀援 等
●メッセージ
• 本助成金を活用して中高生のための居場所提供

のスタートを切ることができ、孤独孤立状態に陥ら
ないための支援を行えております。

• 引き続き居場所を運営していくことはもちろんです
が、今回の活動を通じて、孤独孤立の予防や早
期対応には、単独ではなく他団体との協力が不可
欠であることを再認識しました。より多くの子どもに
支援が届くよう、たくさんの団体、パートナーが協
働し、インクルーシブな社会の実現ができるよう
願っています。

居場所での活動の様子

◆取組の継続方法
• 来年度、ગ来年度は別の助成⾦での資⾦確保がで
きている。しかし、その後の継続もଳに⼊れ、੫業
からの協賛を੭るなどのアプ嵕ーチも進めていく。

居場所での活動の様子22
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中山間地域の不登校児等を対象とした森のユースセンター事業
一般社団法人 よだか総合研究所（岐阜県揖斐川町）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①放棄山林を活用し、中山間地域に屋外型のユースセンターを設置した
②利用者の約45%は、学校やフリースクールに全く通わない子どもだった
③子ども若者への行政予算が少ない地域で、貴重な選択肢を提供した

２ 取組内容

●キーワード
こども・若者/地域貢
献/自然活動/中山
間地域

◆不登校児童の居場所の不足
2021年度、岐阜県内の小中学校で、不登校だった子

どもは、 4,371人と前年度より約27%増え、過去最多
となった。当団体が活動する本巣市や揖斐郡において
も、不登校は急激に増加している。特に本巣トンネル以
北の根尾川流域には19歳以下の子どもが1,382人いる
が(本巣市民560人、揖斐川町民822人。

◆取組を始めるに至った経緯等
当法人は2020年以降、子どもの権利保障に関する

勉強会、基礎調査および情報提供、担い手となる人々
のコミュニティ形成等に取り組んできた。その過程で、子ど
も若者のサードプレイス不足や、それによる深刻な影響
を発見し、速やかにユースセンターの実装に取り組む必
要があると考えた。

◆取組の目的
当法人は(1)一時避難所としての安心できる居場所

を提供して自殺や引きこもりや孤立を予防する、(2)地
域社会や自然の中での豊かな体験を通じて生きる力や
自己効力感や社会性を育む、の2点を目的として、
ユースセンター事業を実施する。

◆具体的取組内容及び特徴
・内容
「根尾川むいむいの森」に、ユースセンターを週1日（6
時間/日)開設する。来訪した子どもに対して、安心安
全な居場所と遊び場、自然体験プログラム、カウンセリン
グや進路相談、プロジェクト型学習を臨機応変に提供
する。

◆連携方法
・揖斐川町、本巣市、揖斐川町教育委員会、本
巣市教育委員会から後援を得た。
・揖斐川町および本巣市の自治体職員や議員に
対して、説明会を開催した。
・地域住民に対して、広報チラシを定期的に配布
した。

◆連携先との関わり
・対象地域の小中学校：教育委員会からの後援のも
と、本事業に関するチラシの配布に協力いただいた。子
どもの支援状況について情報共有し、よりよい支援方
法や連携方法を検討した。
・いび森のようちえんこだぬき：野外活動や子ども支援
の豊富な知見を活かし、ボランティアスタッフやリスクマネ
ジメント手法を提供するなど、ユースセンター運営に協
力いただいた。また、不登校児等との繋がりを活かし、
広報に協力いただいた。
・対象地域の住民等：物品や活動場所等の提供等、
様々な協力をいただいた。
・周辺地域のフリースクール・支援団体等：不登校児
等との繋がりを活かし、広報等に協力いただいた。貸切
サービスを提供した（別事業）。

よだか総研

小中学校地域住民

フリースクール等 森のようちえん

情報共有
広報協力
連携

物品提供
運営協力

広報協力
貸切利用の

提供

運営ノウハウ
提供
広報協力

2021年国勢調査)、
この地域に学校と家
以外に子どもが自由
に居場所にできる空
間や、率直な話や悩
みの相談ができる場
所が圧倒的に不足し
ているため、中学生の
自殺未遂が発生する
など、孤独孤立が極
限化している。

・活動場所
「根尾川むいむいの森」は、樽見鉄道谷汲口駅から徒
歩10分、根尾川に隣接した約4000m2の針広混交
林を活用したフィールドで、多様な自然体験や休息が可
能。元々は放棄山林であった。当法人が所有・運営す
る。
住所 岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲長瀬485
web https://mui.place/

23



25

５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈よだか合研所
代表︓中ਉ ࿖/設⽴︓2016年/スタッフ︓4名
所在地︓ว本༰根ஏ⾨گڱ/ᇥᄫᇥᄫ
ਆદ③⻑ڴڳڴ
主な事業︓調査研、⼦どものਥ利進、地域ஷ௪他
●メッセージ
• 中山間地域は、行政予算・人的リソースが不足する

傾向があり孤独孤立が深刻化しやすい一方で、山や
川など豊かな自然があり、子どもの受け皿となる潜
在的な資源は豊富にある。それらを活用することで、
子ども若者の孤独孤立を防ぐための仕組み作ること
ができた。

◆居場所としての定着
・期間中、嵎ース崣ンターをౝা⽇（໑⽇年始を
く）、合ੑ26回開催した。
・期間中、⼦ども者の合ੑ利⽤者数はの峣331名だっ
た。
・ 利⽤者のક地ଡ成は、ᇥᄫਆ(23%)、⼤ซ
(19%)、ઋૺ(15%)、本༰(12%)、⼤・ਲ
ஸ(8%)、その他(15%)。

◆多者連携による支援の成果
・期間中、の峣96名の⼤⼈がボラン崮崋アスタッフとして
ਸし、⼦ども者の利⽤者が孤独孤⽴にีらない
ように⾒ஹる協⼒者として発できた。

◆「森のユースセンター」の特性を活かした成果
・利⽤者が嵎ース崣ンターで好きなૌごし⽅の上ਜ਼は、
ౌとฉぶ・とฉぶ(72%)、体を動かす・௵達とૌご
す(67%)、とฉぶ・ᓐでฉぶ(50%)など。ો
外の利ਡを活かした体ୡや場所の提ができた。
・広い૬間で他⼈と距離が取りやすいことで、他⼈との
距離感にฎ峪⼦ども者がਸしやすかった。

・本༰では、ઇ育
⻑やઇ育৩会の
協⼒のもと、嵎ース崣
ンター利⽤⽇が৵৾
ૅの出ఆ扱いとして
認められるケースがで
きた。

・Ꮦきౌのમ理や崾ッシ嵍ク
ラフト、ഡ基地や৵ોづ
くりなど、のಞ౫や୭を
⽤いた⼦ども者⾃⾝によ
るものづくりやྷ୍・ୗに
よって、孤独状態をସ的に
ૡఌする事例が⽣まれた。

࿘દや৪ਉ
など、ว以外
からのਸもあった。

・৵中৾⽣の利
⽤者の45%は
৾ૅにまったく
通っておらず、フ
リースクールも利
⽤していなかった。

・他の⽀援サービスを利⽤できない⼦どもが「峪い峪いから
షってくる⽇はとても機嫌がいい」という事例が相ઃいだ。
・利⽤者の72%が、峪い峪いのに来て、考え⽅や気分
に「ポ崠崮崋崾な変৲があった」と答えた。

他地域への波及可能性
中間地域は都部とૻຎして⼦ども者がなく、
場所やケアにસかれる⾏政予や⼈的リ崥ースが不⾜
する傾向にあり、孤独孤⽴が深刻৲しやすい。⼀⽅で
やਆなど௹かな⾃然があり、放ಣも増ਸしており、⼦
どもの受けとなるཎ在的な資源は௹୕にある。本事業
はそれらを活⽤してリ崯崞インすることで、⼦ども者の孤
独孤⽴を防ぐための重な৭උ࿔を提し、かつ有な
仕組みとすることができた。他の中間地域においても、ケ
ア団体や୭保૧団体や地団体などが協⼒すること
で、同様の仕組みを⽣み出せる૭ચ性がある。

◆今後の課題
ড়間団体として独でணடできるଓ助⾦・助成⾦等を
活⽤しながら、ਈౝڭ回の嵎ース崣ンター開催を継続す
る。ড়間੫業等との連携や寄હ集めなど、ള数のઽ⼊源
をଡണする。 2024年4াにオープ崳ングイベントを開催予
定。今後、੫業向けの研修サービス等（ઽஇ事業）を通
じて、嵎ース崣ンター（శઽஇ事業）を持続させるための
ઽஇ確保をめ峀すためਫ式に事業を開始する。また、他の
孤独孤⽴対策に取り組峪ড়間団体や、岸峟NPO崣ンター
等の中間⽀援組௶と共に、วや੨がড়
連携でより⼀ಽの孤独孤⽴対策を進するための政策提
⾔に取り組峪。

◆取組において直面した課題 → 解決策
・ๆにဳり⼈等による不法が発⽣した →案่
ഝを設⽴した
・ਆฉ峝が多く、安৸確保のためスタッフの増৩が必要と
なった →開催回数を調ତ、ボラン崮崋アਸを募り、育
成の機会を提した
・৵中৾ૅとの連携強৲ →「ว ৾ૅ・フリース
クール等連携崔イドライン」に基づくઈ規定等をତした
・ボラン崮崋ア⼈౫の発育成 →スタッフൌ者向けの公
開研修を定期開催した
◆子どもの居場所づくりにおいて工夫した点
・回、開始時や終了時の対話を通じて、⼦ども者同
がつながる機会を作った
・スタッフ研修や峟りかえりを定期的に実施し、個別ケース
を⼿ௐくケアする体制を作った
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サンカク相談室
特定非営利活動法人 サンカクシャ（東京都豊島区）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ற家ఔ৲、地域のつながりの、コ嵕崲の୶などに
より、⼈とつながることがしくなった今、誰しもが孤独、
孤⽴するになるようになった。

◆取組を始めるに至った経緯等
コ嵕崲の୶も相まって、者の⼈હき合いは⼤きく変
わり、オンライン૬間で⼈と繋がり、場所を⾒出すよう
になっているನ、まずオンラインで、孤独感を感じる者
の⽇常にしでも安⼼をଖえられるような取組を作りた
いと考えた。

◆具体的取組内容と特徴
●オンラインでのアウトリーチ
• ౝに5⽇間ஙTikTokのLive配信を⾏った。⼀度の配
信は1時間から2時間ங⾏い、配信の中で配信者の
⼈෧、弱みを⾒せることによって誰もが安⼼して気軽に
ฎみ事を相談できる୭を作り、相談に答えていった。
その中でઉமの相談が必要な⽅に対しては、サンカク
シャの来௰や他機関への相談を促していき、ୖ題の解
決をった。また実際にサンカクシャを利⽤している崚ス
トをഃき、普段対એでは話せないことを話してᆚいオン
ラインの場所૬間を作り上げていった。

●オフラインイベントの開催
• 配信やSNSで繋がった者もஅめ、esports会場での
崚ー嵈⼤会を実施し、対એでの崚ー嵈を通じてのઐ
を深めていった。

◆取組の目的
本取組を始めた背景は、།困、不適切な養育、不ః
ૅ等の理により孤⽴している⼦ども者に対して、多
様な主体が 連携してෆၭ的に⽀援する体制づくりを⾏
い、⼦どもや者が⽣まれ育つた୭にంకされず、信
頼できる 他者と多様な社会資源に繋がることができる
社会の実ਠを⽬的とする。

●本事業のポイント
①オンラインでの場所づくり
②配信を通じたアウトリーチ
③ৗたに繋がった者との崚ー嵈⼤会

◆連携先との関わり
• 連携先であるTikTok Japan様からは、配信の⽬的
やઍを伝えていく中で、TikTokの配信機ચをહ
ଖしてຘいた。

• 配信やSNSで繋がった者の相談ઍに応じて、地
域の⽀援団体や関係所に繋げていった。

２ 取組内容

●キーワード
場所/こども・者/
オンライン

オンラインでのアウトリーチの様子
連携のイメージ
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◆他団体への波及可能性
• 今後配信の崚ストして、他団体の⽅が出てくださるこ
とが増えて⾏けば、サンカクシャでは対応がしい相
談にも対応出来ると思われる。またSNSでは⼀つの
分に્৲することが重要であるため、対象囲が
明確に定まっている団体は配信で発信を続けられれ
ばアウトリーチの場としてે分機ચすると思われる。

◆日常生活環境における予防効果
• 配信の中でฎみ相談をしてくれた者が、その後のઉ
மのやり取りのなかで、「⽬ఏが出来た」「気持ちが軽
くなった」との⾔葉をຘいた。また崚ー嵈⼤会には普段
家を出ていない者が外に出る重な機会となり、
他者とઐを深める場になった。

◆連携による効果
• TikTokは者がਈも௴ている配信ᄘ体の⼀つであ
るನ、ଳ聴者も20代までの者がਈも多く、情報を
届けたいಽに届いている。

• ્にਬきこもりの者などを⽀援している団体から、
気軽にଳ聴できるオンラインの場所はງ介がしやす
いとの⾔葉をຘき、実際にଳ聴してຘいている。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度の取組ではサンカク相談の基ຊの部分を
作り出すことが出来た。ઃ年度以降はこの体制を発
னさせていき、シ嵏ート動の作成や配信のସを⾼め
ていく。そのなかで、ৗたな相談ษઠとしてこれまで届
かなかったಽが気軽に相談できる仕組みを作り上げて
いく。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
嵎崳ークଳ聴数が他のᄘ体とૻ峣ても多いが、⼀⼈⼀
⼈の配信をଳ聴する時間がಢいನ、相談のコ嵉ン
トが૮い時間は、何をしている配信かが、ଳ聴者ડから
⾒て分かりづらかった。
◆解決策
上੶ઍを解決するために、まずは背景൸で相談
ということを分かりやすく伝えていった。また、Xで崷ッシ嵍タ
グを使ったポスト、ସ問ຢを開設して、寄せられたସ問
を多く集め、相談にଭっている時間を増やしていった。そ
の中で当ੂよりもৗ規のଳ聴者の相談が増えていった。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈サンカクシャ
代表︓ൽ੩ ሬ介/設⽴︓2019年/スタッフ26名
所在地︓東京都௹島区上ฦ4-35-12
主な事業︓⼦ども・者を対象とした場所づくり 等
●メッセージ
• 今回の取組を通して、多くの若者がオンラインで人

と繋がり、人と交流していることが分かった。また対
面では中々相談出来ないことが相談しやすく、
Line相談以上にスピード感があり、答える側の人
柄が見えることは、相談する若者によって安心感が
生まれる。

• オンラインの居場所を行う際は、配信環境と継続
力、配信者の人柄を見せていくことがが必要だと感
じました。

オフラインイベントの様子

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するために、オンライン
相談⽀援৩やౣ集者のఁౄが必要になってくる。఼
⽤から育成まで⾏い、オンラインでの場所作りのৗ
しい在り⽅をெดしていく。

◆つながりの醸成
• 配信でৗたに繋がった者の中には、その後に配信
外でのやりとりで繋がり続けることが出来た。

• また、多くのଳ聴者から崚ストとして出してฎみ相談
をしたいとྛっていて、オンラインでの関係⽣だからこそ、
繋がりたい、⾃分のฎみを聞いてඟしい者の多さを
実感している。
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中高年男性の孤独孤立予防対策
NPO法人  SKY（大阪府大阪市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
దਿの資મによると「孤独リスク」が⾼いのは「中⾼年
੬性」であることが明らかになった。理として、੬性は
⽣活のುਡを主に「ඐਜ先」に⻑期間峝⻑時間置い
ており、他コミ嵍崳崮崋とのமඡの機会に࿅しいことや性
とૻຎして⼀般的にコミ嵍崳ケーシ嵏ン⼒（⾔ୁを介して
他者とઐする事）がいと⾔われている。

◆取組を始めるに至った経緯等
我々SKYでは、「産業カウン崣リング」の考え⽅を基軸と
していることから「௮く⼈」へのアプ嵕ーチを専⾨としている。
્に「キャリアコンサルタント」や「嵉ンタル嵀ルス予防」「フ崉
シリ崮ーシ嵏ン」等のスキルを⾝につけている専⾨家である。

●本事業のポイント
①中⾼年੬性の孤独リスクをさせる
②コミ嵍崳崮崋への⾏がス嵈ーズに⾏えるための「⼼ଡえ」や「コミ嵍崳ケー
シ嵏ン⼒」を⾝につける

◆連携先との関わり
実施については、外部講師として⽣ၺ৾ಆインストラク
ター崸ンク様との連携により、મ理ઇ講師をୣാして
ຘいた。その他の講師については部講師で༱うことが
できた。
部講師に関しては、「キャリアカウン崣リング」「コミ嵍崳
ケーシ嵏ン」「フ崉シリ崮ーシ嵏ン」「産業ੀにおける嵉ンタル
嵀ルス」を専⾨とするカウン崣ラーなどが૿当した。スタッフ
に関しては、当⽇の進⾏をଓଯする૽સを૿った。

●キーワード
中⾼年੬性/イベント

今回の活動では、我々の専⾨スキルを活かして、孤独・孤
⽴リスクの⾼い「௮く中⾼年੬性」を対象とし「ల来の孤独
リスク」にえる峣く「崣ルプ嵀ルプ」のスキルを৾ಆ、体ୡす
るとともに、場所としてのコミ嵍崳崮崋ਸを促す。また個
別相談にも応じながら、地域峝⾃⾝の場への৾峝え
たスキルの൬੪により孤独・孤⽴予防の社会への広がりを
期待したいと考えた。

◆取組の目的
今後中⾼年੬性が定年し、地域や⾼ೡ者施設などと⽣
活ುਡが変ಌした際、そのコミ嵍崳崮崋への⾏がス嵈ーズ
に⾏えるための「⼼ଡえ」や「コミ嵍崳ケーシ嵏ン⼒」を⾝につ
ける。また、独やഠ後にえて「崣カンドライフ」を想定し
ておくことで⾃⽴した⽣活⼒や⽣きがい（૽સ理解）を
持つことにより、地域社会での⾃⽴・協௮へと繋げていく。
コミ嵍崳ケーシ嵏ンスキルを⾝につけることにより、中⾼年੬
性に多い孤独リスクを軽し、社会⽣活が良好に⾏われ
ること、地域コミ嵍崳崮崋において地域防ಬ活動にਸし
൴することを期待する。

崣カンドキャリアを考える（ਸ਼1ౝ）（ڭ
「キャリアઇ育」を受けてこなかった਼代においてキャリア
ઇ育的なワークや体ୡを⾏う。
੬のમ理ઇ（ਸ਼2ౝ）（ڮ
講師をഃきලな嵉崳嵍ーを調理し、出来上がったら
嵉ン崸ーで⼀คに୫事する。
コミ嵍崳ケーシ嵏ン研修（ਸ਼3ౝ）（گ
⼀般的に੬性が不੭意とされるコミ嵍崳ケーシ嵏ンにつ
いて৾ಆし気づきを੭てもらえるようなワークを⾏う。
எ活⽤（ਸ਼4ౝ）（ڰ
これまで「⾃分⾃⾝」について考えてこなかった対象者
に「」を促すワークを⾏う。

連携方法
⼤ଚ⽣ၺ৾ಆインストラクター崸ンクへ連絡し、મ理
ઇの講師をງ介してຘいた。その後、ઉம講師との
ઐ௱を⾏い、予でのમ理ઇを⾏うことができた。

２ 取組内容

◆具体的取組内容と特徴
体ୡやワークを中⼼とした集合研修をౝ1度のペースで
⾏う。્ඉとしては、中⾼年੬性の孤独リスク要とされ
る「コミ嵍崳ケーシ嵏ン」「今後のキャリア成に対する思考」
「」「⾃ᆷ」を崮ーマとしたことである。以ৣの4崮ーマを
া1回⾏い嵉ン崸ーが対એすることで「ൎ間意」がᅿ
成され、⼀つのコミ嵍崳崮崋となっていく体ୡをしていただくこ
とも્ඉ的である。
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◆日常生活環境における予防効果
参加者個人のパーソナリティの変容も若干見受けられ、
よりポジティブで積極的な関りを進んで行えるような行動
変容がうかがえた。
事前・事後に集計「孤独感尺度」の数値には変化が見
受けられなかった（事前42点→事後42.6点）が、事
後のアンケートの回答では「孤独を楽しんで生きたい。」
「自分だけが孤独ではないと実感できた。」等、孤独に対
する不安や心配が軽減しているような感想を抱き始めて
いることが確認できた。

◆つながりの醸成
メンバーを固定化することに
より一つの「コミュニティ」が形
成された。「男のセカンドキャ
リア塾」が参加者にとって

５ 今後の展開
◆今後の課題
・取り扱った４テーマは適当であったと考えられた。特に
ワークや体験など「自ら語る」ことを多くすることで、自然と
「孤独」に対する意識が向上し他者とのかかわりを容易
にする効果が認められたため、今後の取組においても採
用できると考えられた。
「居場所」としての機能が継続的に必要であると痛感し
たため、今後は地域における取組を重点的に行う必要
があると考えられた。連携先として社会福祉協議会など
地域支援を行っている機関との協同が有効であると考え
られた。

◆取組の継続方法
本取組実施の際には、傾聴を始めとするファシリテーショ
ンスキルを習得し、「心地の良い居場所」を提供すること
が肝であると考えられた。

◆他団体への波及可能性
この成果を通じて、他団体においても孤独・孤立リスクの
ある人が「自らを語る」ということでその対策となることがヒ
ントとなると考えられる。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
現役世代の男性に対する参加呼びかけが困難であり、
参加者数が伸び悩んだ。宣伝告知や勧誘などの機会
が創出できず大きな課題となった。
6か月にもわたるイベント期間において固定メンバーで運
営していくため、メンバー間の人間関係などにも配慮する
必要があった。

◆解決策
大阪商工会議所や中小企業同友会などの本部へ宣
伝をするため担当者様との面談を行ったが、実際に所
内での告知や勧誘が行われるに至っていないと考えられ
た。運営スタッフにカウンセラー職を配置したことや「料理
教室」での共同作業をとおして、自然とメンバー内で暖
かい雰囲気が醸成された。

◆連携による効果
生涯学習インスタトラクターバンクと連携したことにより、
内部講師の専門外である料理教室を行える人材を
確保することがでた。

３ 取組の成果

「孤独・孤立」から脱却できる「居場所」となっていったことは、
予想を上回る成果であったといえる。
取組終了後には参加者自らが計画し、メンバー内での懇
親会を催した。また、当団体において「公式LINE」を立ち
上げ、今後の繋がりを保つこととした。

●団体概要
NPO法人SKY
代表：藤田 公恵/設立：2019年/スタッフ：10名
所在地：大阪府大阪市生野区新今里3丁目6番14
号
https://esukeiwai.jimdofree.com/
主な事業：心理相談事業、心理研修事業、心理啓
発事業
●メッセージ
• 今回の取組を通して、孤独リスクのある人が他者

とかかわることにより認知や行動が変容していくこと
がわかった。本取組実施の際には、傾聴を始めとす
るファシリテーションスキルを習得し、「心地の良い
居場所」を提供することが肝であると考えられた。28
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ホップ・ステップ・チャンスでつながろう
一般社団法人 チャンス（愛知県名古屋市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
① 社会的に孤⽴し、困な状況に孤⽴૮援状態で⽴ち向かう⼈々へ安
৸基地を提

② ⼦どもからおとなまで்広い年ೡಽを対象にWell-being（ౘૣとಜ
峝）を実感できる安⼼安৸の場所づくりを⽬す

③ ⼈とつながる、地域とつながる、⾃分とつながるがキーワード

●キーワード
多਼代/安৸基地
/⼼理的ケア/相談

２ 取組内容

取組を始めるに至った経緯
ୖ題を抱えた対象者たちが孤独や孤⽴૮援の状態
から解放され、より健やかな⽇常⽣活୭をଡണし
てほしいとのൢいから、⼈、地域社会そして⾃分との
つながりが感じられる場所として、「安৸基地」を
設した。

取組の目的
⾃分で৵さな⽬ఏを⽴て、その達成を⽬すプ嵕崣ス
（⾏჻誤、成、失、⽬ఏગ設定など）を⽀
援者やൎ間と共有することで⾃⼰ᆾ定感や⾃⼰⼒
感をᅿ成し、孤独・孤⽴にีることなく⾃⽴・⾃を⽬
す。

具体的な取組の内容及び特徴
①安৸基地の設
• ⼈、地域社会、⾃分とのつながりが感じられる場所を
る活動

• ⼦どもからおとなまで்広い年ೡಽを対象に、公認⼼
理と等の⽀援のৣ、以ৣの活動を⾏った。

• ௫し峪活動︓ୗ、作り（འଅ、ീり紙、コラー崠嵍
等）
⽣きづらさのਮ活動︓ઈ動（崾レイン崠嵈、ཬૉ）、
伝അฉ峝、ボード崚ー嵈・カード崚ー嵈

• ୫事の௫しさを実感する活動︓౭養ののৣラ
ンチを提

②岥つながる会৮岦の実施
• 対象者が⾃に意⾒を表明できる会৮の開催。公
認⼼理や่૧師等がਸし、崣ルフ・アドボカ
シー・スキルを養うことを⽬した。

③⽀援者養成崣ミ崲ーの開催
• 活動をౄ実させ岥つながる会৮岦の果を⾼めるため
に、講師をഃいてੑ4回崣ミ崲ーを開催した。
 ଳಁ⽀援に関する崣ミ崲ー2回
 ⼈との⼼地よい距離感の崣ミ崲ー2回

⋊対象者の早期発⾒
• Ⴈ社およ峝Ⴈ社グループઈの連携団体を活⽤し、
対象者を早期に発⾒するためにアプ嵕ーチを⾏った。
 なごや発達クリ崳ック（⼼ఐ、৵児⼼
ఐ）

 ⼀般社団法⼈チャレン崠（૩者ௌ⽀援
施設5カ所、૩児通所⽀援5カ所、相談⽀
援事業所1カ所ઈ）

連携
それ峈れの団体に本取組の情報を提し対象者をງ
介してもらった。対象者が安⼼してਸできるよう協⼒
し合い、話し合いの場をള数回設ける௴ਡで協௮した。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈チャンス
代表︓൝ি ఎ/設⽴ 2012年/৩数107名
所在地︓名ଽો中ਆ区⾼ഒ3ഛ⽬40 崾ラ崞ービル
203
主な事業︓⼦育て⽀援、育⽀援、৾ಆ⽀援22カ所
ன開中
●メッセージ
• 今回の取組を通して、人は他人とつながることで、幸

福度が一定上昇することがわかった。また本取組実
施の際には、「このひと時が服薬よりよい」といった声
もあったように、他人とつながることで薬以上の効果
を感じる人もいた。

• 孤独・孤立感を感じる方へ、まずは他人とつながれる
場所を数多く提供できるような社会の実現を共に目
指していきましょう。

◆支援者（看護師、公認心理士、栄養士等）
より
・PIL崮スト15名実施
PIL崮ストとは⼈が⽣きる上での意味や⽬的をどの
ங度⾒出しているか調峣る崮スト
・⾃に意⾒を表明できる場があることやྷ୍でき
る何かがあることが⼤事

◆参加者
28⽇開催 99名ਸ（⼦ども20名அ峪）

◆セミナー
9া14⽇ おめめどうଳಁ⽀援崣ミ崲ー岧時間軸岨

ਸ者41名
9া28⽇ おめめどうଳಁ⽀援崣ミ崲ー岧予軸岨

ਸ者45名
10া5⽇ 岧サークルズプ嵕グラ嵈ごງ介岨

ਸ者26名
11া9⽇ 岧⼦どものnྏ౦の⾃分サークル|を育峪⽀援岨

ਸ者27名

◆参加者の意見
• 安৸な୭の中で作ષを作ることができ、みんなと
話せてほっとする峜と時だった

• この峜と時はസఇより良い気がする
• 崾レイン崠嵈などのઈ動を⼀⼈ではなく⼀คにできる
のがᇃしい

• コラー崠嵍やའଅ、さんとのおしゃ峣りの時間、コー
ヒーや崹ンの時間がとても有意ଝだった

• 崚ー嵈でカードが配られたとき⾃分の存在の確かさ
を感じた

• ここにいるときは孤独じゃない、くに⼈がいてくれて
⾃分のႼがはっきりしてくる感じ

◆参加者の意見

◆取組の継続方法
対象認、活動ઍ、達成⽬ఏなどをਫ਼証し、連携
団体や開催時間、開催⽇をఁ⼤していきたいと考えて
いる。
孤独・孤⽴は地域社会৸体が等しくઉએするୖ題
で、્にコ嵕崲ምで⼀ಽႀ෩であるため、継続的な取
組を予定している。
ଃ源確保策として、ଓ助⾦や助成⾦のணடを⾏う予
定であり、本取組はୖ題解決に൴するものと確信
し、広く⽀援を求めていく。

◆取組において直面した課題
対象者が⾃に意⾒を表明できる場として「つながる
会৮」を回実施したが、ੂ対એの対象者が多かった
ため、対象者が緊張している場એがあった。

◆解決策
会話のきっかけにつながるようボード崚ー嵈やカード崚ー
嵈を会৮前に⾏った。⼀คに取り組峪崚ー嵈は会話や
൚౿につながり、明るい࿇囲気で岥つながる会৮岦を実
施することができた。

◆他団体への波及可能性
今回૩者ௌ⽀援施設や૩児通所⽀援施
設をઈする団体や基ୌ相談⽀援崣ンター等と連携
をଡണした。これらの団体には孤独・孤⽴⽀援が今後
も必要だという考えに賛同していただいた。今回の成果
を通じて、より多くの૩者・૩児への⽀援をおこ
なっている団体と協௮し、孤独・孤⽴を⽀援できる場を
広げていきたいと考えている。
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若者のための夜の居場所設立事業
特定非営利活動法人 育て上げネット（東京都立川市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
対象者の抱えるୖ題には、「家にたくない。家にられ
ない。」「おを૬かせている」「⽀援・⽀援の関係が
᥊な場所を求めている」「公共機関での相談や場
所が早く൷ைしてしまう」 「誰かとつながっていたい」など
がある。このようなことを誰にも相談出来ず、安⼼できる
場もないなど、様々なฎみと⽣きづらさを抱えている者
たちがいる。
◆取組を始めるに至った経緯等
当団体は、⽴ਆをುਡに者へのௌ⽀援を⾏ってい
る。様々なฎみと⽣きづらさを抱える者たちから「家に
షりたくない」という相談が⽇々寄せられており、10代ع
30代の者の約57ع%が孤独感を「しばしば・常に感
じている」という結果が出ている。者の⽣きづらさにつな
がる「不ఃૅ」「児童虐待」はૌுਈ多を੶ஈし、中৾
2年⽣のヤングケアラーは5.7%、⾼ૅ2年⽣で4.1％と
クラスに⼀⼈はౙしいにある者がいる状況であڭ
る。そういったの者たちにとって、「家」や「৾ૅ」、
そしてそこにいる⼤⼈は⼼のೲから安⼼して頼れる存在
が必要である。また、家や৾ૅが安⼼と安৸を感じられ
る場でない者達のನにも、ೀらの場所と、⼀คに問
題解決にฎんでくれるৗたな⼤⼈の存在が重要である。

◆具体的取組内容と特徴
・場所の提
ౝଅ⽇の18時から21時の間、育て上げネット本部
事ਜ所のௌ⽀援事業を⾏っているフ嵕アを解放し、
場所として提する。ਉ則、Ⴈ法⼈または他の関係機
関とつながりをもつ者を対象としている。年ೡ制はな
いが、主たるター崚ットは15歳から39歳の「者」。場
所フ嵕アには崚ー嵈⽤PC5、種ボード崚ー嵈・カード
崚ー嵈、アイ嵕ンビーズなどの⼿ੵ഼⽤の౫મなどを常時
えહけ、これらを⾃に使えるようにする。また、事ਜ
所の会৮も開放し、集団から距離をおきたい利⽤者
のための૬間も確保する。ਸえて、困家൦やネグレクト
などによりે分な୫事をとれていない者も想定し、૮મ
での୫事（ఉ当ਲ਼などからභ⼊）の提と、フード
崸ンク事業などから提を受けた୫౫を常時置いておき、
⾃に持って⾏ってもらえるようにする。

◆取組の目的
本事業によって期待する果は3つある。1つ⽬は、夜
の場所の利⽤者の確保であり、年度ଜまでに回
安定的に30⼈ங度の利⽤者を⾒込峪。2つ⽬は夜の
時間ఝの場所の必要性の確認であり、本事業の
利⽤者へのアンケート調査を⾏い、の場所とのૻ
ຎにおける夜の場所の重要性、夜の場所に来る
理などを確認する。3つ⽬は、夜の場所に対する
関⼼の広まりである。この果への本事業のઉம的な
果をる定ఏの設定はしいが、⾒৾者数や、
同様の事業を⾏う団体とのつながりの数などを考
ఏとする。

取組の背景と目的

●本事業のポイント
①場所の提
②ཎ在的利⽤者ಽへのアプ嵕ーチ
③者に有⽤な社会資源と連携
吰同様の事業を⾏う他団体との連携

◆連携方法
・同様の事業を⾏う他団体との連携
Ⴈ法⼈は೬眠⾦の資源配分団体に৭定されてお
り、夜の場所を始めようとする団体への⽀援を⾏っ
ている。この活動と本事業をம続することより、夜の
場所の実施団体との連携をଡണする。

◆連携先との関わり
1）ཎ在的利⽤者ಽへのアプ嵕ーチ
⽴ਆおよ峝ๆの者⽀援団体への情報提と
体的な利⽤相談や、Ⴈ法⼈が事ਜ局をਜめる⽴ਆ
の⼦ども者サポートネットワークを介した情報提・
相談、さらに、ཎ在的な利⽤者ಽが多いと想定される
通信制⾼ૅとの連携を中⼼に⾏う。

2）者に有⽤な社会資源との連携
⼀時避を受け⼊れてくれる団体、児童相談所、嵉ンタ
ルクリ崳ックなど、者とって緊急性の⾼いケースへの⽀
援を提できる機関・団体を中⼼に関係づくりを⾏う。

２ 取組内容

●キーワード
こども・者/夜の
場所/相談

関係機関との連携図

夜の居場所での活動の様子 31
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◆他団体への波及可能性
他の支援団体との連携の拡大、他の夜の居場所事業
実施団体との情報共有、一般への情報発信の強化、
などが挙げられる。

◆日常生活環境における予防効果
2023年4月～2024年2月までに44回実施し、延べ
利用者総数は741人。実数として91名が登録。実際
の居場所に参加する若者たちは毎回20名程度。利用
者の中には、以前は新宿歌舞伎町のいわゆる「東横」に
行っていたが、最近は夜のユースセンターを代わりに利用
するようになり、無事高校に通えるようになった利用者も
いる。
潜在的利用者層への具体的なアプローチとしては、立川
市内の通信制、定時制高校、児童養護施設、立川市
児童相談所との連携を行い、教員、職員から利用者の
紹介があり、8人の定着に繋がった。

◆つながりの醸成
アンケート調査の実施を1月に実施した。居場所開催時
間帯の希望について聞いたところ、夜（18時以降24時
まで）の時間帯を希望する回答が100％だった。

５ 今後の展開
◆今後の課題
・安定的事業運営：週1回の安定的な居場所事業の
実施は今年度中の標準化で完了する見込み。唯一の
課題である定時に帰宅しない利用者への対応は、引き
続き有効な手段を検討・試行予定。実施曜日・時間の
拡大についても検討する。
・スペースの確保：今後の利用者の増加を想定して、
実施会場の代替案を検討する。
◆取組の継続方法
・財源の確保
来年度以降も、立川市のふるさと納税制度、クラウドファ
ンディングを活用した寄付金の募集を続け、合わせて、こ
ども家庭庁が2024年度の施策として表明した「こども若
者シェルター」事業からの補助についても検討する。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
閉所の21時以降も帰宅しない利用者がいることが運
営上の困難の一つであり、声掛けやその他の方法を工
夫したものの、解決には至っていない。今後の課題として
引き続き取り組む。
◆工夫した点
楽器経験者や楽器に触れたい利用者のニーズに応える
ために、法人に備えられている楽器を用いて毎月2回、
音楽に触れる新しい取組を始めた。これが居場所利用
の誘導（新規利用）にもつながっている。
◆解決策
21時の閉所となっても帰りたがらない若者たちも多く、
職員が相談に乗りつつ帰宅を促している。
※解決方法としましてはダラダラ聞き過ぎずに次回の参
加の時に話す約束を取り付けている。

◆連携による効果
・地元地域との連携を目指し、事務所が所在する高
松町の商店街、また、立川を拠点とするプロフットサル
チームのアスレティックFCと連携の可能性を検討し、地
元でのイベントやその準備への参加、フットサル公式試
合の前の準備作業への参加などが実現した。これらに
より、夜の時間帯だけではなく昼間の活動の機会も作
ることができた。

・週1回、Facebookに毎回の利用状況を投稿する
など、SNSを中心に情報を継続的に発信している。こ
れまで見学に来た数は66名。団体数は23団体。また
ジャーナリストの津田大介（YouTubeチャンネル）、
読売新聞、朝日新聞、文化放送等のメディアの取材
もあり、夜の居場所の社会的な意味と重要性について
関心を高めることに貢献できたと考える。
また、5月には、JANPIAの支援枠組みのもと、当法
人とREADYFOR株式会社が共同で「若者の『望まな
い孤独』支援モデル形成事業」を実施し、孤立しやす
い夜間の居場所の可能性について、同様の活動を
行っている全国8団体と意見交換会を実施した。

３ 取組の成果

●団体概要
特定非営利活動法人育て上げネット
代表：工藤啓/設立：2001年/スタッフ：45名
所在地：東京都立川市高松町二丁目9番22号
生活館ビル3階
主な事業：居場所、就労支援、自立支援
●メッセージ
• 夜の居場所を設立して、夜の時間に不安を抱

く若者や一人でいることに孤立感を感じる若
者が大変多く、それだけ自分の周りに安心で
きる場所や人がいないことが分かった。いきな
り支援を受けるのはハードルは高いため、居場
所という形でまずハードルを下げ、信頼関係を
高めていくことがで今後の選択肢の幅を増や
すことができる。ぜひ夜間の居場所の必要性
を皆さんで広げていきましょう！

夜の居場所におけるみんなでの食事

夜の居場所でのそれぞれの過ごし方
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地域貢献・仕事
（役割の創出）
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休職者・離職者が社会と繋がる、小さな仕事と居場所の一体化事業
一般社団法人 NIMOALCAMO（大阪府大阪市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ಖઋ的な理による೬者数
は年々増ਸ傾向にあり、્に
者਼代（20代）ではこの
10年で約2になるなど、⼤き
な問題となってきている。「
場」という場所を失い、⾃信
をါ失していることも多く、௵⼈
関係などもൌුになることも
なくない。

◆取組を始めるに至った経緯等
೬・離という出来事は、場という所രを失い孤独・
孤⽴状態にีりやすいタイミングであるにも関わらず、ใ
存の⾏政施策はગ⽀援が中⼼で場所の⽀援は
ない。本事業を通して、⾏政⽀援につながっていない೬
・離者への⽀援を届けることをめ峀した。

◆具体的取組内容と特徴
１）日常生活上の接点となるカフェを入り口としたアウ
トリーチ
೬者、離者は、⽇常⽣活でઐ௵関係がまる⼀
⽅で、社会との関わりが૮くなることへの不安からカフ崏や
છைなど⼈のいる場所へ意的に出かける当事者も
多い。本取組では、孤独・孤⽴リスクのある⽅との⽇常⽣
活的なமਡである、地域のカフ崏をとした場所づく
りを⾏った。

２）居てもいい場所をつくる
⼤ଚક区にあるス崹イスミルク崮崋ー「チャイ」のଲ
ୗ所ැカフ崏にๆமするスペースを場所としてઈした。
キャリアコンサルタント、公認⼼理師など専⾨知を持っ
たスタッフがൌ者とのએ談も実施した。

◆取組の目的
制度のは峀まで困する年ಽのうち、્に嵉ンタル嵀
ルス不調による೬・離者は場所やカウン崣リン
グだけではなく、仕事を通じた感පやிભ感といった社
会的૽સを求めている場合が多い。本事業を通して、
೬・離者をきっかけとして孤独・孤⽴状態にある
者へ、場所や相談⽀援にとどまらない、中間的
ௌを通じた困状態の解消ス崮ップを届けることを⽬
的とした。

●本事業のポイント
①カフ崏とๆமした場所スペースをઈ。「居てもいい場所」をつくる
②フ崉シリ崮ーシ嵏ンプ嵕グラ嵈で利⽤者同の「つながり」をつくる
③カフ崏業ਜの中からの৵さな仕事を切り出し「出番」をつくる

◆連携先との関わり
・地域者サポートス崮ーシ嵏ンはじめௌ⽀援機関とは
チャットでス嵈ーズにやりとりができるษઠを設けており、ງ
介ൌ者がいた場合は適時連絡をいただく体制をଡണ
している。

２ 取組内容

●キーワード
離/೬、中
間的ௌ

３）地域の活動などボランティア参加できる機会をつくる
地域の都しୱのහൃ௷きなど、他団体と連携し
たボラン崮崋ア活動も実施した。カフ崏という場所にいながら、
定期的な地域活動へਸできるきっかけを提した。

４）カフェの業務の一部を切り出し、中間的就労の機会
をつくる
場所でૌごしているあいだに、「やってみたい」と思う気持
ちになるタイミングで、カフ崏業ਜの中からලなの仕
事を切り出して有償ボラン崮崋アとして関わってもらう機会を
つくった。

◆連携方法
・地域で活動する⽅とコミ嵍崳崮崋マネー崠ャーがつなが
り、ボラン崮崋ア活動を通して地域と関わる場をつくった。

相談支援員

資格：キャリアコンサルタント
役割：カウンセリング

居場所支援
実績：若者就労支援の経験3年

プロジェクトマネージャー

資格：公認心理師・キャリアコンサルタント
役割：プロジェクトの進行責任

有償ボランティアの契約管理
カウンセリング
居場所支援

実績：若者就労支援の経験11年
子ども家庭庁登録アドバイザー

コミュニティマネージャー

役割：地域のプレイヤーとの連携
地域の仕事の開拓
居場所支援

実績：若者支援の経験1年

広報

役割：広報素材の制作
SNS運用

ファシリテーター

役割：対話ワークショップの実施

就労支援機関

役割：当事者の紹介元

地域のプレイヤー

役割：地域活動の
ボランティア
受け入れ

連携 連携
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◆他団体への波及可能性
今回の事業を⾏っていく上で、ௌ⽀援機関では中間
的ௌへの崳ーズが強いことがわかってきた。今回ଡണで
きたネットワークを継続し、中間的ௌをそれ峈れの団体
でも実施できるような崶ウ崷ウ共有を実施していきたい。

◆日常生活環境における予防効果

アウトリーチ
・カフ崏を通した広報など、⽇常的なமਡを持つುਡから
の広報を⾏ったが、結果として嵉ン崸ーఃஈ者数は23年
7া24ع年1াのあいだで107名にリーチすることができ
た。その中で૩ૣකサービスや⾏政の相談⽀援サービ
ス等につながっていない⽅が58％だった。
・ఃஈ者の約7સが年ઽ00ڭਐ以ৣという困状態
であり、૮業状態もしくは不安定౻⽤の中で、⾼ྐྵ
も合わせて⽣活がశ常にడしい状況にある⽅々だった

５ 今後の展開

◆今後の課題
ಢ期間で100名をதえるఃஈ者が出たことで、Ⴈ団体
の取組のアウトリーチの⼀定の成果を確認することができ
た。ただ、⼿ௐい⽀援を継続するためにはઈコストをい
かにᐫ出していくかがୖ題である。

◆取組の継続方法
来年度以降、助成⾦などの活⽤ができれば対象者を広
く公募することができるが、たとえ助成⾦がとれなかった場
合も規ெを縮৵して、カフ崏業ਜの⼀部として場所機
ચを継続させていく。場所૿当スタッフはਠ在カフ崏業
ਜも૿っており、カフ崏業ਜと⽀援業ਜを⽴させ続ける
ことが૭ચ。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・当ੂはౝ開催予定だったフ崉シリ崮ーシ嵏ンプ嵕グ
ラ嵈だが、ਸ者の調ତなどがしくౝ実施を前提と
する予定は変ಌした。
・す峣ての⽅がઐをൌしているでは૮く、誰もい
ない୭で⼀⼈作業をൌするਸ者もいた。

◆解決策
・ౝಕ定での開催ではなく、⽇時を適時調ତして実
施することにした。また遠⽅からのਸൌ者もいたため、
オンライン開催も実施した
・ઐをൌしないਸ者には⼀⼈になれる時間を
調ତして⽤意しておくなど、社会との繋がり⽅をそれ峈れ
に合わせて設けるฑໞな体制で対応した

３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈NIMOALCAMO
代表︓ଽഺ⼈/設⽴︓2020年/スタッフ3名
所在地︓⼤ଚਿ⼤ଚ東ક区વিఈ1-1-10
https://nimoalcamo.com/
主な事業︓多様な業機会出事業等
●メッセージ
• 居場所に中間的就労機能があることで社会との

繋がり直しが進む。もし関心のある団体の方がい
らっしゃれば意見交換などさせていただきたい。

中間的就労
中間的ௌではカフ崏のଲୗ業ਜの⼀部を切り出し体ୡ
してもらい、有償ボラン崮崋アとして報ີを⽀払った。中間
的なス崮ップを৽て、ౝ4⽇のアル崸イトを始めた⽅、1ଲ
ୗで⾃信をつけたことでமの業ਜ体ୡにරਅしている
⽅など、ਸ者に⼤きな変৲があった。また、に場所
に来ているだけでなく௮けているという状態が本⼈のಖઋ
的な⽀えになっており、⾃⼰ᆾ定感を取りರしていくような
果も⾒られた。
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日本版メンズ・シェッドの提供事業
特定非営利活動法人 かみああと（愛知県瀬戸市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①⼤ੵ仕事などを通じた中年・シ崳ア਼代のઐの場（嵉ンズ・シ崏ッド）
②ਸ者の「ものづくり」による成⻑

２ 取組内容

●キーワード
中年・シ崳ア਼代/
嵉ンズ・シ崏ッド/ものづく
り

◆対象者が抱える課題
ਠ代社会において、⼀⼈を好峪傾向や社会的孤⽴感
が増しており、コミ嵍崳崮崋やつながりを持つことが重要ଳさ
れている。

◆取組を始めるに至った経緯等
社会的弱者とᆕわれる⽅々の⾃⽴⽀援を主として、
がい者ௌ継続⽀援事業をઈしている。そのよう
な৽ୡを活⽤しながら、社会的なୖ題である孤独・孤
⽴に関しても取り組みたいと考え、事業を開始した。

◆具体的取組内容及び特徴
⼤ੵ仕事などを通じた中年・シ崳ア਼代のઐの場とし
て、⾼ೡ੬性向けのৗたな場所を⽴ち上げ提し
た。

（１）ワークショップの開催
• DIYやੵ作に関するワークシ嵏ップを開催した。ੵ
や⾦രਸੵ、レ崞ークラフト、ᄓ഼、崠オラマなど、
様々な分でワークシ嵏ップを提し、嵉ン崸ーが⾃分
の趣味や௪味に合わせて৾ぶことができた。

（２）ツール・機材の貸し出し
• DIYやੵ作に必要なツールや機౫を⑫え、必要に応
じてਸ者にし出しを⾏った。

（３）交流会の開催
• 嵉ンズ・シ崏ッドは、੬性専⽤のコミ嵍崳崮崋スペースであ
り、嵉ン崸ー同のઐを重ଳし、定期的にઐ会
を開催し、様々な崮ーマで話し合ったり、趣味や仕事
の話をした。

◆取組の目的
①コミュニティの形成

• 嵉ン崸ー同が共通の趣味や௪味を持ってઐす
る場所をることで、孤独感や社会的孤⽴感を抱
える੬性が、コミ嵍崳崮崋の中でઐし、⽀え合う。

②スキルアップの機会
• DIYやੵ作などのワークシ嵏ップを開催し、ਸ者が
ৗしいスキルを৾峝、⾃⼰実ਠや⾃⼰成⻑の機会
を੭る。

③ストレス解消効果
• 活動や趣味にྷ୍することや、コミ嵍崳崮崋の中で話
し合うことを通じてストレスを共有する。

④健康増進効果
• 活動やワークシ嵏ップなどの活動を通じて、ઈ動不⾜
やုった୫⽣活などの⽣活ಆຯ病の予防やఒ
につなげる。

⑤社会参加の促進
• 活動などの੫を通じて、੬性の社会ਸを促進
する。また、コミ嵍崳崮崋の中でઐすることで、
やૡなどの機会を੭る。

連携方法
① この趣旨を広く伝ᄌするため、ポスター、チラシ、ミ崳

フリー峤崹ーなどの紙ᄘ体を発⾏して、対象者の利
⽤する場所、施設などへの配布し告知協⼒を依頼
した。

② この趣旨を地域定的に広く伝ᄌするため、
会発⾏の回༮ഝによるチラシ配布の協⼒を依
頼した。

③ この趣旨への理解を広く伝ᄌするため、政に
係る৮会৮৩へ協⼒を依頼した。また⾏政機
関૿当者、ড়⽣৩、その他係る関係者⽅々に
も協⼒連携を要டした。

⋊ 取組や活動状況を対象者以外の⽅々にも理解し
てຘけるよう、્に年ಽ⼀般向けとして発信する
ためyouTube、インスタなどスマ嵃、PC をモ崸イル
ᄘ体にする動コン崮ンツをదඬ・ড়間੫業
と連携してଲ作、発信した。

連携先との関わり
 対象者が利⽤する場所、施設・・・広報協⼒
 વ東会・・・広報協⼒
 関係団体（スマイルプ嵕崠崏クト等）・・・講師のງ
介、広報協⼒

 ৮会৮৩、⾏政機関、ড়⽣৩等・・・取組への
協⼒要ட
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
特定非営利活動法人かみああと
代表：高木 敏明/設立：2008年/スタッフ数 5名
所在地：愛知県瀬戸市南東町13番地
主な事業：障害者、難病者、高齢者などの社会的弱
者に対して自立支援に関する事業等

●メッセージ
• 今回の取組を通して、居場所を整備することで交流

が深まり、孤独孤立の解消に繋がる事がわかった。
地域の特性に応じた居場所の整備と共に、事業継
続の為の収益化を検討することが肝要だと考えてい
る。

◆活動の成果

• 当団体からの呼びかけに対して、理解され賛同され
た方が４名いた。また、様子見的に賛同される方が
４名、そのうち３名の方に参加活動に従事した。

• ジオラマ制作を通じて、交流を深め、また、ジオラマの
出展において他市の担当者の興味を引くことができた。

• 活動に参加する事で楽しみが増えたという意見があっ
た。

◆連携による効果
• 町内会と連携したことにより、この地区（愛知県瀬戸

市洞地域）の観光活性に個人として活動され、空き
家陶器工場の観光用復元化を目指している実業家
の方（今後、高齢者孤独・孤立対策にも理解され
当方ともに活動を共にされるよきリーダー的人材として
活躍が望まれる方）と繋がることができた。

• このように、これまで団体単独ではできなかったことが、
関係機関との連携により可能となった。

◆取組において直面した課題
• 他地域から居住してきた者にとって、地域の活動され

る方々や地元の方々の活動に関して理解を求める、
趣旨を説明、発信するなどの活動は、とくに排他的と
云われる地方にとって大きな壁として感じられた。

◆解決策
• 高齢者の困りごとお手伝い（例：家の片づけ、不用

品処分の手伝い等）を通し、先ずは蟻の一穴からと
チャンスに変え、隣り近所のコミュニケーションから地域
の状態、状況を捉えるように工夫した。

◆今後の課題
• ジオラマ製作を通した交流が参加者及び出展した場合の

閲覧者に好評であった為、この活動を継続すると共に、隣
接市の岐阜県多治見市においても活動を開始する予定。

• 行政や社協も興味を示しているため、当団体の関連団体
が主体で実施する予定。

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するための資金調達の方法

は寄付金、クラウドファンディングを行う。
• 支援対象者とつながりつづけるために広報活動の強化を行

う。

◆他団体への波及可能性
• 本事業を通じて、高齢者だけでなく様々な方々の「い

きがい創出」が居場所として重要な要素であることが
わかった。また、事業の収益モデルを構築することが、
他団体に同様の取組を波及させるポイントとなると考
える。
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地域の子ども達とおっちゃん有志でみんなで集える公園を作ろう
一般社団法人 ふらっと(徳島県海陽町)

１ 取組の背景と目的

◆居場所の不足
当該地域にも、後つながりがった੬性や、独⾝
で家൦でも孤⽴しがちな੬性がおり、そういった⽅が活
動する場がないことがୖ題であった。

◆取組を始めるに至った経緯等
の中⼼地という好⽴地でありながら放置された૬き家
とൽれた広い൦があった。
ൃや々がངいൄった2ખほどのଅ地の周ఈには৵৾
ૅや⾼ૅ、児童ைがあり、⼦どもたちが多く集まる崐リアで
あったことからஓ⽤なおっちゃんたちを講師として⼦どもたち
と⼀คに൦をତしઐの場にできたらと考えた。
⼀⼈ථらしや家ఔがいても家൦で孤⽴しがちな੬性、
社会や地域とのつながりがってしまっている੬性におっ
ちゃん講師としてਸいただき、૬き地のତという⽬的
を持って活動していただくことで地域ઐの機会としたいと
取組を始めた。
地域にはがい者が通う地域作業所もあり、地域ઐ
のುਡづくりといった⽬的に対して協⼒いただける୭
であったことから、普段மਡがない⽅々が集まる機会とし
て本取組を活⽤することとした。

◆具体的取組内容と特徴
ൽれ地のତ地を、おっちゃん講師とくのがい者が通う
地域作業所「ᇐ」の会৩を中⼼に実施する。
おっちゃんを講師として、集いの場（ତ地された૬き
地）に設置するベンチを⼦どもたちと制作する。
ତ地された૬き地にベンチ等を設置し、⼿作り公ୱとして
地域の⽅に利⽤いただく。
また、嵃ールインワンやๆமした૬きોで囲ნలჿ⼤
会などのઐ事業を開催したり今後も地域の崳ーズを考
慮しながらઐのುਡとして活⽤していく。

◆取組の目的
出かける場所もなく孤⽴しがちなおっちゃん講師と地域
の⼦どもたちが⼀คにൽれ地をତ地する機会を設ける
ことで、おっちゃん達に⽣きがいや達成感を感じてもらう。
またତのૌஙもஅめ、ତされた૬き地を地域ઐ
のುਡとして活⽤していく。

●本事業のポイント
①地域のおっちゃんが講師になる場所づくり
②⼈が集まりやすい૬き地・૬き家を開ᐹ・開ิ
③地域作業所の会৩も⼀คに事業をすすめる

◆連携方法
地域の団体とは対એで会う機会も多く情報ઐఌもഡに
⾏える関係ができている。
イベント時開催時に必要なઐ道はઇ育৩会
や社会ૣක協৮会に借り⼊れることができた。また、他
団体関係者も本事業にਸし、不⾜するષや設
の⽀援や⼈的協⼒も੭ることができた。
SNSツールで情報共有もしながらイベントਸ協⼒を
募った。

◆連携先との関わり
൦ତ地作業にはおっちゃん講師の他に、地域のがい
者が通う作業所「ᇐ」の会৩とତ地を⾏った。
イベント時にはਲ部⾼ૅ⽣、こどもઐ事業をன開し
地域の⼦ども達にଢかけをしている「NPOあったかいよう」
会৩の協⼒があった。
地域で孤⽴する੬性の情報を共有してもらうため、社
会ૣක協৮会や૽場ૣකୖにも相談に⾏った。また、
実際に事業にਸしてもらうためのଢかけ⽅法やୖ題
認についても意⾒ઐఌを⾏った。
ઇ育৩会や⾼ૅྟ⼒৲事業をしている「⼀般社団
法⼈disuport」には地区の৵中⾼ૅ⽣にチラシ配布
時の了അとਸ者集めの協⼒を੭る。

２ 取組内容

●キーワード
地域൴/中⾼年/
多਼代/૽સ出
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◆他団体への波及可能性
この事業を行う準備段階で関係機関に相談や声かけ

をさせて頂いた。
同じ課題をもつ福祉課と今後、情報共有しながら町の

広報にもPR掲載して頂き安心できる居場所として広く
周知してもらえる可能性がでてきた。
無理なくできることから目的を明確にして発信、事業遂

行をすることで協力者は必ずあらわれる。

◆定期的な活動の提供
 おっちゃん講師5人や地域作業所「虹」会員5人がその
都度時間をやりくりして作業やイベントに参加してくれ
た。
一緒に作業する事で会話がうまれ作業もスムーズに

行われた。
参加は各自都合に合わせての参加ではあったものの、

ある程度参加者が固定化し継続して参加頂けたことで
参加者同志の関係がうまれた。
空き地を整備するという目的があったことで、参加しや

すい環境で空き地がきれいになるという成果もあったこと
で継続して参加いただくことができた。
定期的に参加する場が地域にあることで、これまで外

に出て交流を持つことがなかった方の出かける理由とな
り孤立しやすい状況に対する予防となった。
◆つながりの醸成
 特にベンチ作りに講
師として参加してくれ
たおっちゃんは、子ども
たちとベンチを組み立
てたり、ペンキで色を
塗る作業をしたこと
で、やりがいを感じ、
楽しかったとの感想を
頂いた。子どもたちも
毎回楽しく参加して
いた。

５ 今後の展開

◆今後の課題
居場所を必要とする孤立しがちな方の情報は個人情

報保護法の関係で提示して頂くことが難しかった。家庭
訪問を繰り返す保健師とも協力して進めていく必要があ
ると思った。
利用者が増えたが、ペットボトルや缶などのゴミの放置

が見られるようになってしまった。
ゴミの持ち帰り案内の掲示や可能な限りの見守りをす

る必要がある。
◆取組の継続方法
今後は役場の保健福祉課から孤独孤立予防の事業の
委託を受けて交流事業を継続する。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
荒れ地を開墾して、手作り公園にするには人力だけで

は厳しかった。
また、コロナ流行が落ち着き、様々なイベントが一気に
開催されるようになり集客が難しかった。引きこもりがちな
方の情報が得られにくかった。

◆解決策
上記内容を解決するために、まずはユンボをリースし、

おっちゃん講師に整地をしてもらった。
中高年男性にも参加してもらいやすいよう、囲碁や将

棋なども取り入れ対象世代にあわせた内容とした。
引きこもりがちな方は、交流事業に参加しづらいような

ので今後は平日に開催する事も検討していく。

◆連携による効果
 地域作業所の会員と一緒に整地作業をしてことで活
動費が収入となったり、会員が育てたスイカでスイカ割
りをすることで、また機会があれば参加したいと積極的
な意見を出していただけた。
地域づくりを目的とするNPOあったかいよう、地元海

部高校魅力化事業遂行の一般社団法人disuport
の会員9名にも作業やイベントのサポートをしてもらい
拠点利用に今後も連携していく事になった。
教育委員会や社会福祉協議会に孤立支援者の

情報提示を相談にいき、個人情報保護法の関係で
情報はいただけなかったが令和6年度には孤独孤立
防止事業の委託をうけたり、別の助成金の協力を頂
けることになった。
協力者・協力団体が増えることにより居場所づくり事

業が継続して遂行できる見込みができた。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人ふらっと
代表：岩本 優/設立：2023年/スタッフ：5名
所在地：徳島県海部郡海陽町四方原字旭町8番地
６
主な事業：第三の居場所づくり
●メッセージ
• 地域の課題、事業の目的を整理し地域関係

者に相談しながら事業を進めることで、1団体
の取組にとどまらず地域ごととして進めることが
できた。40
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空家再生型メンズ・シェッドとおやじ講を融合させた孤独孤立対策
特定非営利活動法人 しんしろドリーム荘（愛知県新城市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①地域の૬家対策をきっかけに੬性⾼ೡ者が⾃୧から出るようになること
②ຍ൏き৵ોをગ⽣した嵉ンズシ崏ッド（੬の৵ો）を作ること
③孤独・孤⽴状態の⽅が本事業でৗたな場所を੭ること

●キーワード
੬性⾼ೡ者/嵉ンズ
シ崏ッド/૽સの出/
地域づくり

◆対象者が抱える課題
本事業が対象とする੬性⾼ೡ者は、プライドがဪဗをし
て⽀援を受けることをᅏ避するએがあるので、ਈ⼤の病
理と⾔われる孤独・孤⽴状態にีりがちとなることがୖ
題である。

◆取組を始めるに至った経緯等
⾼ೡ者「うたごえサ嵕ン」等の場所づくりをしても੬性
のਸがなく、その解決のために、਼ੀ中で広まって
いる嵉ンズシ崏ッド（੬の৵ો）に着⽬し、⽬的をもって
๛をధ峣て活動することを好峪੬性の્性に合った
場所づくりに取り組んだ。

◆取組の目的
੬性⾼ೡ者を対象とした、૬家ગ⽣嵉ンズシ崏ッドを
つくることにより、所で独りでた੬性⾼ೡ者が
嵉ンズシ崏ッドに集まり、共同作業を௫しみ、もって健೨
な地域づくりを⾏うことを⽬的とした。

２ 取組内容

◆具体的な取組の内容及び特徴
• 本事業の進૽であるコアチー嵈をつくり、実作業を
リードした。

• ఎ知ৗଗழ名੩（やない）地区のຍ൏き৵ો
（、ૈ峦っくりなどをຍにしたੵ഼ષをఃりጓでଲ
作していた場所）地をழ名੩嵉ンズシ崏ッド（MS)
として⼈が集まれるようにତした。

• ழ名੩MSで、「おやじ講」とูする強会の集まりを4
回開催した。（ਸ਼1回:本事業の開設、ਸ਼2回:ழ名
੩MSのକ案、ਸ਼3回:地区のഄఴ、ਸ਼4回:૬家ગ
⽣の૭ચ性）

• 家に峜きこもりがちであった⾼ೡ੬性の地ਥ者、કし
て来たが未だ地区から孤⽴がちであった⾼ೡ੬性が、
ழ名੩MSに集まり൚౿でୁり合うようになった。

◆連携方法
• ৗଗ社会ૣක協৮会と連携するため、ボ
ラン崮崋ア連絡協৮会にアプ嵕ーチし、ਸೇの
ボラン崮崋ア団体に本事業を説明し、当事者
の情報提峝嵉ンズシ崏ッドଓ地の情報
提を受けた。

◆連携先との関わり
• 連携先であるৗଗ社会ૣක協৮会と、当
団体代表理事がઉம連絡をとり、実⾏৩
の⼀৩となるとともに、⼿৩をオ崾崞ー
崸ーとして本活動にਸわることで今後の持続
的協௮関係をണいた。

• また、ড়⽣৩・児童৩協৮会とは、ઉம
的に孤独・孤⽴৲している地域કড়の情報を
੭て、それ峈れの地区の実情に合わせた対策
を講じるための協௮関係をണいた。

• 個⼈情報の取り扱い等、連携先との情報のやり
とりについては、本⼈にઉம会って同意を求める
ことを基本に⾏った。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈しんしろドリー嵈
代表︓本 ิ࿙/設⽴ 2005年/৩数10名
所在地︓ఎ知ৗଗ௹౭ڮٕڵگڰ
主な事業︓⾼ೡ者や૩者のૣක増進、ものづくりを
通じたઐの進、કড়まちづくりの進、峝
親⼦合団やプ嵕グラミング৾ಆを通じた⼦どもの健৸育
成などのための提案、助⾔、啓発等に関する事業
●メッセージ
• 今回の取組を通して、孤独・孤立対策で重要なこと

は「楽しく集まる場」をつくることであると確認した。本
取組実施の際には、枠組みに捕らわれず、日頃の活
動の息抜き程度の気軽さで取り組むことが結果的に
よい成果を上げるのではないかと思っている。

◆日常生活環境における予防効果
利⽤者から以ৣのようなଢを聞くことができ、孤独・孤
⽴状態の解消に寄ଖできたと考える。
• ழ名੩地区੬性IRさん(87)のଢ︓「めていた
ຍ൏৵ોがગ⽣されて、もうしと頑張ってみる
気⼒がᅞいてきた。」

• 同地区੬性KHさん(72)のଢ︓「MSは地区の活
性৲になるので協⼒したい。」

• 同地区੬性KYさん(74)のଢ︓「૬家ગ⽣で
કしてきた。ൎ間になりたい。」

◆つながりの醸成
・ຍ൏き৵ોのગ⽣を機にழ名੩地区の4名の⾼ೡ
੬性が地区કড়のつながりづくりのುਡとす峣く活動を
始めた。
・利⽤者にとって本取組は、孤独・孤⽴状態から௷け
出し、⾃らの૽સを⾒出しગ峝活動的な⽇々をଛる
きっかけになった。

◆連携による効果
・社会ૣක協৮会やড়⽣৩৽ୡ者と連携し
たことにより、⾒えにくいඛれた孤独・孤⽴者を
りକこすことができ、その連携により時間を要さず
に本⼈とઉமએ会することができたため、ழ名੩
MSを早期に⽴ち上げることができた。
・地の਼話૽৽ୡ者を実⾏৩にしたことによ
り、地区の実情が明らかになり、地域づくりのୖ
題である૬家の状況がわかり、本活動の適地を
৭定することができた。

本事業を実⾏するための体制

七人のコアチーム

◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、ഥਮ6年4াに施⾏される孤独・孤⽴対策
進法が周知され、連携団体においても、それ峈れの活動分
での取組が進んでいる。

◆今後の課題
・今年度の取組では、ழ名地区にڭか所⽬の事業地を実ਠし
た。ઃ年度からはڭ年に1か所以上の૬家ગ⽣嵉ンズシ崏ッド
を実ਠし、ਈ終的にはৗଗの中৾ૅ区10か所に1か所
ずつ取り組峪予定。

◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の⽅法は、
種団体からのଓ助⾦、助成⾦の活⽤峝⼀般ড়や地区
કড়への資⾦やષの寄હのళ峝かけ等を想定しており、その
規ெに応じたச度で継続している。
・⽀援対象者とつながり続けるために、ழ名੩嵉ンズシ崏ッドにお
いて、਼代間ઐイベントをઠに開催する予定。

◆取組において直面した課題
① ૬家ગ⽣MSのଓ地は、事業開始時ਡではஜ

紙の状態であったため、場所を⾒つけることがୖ題だっ
た。

② 本活動が地区કড়に好感をもって受け⼊れられるかが
ୖ題だった。

◆解決策
① 実⾏৩が地を聞取った結果、ழ名੩地区でかつ

て集いの場であって今はఀᛧとなったຍ൏き৵ો地
を⾒つけることができた。

② 地੪区⻑や有⼒者にቂቇしてから地区での活動をす
ることなど、੨組௶の໓をわきまえ、⼿ದをなわな
いように᠅度し活動を進めた。

それらの果により、予想以上にದ調に進み着実な成果を
上げることができた。
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ᢃփểỴỸἚἼὊἓѣئއʙᎍɼ˳ỉʝяѣửਖ਼ᡶẴỦ࢘
特定非営利活動法人 やどかりサポート鹿児島（鹿児島県鹿児島市）

１ 取組の背景と目的

◆当団体の活動
ક୧の確保に困を要する⽅に対し地域ૣකの૿
い⼿の⽅々が岥⽀援者岦となることを前提に保証を提
する「地域峟くし連ఝ保証」を実施。利⽤者は2023年
3াଜ時ਡで398⼈。2017年にಧ児島よりક⽀
援法⼈の定を受け同ક⽀援協৮会による相
談ษઠを૿っている。

◆取組を始めるに至った経緯等
当法⼈の利⽤者は連ఝ保証⼈がいないためにક困
にีった⽅々で多くが⾝寄りがなく社会的孤⽴を
৽ୡした⽅々である。⽀援者を確保できない⽅々にどの
ようにしてકの保証を提するか︖⾏჻誤する中
で当事者どうしのつながりに着⽬。

◆具体的取組内容と特徴
●場所サ嵕ン「やどかりઐড়ை」のઈ
ౝౌ⽇に当事者が集う場所サ嵕ン「やどかりઐড়
ை」を「⾝寄りのない者同が൩助を実ᄷし, 々が

◆取組の目的
⾝寄りのない者同が൩助を実ᄷし々が⾝寄りが
ないことで困にีらないようにするためにという明確な
⽬的をもった場所に集うことで①なかまどうしの⽀えあ
い助けあいの在り⽅について協৮し②地域の⼈たちと
⽀えあい助けあう活動についても活動の்を広げていく
という取組。

●本事業のポイント
①ક困の৽ୡのある当事者⾃⾝が主⼈公の活動
②⾝寄りのない者同が൩助するという明確な⽬的を持った場所
③当事者⾃⾝が同様のにある当事者をアウトリーチ

◆連携方法
・アウトリーチ活動のチラシを9াにಧ児島地域
ෆฐ⽀援崣ンターಧ児島社会ૣක会ಧ児
島ୢ崥ーシャルワーカー協会等を通じて地域
のૣක専⾨へ配布した。
・孤独ଈ崤嵕アクシ嵏ンLINEオープンチャット事業者
連絡⽤にྲྀཊ団体である્定శ利活動法⼈
かごしま嵃ー嵈レス⽣活者⽀えあう会や今年度よ
り連携が始まったట集こども峟れఎ୫ൡもਸ⼊。
当法⼈のやどかりઐড়ை他場所等や⽀えあう
会のમ理会ట集こども峟れఎ୫ൡのこども୫
ൡの情報共有を⾏っている。

◆連携先との関わり
連携先であるಧ児島地域ෆฐ⽀援崣ンターಧ
児島社会ૣක会ಧ児島ୢ崥ーシャルワー
カー協会等とは当法⼈の「地域峟くし連ఝ保証」にお
いて⽇頃より連携をる関係である。

２ 取組内容

●キーワード
⽣活困者⽀援/
地域づくり/૽સ出

⾝寄りがないことで
困にีらないよう
にするための活動
ುਡ」という明確な
⽬的を持ってઈ
した。

やどかり公民館の様子

●アウトリーチ活動
・「地域峟くし連ఝ保証」利⽤者であってਠに孤⽴して
いる状態にあるとされる⼈たちのもとを同じ「地域峟
くし連ఝ保証」の利⽤者である「やどかりライフ」ਸ者
が௰問し活動へのਸを促すアウトリーチ活動を実
施した。
・アウトリーチ活動は会・ড়⽣৩・地域ෆฐ
⽀援崣ンター等からの情報提に基づいて「地域峟く
し連ఝ保証」利⽤者以外も対象として実施しあらた
な連携が⽣まれた。

アウトリーチ活動で配布したチラシ

地域ふくし連帯保証の仕組み
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◆他団体への波及可能性
・「当事者の意思表ં」「社会ਸにおけるચ⼒存在
定」「当事者グループワーク」など൩助のコー崯崋ネー
トの嵉崥ッドがしずつ確⽴しつつある。

◆居場所サロン参加者の推移
回数当たりの場所のਸ者は、開始時の2023年6
াには8.5⼈であった。8াにしち込んだものの、そ
の後は峰るやかに増ਸを重ね、2024年1াにはਈ⾼⼈
数の11.75⼈を੶ஈした。

◆居場所サロン参加者アンケート結果
・やどかりの場所サ嵕ンਸ者を対象に⾏ったアン
ケートでは、ഥਮ4年度のదඬの調査とૻຎし、
孤独を感じている⼈のસ合はい結果となった。
・回答者৸৩が「場所にਸしてよかった」とアンケー
トに答えた。

５ 今後の展開
◆今後の課題
・ਸ者৸৩に൩助における૽સが⽣まれているか
・孤⽴している当事者にアウトリーチが届いているか、ગ
孤⽴৲を防⽌できているか
・૮償・有償ボラン崮崋ア有ஔの仕事の線ਬき
◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するために当事者主体の
寄હ募集活動を始める。
・⼀つ切れても切れない多మಽのつながりଡണを⽬す。
・「線ਬき」を決める当事者グループワークをりନす。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・6াに開始した孤独ଈ崤嵕アクシ嵏ンオープンチャットで
は9াに2度トラ崾ルが発⽣し4名がLINEを会。
⼈数が多くなったことံが活発৲したこと意⾒の
୫いୀいがਉと考えられる。
・11াには場所ਸ者でのトラ崾ルが発⽣し൨
⽅が来なくなる事態が発⽣。
◆解決策
・トラ崾ルでLINEを会した4名うち2名はすぐにગ
度LINEへਸした。残りの2名は法⼈とは良好な
関係を継続でき11াにはどちらもગ度LINEにਸ
した。法⼈において岥峜とつ切れてもつながりが切れ
ないつながりのිをめぐらす岦୭をଡണすることが重要。
・トラ崾ル後やどかりઐড়ைਸ者でチャットのルール
を協৮し11াにはルールを定めた。以降はトラ崾ル
になりそうになっても当事者が主体的に解決できた。
・場所のトラ崾ルについては相൩の意⾒を当事者
グループワークで৮する場を設けた。
・これまで孤独孤⽴にีっていた⽅が岥相൩⾏ನ岦が⾏
われる場所にਸした場合必ず何らかのトラ崾ル
がକこる。しかし「トラ崾ルを避けるために当事者どうしを
つなげない」ではなくਸ者には誰にでも社会に
ਸしトラ崾ルを⾃ら解決できるચ⼒があるという前提
（社会ਸにおけるચ⼒存在定）に⽀援者が⽴
つことが必要である。

◆連携による効果
・ట集こども峟れఎ୫ൡと連携したことにより10
াに当事者主体で⾏われた岥カレーを୫峣よう会岦で
の提があり୫໖⽀援も⾏うことができた。
・્定శ利活動法⼈かごしま嵃ー嵈レス⽣活者⽀
えあう会と連携したことにより当法⼈の利⽤者では
ない⽅が2名やどかりઐড়ைにਸされるようになった。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈やどかりサポートಧ児島
代表︓൫ি࿖/設⽴︓2007年/スタッフ︓11名
所在地︓ಧ児島ৣൽি4-30-5 プレ崠崯ントৣ
ൽি403
主な事業︓ક⽀援、場所サ嵕ン
●メッセージ
• 誰でも他人のために、地域のためになにか役

に立つ力を必ず持っています。まずは，当事
者（支援対象者）に「私たち困っているんで
す」って泣きついてみませんか︖

◆役割の獲得
6া1عাのやどかり
ઐড়ைで10া・
1াに当事者主体
のイベントが開催さ
れた。2つのイベント
は৸て当事者が発
案・੫。実施も৸
て当事者それ峈れが
૽સを૿った。
◆互助の促進
孤独ଈ崤嵕アク
シ 嵏 ン オ ー プ ン
チャットにおいて
個別体的な൩
助の事例がいくつ
も⽣まれた。

参加者の壊れたエアコンを
別の参加者が修理しに行った事例

参加者アンケート結果

参加者の推移
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食の提供
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食で結ぶ孤独・孤立対策プラットフォームの構築
一般社団法人 フードバンク八王子(東京都八王子市）

１ 取組の背景と目的

◆多様な課題に対応する
།困とは社会的な孤⽴の⼀態である。孤⽴してい
なければ（頼れる⼈がいれば）フード崸ンクを௰れる必
要はなく、これほど།困にีることもない。
しかし、།困から、その背後にある社会的な孤⽴へと
ଳをఁ⼤する時、その在り⽅は実にളහな様相をႫ
し始める。།困だけが孤⽴と連動しているのではなく、།
困でなくとも社会的に孤⽴することはે分にあり੭るから
だ。

◆具体的取組内容と特徴
ড়を問わず、孤⽴の多様な在り⽅に対応して⽀援
している団体がਸするプラットフ崑ー嵈をଡണする。その
⽅法として、াの定例会を開催して、団体の活動
報告と意⾒ઐఌを⾏う。これを通じて「౿の⾒える」関係
をଡണする。

◆取組の目的
།困でなくとも社会的で孤⽴する問題に対૪するた
めには、།困のみに્৲するのではなく、⼀定のෆฐ
的アプ嵕ーチが必要になってくる。そのために本プラット
フ崑ー嵈プ嵕崠崏クトを੫した。

●本事業のポイント
① ড়を問わず、⽀援者相൩の「౿の⾒える関係」をଡണする。
② 孤⽴者をター崚ットにして「フード・カフ崏」を開催する。

◆連携先との関わり
ழ⼦で、社会的に孤⽴している⽅々とใにઉ
એしている団体やழ⼦の関連部署と連携する。
また、プ嵕崠崏クトそのものをઈする体制としては、フー
ド崸ンクழ⼦のスタッフが૿当する。（৸体ଁฐ︓ᚷ
本೨ข、他に、ਆ୲保⼦、ฒᠷ⼦、৵恵
）
ਸ団体については、ৣ੶の൸をසのこと。

２ 取組内容

●キーワード
フード崸ンク/中ற団体
連携/場所づくり

フード・カフ崏を開催
する。そのモットーは
「⼀คに作って、⼀
คに୫峣る」。ౝ
定期的に開催して、
孤⽴している⼈、孤
⽴しがちな⼈が気軽
にਸできる場所
を作り上げる。
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◆他団体への波及可能性
 以上の活動成果を通じて、他団体からの関心も高まり、
より広い連携ネットワークへと成長させることが可能になる
だろう。実際、その種の声を既に頂いている。
 社会的な孤立とは、単純ではなく、多様な在り方をして
います。必ずしも貧困だけではありません。だからこそ、
様々な領域で活動している団体との連携が必須であり、
しかも、言葉だけではなく「八王子らしい顔の見える関
係」の中で密接な連携を図ってゆきたいと思っています。
どうか、ご協力をお願いできれば幸いです。

◆定例会で「顔の見える関係」の構築
 本プロジェクト参加メンバー（団体）が、お互いの活
動報告を通じて活発に意見交換し「顔の見える関係」
を着実に構築できた。
 団体間の連携も徐々に進展し、定例会参加者も30
名を越えるほどに増えてきた。

 定例会の具体的内容は以下の画像を参照のこと。

◆つながりの醸成
フードカフェの開催
 毎週火曜日に定期
的に開催する居場所
として企画。ターゲッ
トが孤立しがちな人
たちなので、そもそも
集めるのが難しいが、
本プロジェクトメン
バーを通じた様々な
人たちの助けによって、
徐々に集まるように
なってきた。

５ 今後の展開

◆今後の課題
 次年度は、今回のチームを増強し、より団体間の連携
を活性化させるように活動を継続してゆく必要がある。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
 定例会に関しては、参加者のそれぞれが地域で第一
級の方々なので、活動報告の内容についても簡単な打
ち合わせで済んだ。むしろ、毎回、活発な意見交換が
生じて時間が足りないくらいの状態になっている。
 しかし、フードカフェについては、ターゲットが「動かない人
たち」なので難しい。従って、ターゲットにダイレクトにアプ
ローチするよりも、彼らと繋がっている支援者の方々に重
点的に広報した。その結果、今は常連さんも生まれてい
るが、しかし逆に、一見さんが参加しにくい状態にもなり
かねないので、注意深い運営が必要と考えている。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人フードバンク八王子
代表：國本 康浩/設立：2016年/スタッフ：4名
所在地：東京都八王子市中町2−9ランメンビル3F
主な事業：困窮者への食糧支援他
●メッセージ
• 孤独孤立の要因は多様であり、様々な領域

で活動する団体が連携することで対応できる
ことも増える。地域の関係者との顔が見える
関係が重要である。

今は、毎回、10人前後の人が集まるようになり、常連
さんも生まれて、とてもなごやかな雰囲気で開催できて
いる。

◆取組の継続方法
イベントの開催と市民へ
の訴求

2月3日（右のチラシ参
照）にイベントを開催し、
このプラットフォームを市民
に向けてしっかりとアピール
する。それが同時に、この
チームの存在意義を高め
ることにも通じるからだ。
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多様な人でお惣菜をつくり届ける過程で子育てしやすい街をつくる
認定NPO法人 こまちぷらす（神奈川県横浜市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
「⼦育てにおける孤独感を感じたことがある」⺟親は約7
સ。૯ଘはૡ出⼊が多く⾃分の育った区੨以外で
⼦育てをしている岥アウ崏イ育児岦者が6સをதえ共௮き
਼ఝは⼦育ては約5સ（2017）に迫っている。頼れる
⾝な⼈がいない中で家事/⼦育て/仕事の⽴をし、
⺟親を中⼼にಖઋ的・⾝体的な૿があることがୖ題
である。
◆取組を始めるに至った経緯等
こまち峡らすは、これまで「こまちカフ崏」という場所をઈ
をしてきたが、場に⾜をઈ峣ない⼦育て当事者や௮い
ていて⽇間を中⼼とした場所に⾜をઈぶことが
しい਼ఝの孤⽴に着⽬し、様々な⼈におႏཅを届け
理的な家事૿をらすරਅをすることにした。おႏཅ
をきっかけとして地域とつながる機会の出に峪けて、法
⼈として2つ⽬となる場所「こよりどうカフ崏」の⽴ち上げ
をきっかけに始めた。

◆具体的取組内容と特徴
●保育園との連携/申込～受け渡し
• 保育ୱとの事前ઊち合わせやトライアルを通じて、プ嵕
崠崏クトの共通⽬的を確認した上で、保૧者がオンライ
ンシ嵏ップでண込と事前決ੋを⾏い、保育ୱでは受け
நしのみを⾏うシス崮嵈をଡണ。嵉崳嵍ーに対するフ崋ー
ド崸ックを基にఒを重ね、カフ崏スタッフがିધをまとめ
て保育ୱに配ଛする仕組みをつくった。

●多様な方々との共同作業
• ౝ1回のボラン崮崋ア（৾⽣、⼦育てಽ、⾼ೡ者）が
キッチンで調理ଓ助にਸし、ௌ⾏⽀援事業所
とも連携。૩がある⼈も௮きやすい୭をତえるため、
ଳಁ的にもわかりやすい表ંでの置き場やレシピの
ତ理を実施。

●地域情報の提供
• 配達するおႏཅに、地域のイベントやお出かけ情報、カ
フ崏のお知らせをஅ峪崳嵍ースレターを作成して同封。崯
崞インはボラン崮崋アが૿当し、カフ崏スタッフがધએ作成
をઐ代で実施。⼦育て中のスタッフが໗するങ歩
コースなどの親しみやすい情報も提。

●出張販売の実施
• 2ୱの保育ୱでおႏཅを配達し、他1ୱをஅ峪ੑ3ୱ
にて出張ਲ਼を実施。10-20名/回 の利⽤者にઉம
ૹષを⼿に取ってもらい、嵉崳嵍ーリク崐ストをઽ集。保
育ୱのイベントでの出を通じて、保૧者間のઐを
促進。

●地域連携イベントの開催
• コ嵕崲ም前実施していたイベント（キャンドル崲イト）を
地域施設団体と共同でગ開。⾼ೡ者崯イサービス、
ௌ⾏⽀援事業所、ৗたに2つの保育ୱをஅ峪連
携により、਼代が作ったランプシ崏ードをおでனં
するイベントを実施。

◆取組の目的
௮きながら⼦育てをしている਼ఝを対象とした、孤⽴予
防と家事૿の軽を⽬的とする。体的には、利⽤
者の⼦育ての૿感の軽、まちとの関わりに変৲が
⽣まれることを、保育ୱ、ௌ⾏⽀援事業所やૹ
会等と連携することで⽬す。

●本事業のポイント
①おႏཅを保育ୱに届け、ୱから保૧者にநすことで共௮き਼ఝの家事૿を軽
②おႏཅをきっかけに利⽤者が地域とつながる機会の出
③保育ୱ・ௌ⾏⽀援事業所・ૹ会・崯イサービス等、多様な主体との連携により
地域৸体で⼦育てを応援するଅယをつくる

◆連携先との関わり
• ଡ想段మから相談や保育ୱがཔしている当事者
の崳ーズヒアリングをഛႠに⾏った。৩の૿がૌ
⼤にならないよう、ିધ・決ੋシス崮嵈もੵ夫した。

• 様々な૩を持つ利⽤者の事前情報を考慮し、
キッチンスタッフと協௮する୭をତえた。

• ⾼ೡ者、૩のある⽅、⼦どもたちが⼀คにキャンド
ル崲イトのイベントを作り上げるため、事前のઊち合わ
せをഛႠに実施。ૹ会の事業としてਜ਼置づけ、会
৩にも安⼼してਸしてもらえるよう、会合での説明
を重ねた。イベント当⽇は会⻑もഃき、地域に
根હくよう多様なਸ者をಶえ⼊れた。

２ 取組内容

●キーワード
୫事提/⼦育て਼
ఝ

お惣菜の販売お惣菜の販売
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◆他団体への波及可能性
• この成果を通じて、৸においても保育ୱにおႏཅ
を届ける事業を実施することが広がっていくことを⽬
す。そのためには、利⽤者や関係機関の崳ーズを聞き
ながらಌに取組を崾ラッシ嵍アップしていきたい。

◆日常生活環境における予防効果とつながりの醸成
• 2ୱに対し30名ஙにお届けし、出張ਲ਼会も3ୱに
て4回実施。

• 利⽤者にとって本取組は、家事育児仕事を৸てでき
ないといけないプレッシャーから解放できるような嵉ッ
崣ー崠性がஅまれていることで、悪感なくおႏཅି
ધをできていることがわかった。また、そこから地域の⼈
やつながりへとつながるためには、「၉然出会う」機会
が多くඌの中にあり、外から様⼦が分かるような出⼊り
⾃な峰るやかなਸの場が必要であることもわかっ
た。

（3⼈の利⽤者へのヒアリング結果）
「େいやおಶえ後の調理ということからの解放」「家に
షってからおწ⼦で⼦どもを待たせる悪感をもたなくて
よいこと」
「受け取り時の先⽣と話すきっかけが⽣まれている」「先⽣
から後ししてもらうことで岥悪感岦なくおႏཅを頼める」
等の意⾒があった。

◆連携による効果
• 5主体が⼀คにڭ回イベント実施。当⽇は約50名
ஙのਸ者があった。

• 保育ୱ・ௌ⾏⽀援事業所・崯イサービス・ૹ
会等多様な⼈が⼀คに関わるイベントをコー崯崋ネー
ト。保育ୱに通う௮いている਼ఝが地域の場に⾜を
ઈ峝、⼦どもたちを中⼼として様々な⼈が主体的に関
わる場をつくることができた。

• キャンドル崲イトのイベントは、コ嵕崲ምで開ୱしたୱに
とっては、ੂめての地域連携事業となり、地域との関
係ଡണやઐのきっかけになった。

• ௌ⾏⽀援事業所にとっては、地域の中で連携を
することで利⽤者にとってのௌธಫ機会になるだけ
でなく事業所を知ってもらうきっかけになった。

• ૹ会にとっても、様々な年ೡの⼈が⾜をઈんでくれ
ることによってૹ会周知にもなった。このように関わる
多様な主体の⽅々それ峈れにとってよいことがあること
で、この連携が継続し、⼦育てしやすい⾵ଅのᅿ成に
つながっていくことを実感した。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度の取組では、まずは保育ୱとの関係性ଡണと
コン崮ンツ作成（おႏཅの嵉崳嵍ー開発やఒ）、
基本的なシス崮嵈やフ嵕ーづくりに⼒を⼊れた。ઃ年
度はಌにおணし込みのしやすさにつなげるため、LINE
の活⽤や頼みやすい嵉崳嵍ー設定をਫ਼ୈする。

• ୋ⽣એでのೃをらすため今後はಁછき等の峜な
をつくりிભの所在の明確৲をし、⼊のしやすさ
につなげたい。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
進めていくうえでୖ題となったのは、保育ୱડのୋ⽣管
理のೃや৩の૿増へのೃからୱ数を増やす
ことがしかったことである。
また、お様ડからは⽇々႞しい中で、ணし込みをする
ための時間や৭ぶ⼿間すら取れないというଢがあり、ண
し込み増につながらなかったこともୖ題にげられる。
ௌ⽀援以降事業所との連携においては、૩がある
⼈と௮くということを⽇常的にしていなかったスタッフにとっ
ては、ੂめての৽ୡとなり⾝ଡえるスタッフもいた。
◆解決策
上੶ઍを解決するために、まずは事前ିધ/決ੋシ
ス崮嵈をつくることで、ୱへの૿をらせるようにੵ夫を
した。お様からのணし込みのしやすさについては、ணし
込みିધサイトのੵ夫等をした。ௌ⾏⽀援事業
所との連携においては、間に૩્性を理解してൣ
するスタッフが⼊ることによって、⼀คに௮く୭ତが
でき、結果的に多くの⼈にとって௮きやすい場になった。

３ 取組の成果

●団体概要
認定્定శ利活動法⼈こまち峡らす
代表︓ མ⼦/設⽴︓2012年/スタッフ47名
所在地︓ઋఱਆ૯ଘૺౖ区ૺౖ145-6ఱ
良ビル2F
主な事業︓カフ崏、⼦育て⽀援 等
●メッセージ
• 今回の取組を通し、「頼ること」には、人によっては

罪悪感が伴うということも分かった。本取組実施
の際には、その気持ちによりそうような仕組みづくり
と情報発信が必要だ。

お惣菜・お弁当の調理
◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の
⽅法は、利⽤者૿にਸえ寄હや協賛で⽀えてい
ただけるような仕組みにしていく。

• ⽀援対象者とつながりつづけるために、ୱや関係
機関とのコミ嵍崳ケーシ嵏ンをഡにし、ୱの様からもア
プリ等を通じた情報発信依頼をしていく。
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リビングカーによるお出かけ「いとこんち」
一般社団法人 ソーシャルペダゴジーネット（北海道札幌市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
⼦育て中のシングルマ崞ー・ヤングケアラー・社会的養
૧施設出⾝者などは、頼れる家ఔ・親ఔがいない、地
域の⼈と出会う機会がない、対⼈એへのౙ⼿意
からSOSを出すことがしい等のୖ題から社会的孤⽴
にีるリスクが⾼い。

◆取組を始めるに至った経緯等
⼀般社団法⼈崥ーシャルペダ崜崠ーネット（以ৣ、
SPN）の⺟体となる公இଃ団法⼈さっ峧ろஒ年
性活動協会（以ৣ、SYAA）では、児童ைやஒ年
キャンプ場などで広く⼦どもたちの健৸育成に携わってき
た。
ਠ場で出会うこども・者のうち、とりわけ孤独・孤⽴リス
クの⾼いこども・者をサポートするために、SPNでは
2020年6াから、「⼦ども・者の場所いとこんち」を
SYAAと協௮ઈしてきたところである。
「専⾨性を要する援助業ਜ」と「何気ない⽇常の⾒ஹ
り」とを繋ぐ取組である「いとこんち」は、ഥਮڰ年度ద
ਿ「⼦と家ఔ・者応援団表༟」においてదਿ્
命૿当⼤෦表༟を受ೖするなどの௬を੭てきたが、
⼀ໟ家を活⽤してುਡとしているため、どうしてもその
ๆ地域に成果が定されていた。

◆具体的取組内容と特徴
⼤にリビングスペース
を設けた「リビングカー」で
地に出向き、୫峣ながらઐ
を深める・スタッフに相談する・地
域の⼈とあたかも親Ꮊのように
繋がる、という活動をன開する。

◆主な訪問先
・困਼ఝが集中している地域
の中৾ૅと定時制⾼ૅ
・児童ைや公ୱなど⼦ども・
者が夜に集まっている場所
・ヤングケアラーやシングルマ崞ー
など、孤⽴リスクの家൦

◆取組の目的
いわ峰る「動いとこんち」として、ುਡの場所に
は繋がることのしい対象者と出会い、⽇常の⾒ஹりを
ৗたなかたちで実ᄷできるかを⾏する。

●本事業のポイント
①孤独・孤⽴を防ぐための場所ઈ実績のある団体と協௮した
②孤独・孤⽴を防ぐための専⾨機関連携実績のある団体と協௮した
③本事業を通じて場所と専⾨機関と家൦とを「リビングカー」でつないだ

◆連携方法
・こども・者に関わる分の専⾨機関や
地のড়間活動団体からの要டにもとづいて、「リビング
カー」を出動させた。

・出動後は、要ட੪の機関へ⽇常の中での⾒ஹり
で⾒えてきたこども・者の様⼦を報告し、専⾨機関
のア崣ス嵉ントに必要な⽀援情報を提した。

◆連携先との関わり
・SPNの⺟体であるSYAAと協௮で本事業を実施した。
SYAAは「さっ峧ろ⼦ども・者⽀援地域協৮会」の事
ਜ局を૿っており、児童相談所や৾ૅといった公共崣ク
ターからこども୫ൡ等のড়間団体まで、்広くネットワー
クを有している。
SPNの代表理事は、SYAAのこども者⽀援૿当部⻑
をැਜしているため、主にSYAAがこれまでണいてきた
ネットワークを活⽤して他団体と連携した。

・SYAAは200ைい児童ைを管理ઈしており、
児童ைでは⼦育て事業に協⼒的な地域કড়と⽇ご
ろから関係性をଡണしている。児童ைとの連携により、こ
のような地域કড়をサポーターとしてఃஈしていただいた。

２ 取組内容

●キーワード
こども・者/相談/地
域൴

リビングカーでの
お出かけの様子

関係各所との連携図
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、ುਡと動を崣ットとしたৗた
な場所事業のスタイルを他団体に向けて発信すること
ができた。

◆日常生活環境における予防効果
・「ફごはんカフ崏（ৣ੶ස）があるとその⽇の集中⼒
や੪気が৸然ୀう。ఃૅの意ඟも上がった気がする」
（中৾⽣・⾒ஹりサ嵕ンਸ者）
・「いつも資を届けてくれてありがとうご峀います。こどもも
多く୫峣ాりなので本当に助かります」（家൦௰問先の
シングルマ崞ー）

５ 今後の展開

◆今後の課題
・ఛはにより周ఈでの場所活動が困に
なることから、リビングカー૬間での個別相談・⽀援
の場としての活⽤を予定していたが、施⾏実施にまっ
てしまったため、ઃ年度はಌなる活⽤を進していく。

◆取組の継続方法
・取組の継続にあたってはの安定的確保がಳかせ
ないため、助成事業の活⽤により資⾦調達を⾏う。
・今後も、本⼈や家ఔを峰るやかに確実に⾒ஹるために
も、ುਡと動を崣ットで事業継続していく。また、
⼦ども୫ൡ等の地域団体とも連携し、ುਡ間の୫౫の
受けநしやこどもたちの体ୡ機会づくりなど、ਡ（ುਡ）
とਡを結ぶ線の૽સを当該が果たしていく。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・関係機関からの依頼増ਸ等崳ーズの⾼まりを受け、当
団体のスタッフ体制が追いહかないこともあった。

◆解決策
・地アプリを活⽤し、同じ⽅એへの௰問の際はಥ中で
⽴ち寄るなどの૨৲を⽬した。
・ৗたな地域કড়サポーターをඃ੭し、定期的に活動
にజ事していただいた。

◆連携による効果
・本事業の活動を知った中৾ૅ⻑から「ફ୫を୫峣て
いない⽣െを⽀援してほしい」との依頼を受け、ౝ1回
ங度、当該中৾ૅに「リビングカー」で௰問し、ફ୫の
提を⾏う「ફごはんカフ崏事業」を開始した。専⾨機
関からの依頼により、ৗたな事業のன開へつなげること
ができた。
・保健崣ンター等の専⾨機関からは、保૧者の養育
状況の⼼配や⾏政への抵抗感の強い਼ఝへの௰問
依頼を受けた。୫મષ等の୧配とูした家൦௰問を
⾏うことで、当該਼ఝの૿感をਮらげ、⽇常的な場
એを⽀えることにつながった。
・このように、SPNのこれまでの⽀援実績のなかでသわ
れた専⾨性によって表出される⽀援崳ーズと、関係機
関ネットワークとのつながりのなかで表出されるୖ題に
対して、ฑໞかつ໌௪性のある⽇常の⾒ஹりを⾏うこ
とができた。

３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈崥ーシャルペダ崜崠ーネット
代表︓ૈি考/設⽴︓2020年/スタッフ︓20名
所在地︓ਨਲ道ైච中ఙ区વ4ਧ6ഛ⽬8
地3อればれビル4మ
主な事業︓場所づくり、⽣活相談、体ୡ機会提、
地域づくり
●メッセージ
• 本事業を通じて、孤独・孤立対策に取り組む

諸団体と出会う機会を得ることができた。今
後も実践交流をしながら、こども・若者・家族
支援分野の向上に共に取り組んでいきたい。

訪問先別の出動状況

ができた。
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困る前に寄り添うユース食堂の運営
一般社団法人 SGSG（岡山県岡山市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
2022年度当法⼈の調査により「困った状態」にีる状
況であっても「相談できる⼈」「安⼼できる場所」が૮
いとし、その中の多くが公的機関の開設する「相談機
会」は⼼理的崷ードルが⾼く利⽤することをῷῳすること
がわかった。

◆取組を始めるに至った経緯等
カフ崏のようなカ崠嵍アルな࿇囲気を意的に作っている。
この嵎ース崣ンターに気軽に⾜をઈんでもらうには、施設
を常設で開け、カフ崏のような場所で安もしくは૮
મ（対象者の৽ੋ状況による）の「嵎ースカフ崏」（⼦
ども୫ൡの中⾼⽣向けのイ嵉ー崠）をઈすればよいの
ではないかというෘ説を⽴てた。

◆具体的取組内容と特徴
●ユースセンター日常の取組
• ಡ設するカフ崏で中⾼⽣対象にアイスクリー嵈を૮償で
提した。

• ౝڭ回、崣ンターを利⽤するコア嵉ン崸ー中⾼⽣によ
る定例ミー崮崋ングを開催

●ユース食堂の観点を入れたイベントの運営（土曜夜
市・ユースサミット・ユースカフェ）
• ଅ夜…中⾼⽣によるૹඌでの夜でெᇍ
のઈ

• 嵎ースサミット…中⾼⽣によるૹඌでのス崮ー崠イベ
ントのઈ

• 嵎ースカフ崏…中⾼⽣による中⾼⽣対象の૮મカフ崏の
ઈ

●支援者による情報交換会
• 嵎ースワーカー・⼤৾⽣・ス崮ーク嵃ルダー（੫業・ઇ
৩・⼤৾・⾏政関係者）などがা1回集まってもらい、
嵎ース崣ンターの活動報告を⾏う。

◆取組の目的
୫の提によって⽀援へのਸ崷ードルをৣげ、何らか
の「困った状態」にีる状況であっても「相談できる⼈」
「安⼼できる場所」が૮いという状態に置かれている中
⾼⽣の「公では࿆えない困り感」「公が対象とする困り状
態になる前の状態」のଢを適切に࿆い、必要に応じて連
携している専⾨機関に繋岸、⽀援がಥ切れない状態を
⽬す。

●本事業のポイント
①カフ崏式の嵎ース崣ンターを常設で開く
②嵎ース਼代対象のイベント・⽀援者対象の情報ઐఌ会を開く
③「困る前になんとかする」をコン崣プトに予防⽀援体制をଡണする

◆連携先との関わり
• ૹඌでのイベント開催にあたり、ૹඌのஷ௪組
合協⼒をいただき、ૹඌアーケードのスペースを
イベント会場としてをっていただいた。また、ળ
社会ૣක協৮会には、ળの要⽀援対
象者嵉ーリングリストへ当事業の実施案を掲載させ
てもらうなどの強⼒を੭た。ળઇ育৩会はイ
ベントへの後援をもらい、広報活動へ協⼒していただ
いた。

• ੫業関係者・⾏政関係者・৾ૅの先⽣などの⽀援
者（ス崮ーク嵃ルダー）には当事業の情報を適提
しながら、া1回の情報ઐఌ会へのਸのళ峝
かけを⾏った。

２ 取組内容

●キーワード
場所/こども・者/
୫事提

ユースカフェの様子
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◆他団体への波及可能性
• ড়設ড়⽅式の嵎ース崣ンターの継続的な在り⽅と
してス崮ーク嵃ルダーとの連携はಳかせない。・ড়・
৾との協௮ଳਡでの事業ੑづくりがス嵈ーズに進め
ばどの地域でも実⾏できるモ崯ルであると考える。

◆常設居場所から拾えたホンネ
• 嵎ース崣ンターでのධ୫を提しての場所作りにお
いて、利⽤者の何気ない会話の中から、「家൦では
場所が૮い」、「実は৾ૅに⾏けていない」、「৾ૅを
೬みたいのに親がಅしてくれないのでၞい」、「৵さい
き峱うだいの਼話をしなければならず、なかなか嵎ース崣
ンターに来れない」などを࿆うことができた。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度のୖ題であった広報の強৲は、્にSNSઈ
⽤に知⾒のある⼤৾⽣スタッフを募集するなどし、
果の੭られるPR活動を⾏う予定である。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
「場を対象者に認知してもらう」ことにౙௌした。
◆解決策
広報⽅法として、SNS、ラ崠オ・ৗ聞・崮レビなどマス嵉
崯崋アの利⽤、チラシやポスターなどの紙ᄘ体などを活⽤
した。案チラシは、性ସのୀうもの（ビ崠嵍アル重ଳ・
情報重ଳ）を2種థ作成することで、多様な崳ーズに
応えるੵ夫を⾏った。
マス嵉崯崋アは主に⽀援者となる⼤⼈への広報活動との
ਜ਼置づけにした。

３ 取組の成果

●団体概要
⼀般社団法⼈SGSG
代表︓੨ ຶ介/設⽴︓2017年/スタッフ14名
所在地︓ળળਨ区ိ൬3-1-30
主な事業︓৾ಆ⽀援、場所づくり 等
●メッセージ
• 今回の取組を通して、事業成功のコツは、支援コ

ンテンツではなく、対象者に自団体の活動を知って
もらう「広報力」であると実感した。まずは「知って
もらう」ことが重要となる。

ユースセンターでの活動

◆取組の継続方法
• 2024年度は、基本的に今年度⾏った事業をす峣て
継続させるੑを⽴てている。その中でもိ൬ૹ
ඌとの連携はಌなる強৲の⽅向で進んでおり、
崜ール崯ンウ崋ークのイベントにも嵎ース崣ンターとして
ਸする予定である。

◆ステークホルダーとの情報共有
• この状況を、া1回の⽀援者情報ઐఌ会で共有し、
৾ૅなどで、嵎ース崣ンターの場を必要としている対象
者に൭めるなどの協⼒のணし出を੭ることができた。

• ૹඌでイベントを開催することで、「ૹඌ৸体を
場所にする」という考え⽅が、ૹඌ関係者に持っ
てもらえるようになった。

商店街でのイベント

ユースカフェの様子

案内チラシ
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イベント
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SUBACOを拠点とした全世代ごちゃまぜに支え合う地域づくりの取組
NPO法人 抱樸（福岡県北九州市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①ৗ規・ใ存のつながりの出、関係の継続性と深৲
②家ఔ機ચの社会৲
③地域コー崯崋ネーターの配置
⋊地域共⽣社会の実ਠ

●キーワード
多਼代/地域づくり
/場所/イベント

２ 取組内容

◆取組の目的
• 今回、助成事業を活⽤し、地域コー崯崋ネーターを配
置したり、⽇常の活動をౄ実させたり、⼤規ெなイベ
ントを実施することで、多様な主体と連携し、⽇常⽣
活におけるકড়同のつながりややかな⾒ஹりがで
きるଅづくりを⽬す。

◆地域が抱える課題
• ৸ব的に⾝਼ఝの増ਸや⾼ೡ৲、⼈ઠに
ൣい⼈とのつながりがൌු৲してきている。

• 活動をする場所はച⼒団事ਜ所があったため、⼈
の༼来もない。

• 誰も寄りહかなかったཋい地域から、ൌのある地
域へとイ嵉ー崠のླྀৗをるとともに、⼈とのつながり
を増やしたいというୖ題があった。

◆取組を始めるに至った経緯等
• 当法⼈では、2020年にച⼒団事ਜ所の地をභ
⼊し、2025年にള合の施設を開所予定。

• ૦ണが始まるまでの間の活動として、2022年ڲা
にSUBACO（プレ崷崾）を設置し、定期的にイベン
トの開催を通して、誰も寄りહかなかった場所にક
ড়が集まり「出と૽સ」のある⽇常のつながりを
出。

◆具体的な取組の内容及び特徴
 定例のイベント
• ౝౌ⽇にカフ崏、まちの先⽣੫（ダー崳ング、
ຉ着હけ、ウ崑ーキング等）を実施。そのほかにも、
地域や൦作業も実施。

◆地域コーディネーターのはたらき
• ⼈と、⼈や場・活動・地域とのつながりの出したり、関
係の継続性と深৲のためには、地域コー崯崋ネーターの
はたらきは⼤きい。

• 多様な主体との連携においては、⽇頃から団体等に౿
を出し、ୖ題やൌ等のཔをするように⼼がけた。そ
れ峈れの団体等が困っていることやฎんでいることに対
し、地域コー崯崋ネーターがそのୖ題に寄り添い、主体
の強みを⽣かすことを⼤事にした。協௮してイベント等
の੫・ઈをすることで、SUBACOが崷崾となり団
体の理や⽬的の相൩理解が進み、൩いの強みを活
かし合うଳਡが育まれた。まさにSUBACOをುਡとして
多様な主体が出会うプラットフ崑ー嵈の૽સを૿うことに
つながった。

◆連携先との関わり
• 連携先は、ড়崣ンターや社会ૣක協৮会・੫
業・ড়活動団体等、様々。

• ⽇常的に連携をるড়崣ンターや社会ૣක協৮
会とは、ᄄ෬に౿を合わせ、連絡をとり、活動を共に
した。社会ૣක協৮会においては、ൌのまちプ
嵕崠崏クトの૿当ୖ⻑が今年度より配രされたことも
あり、連携強৲につながった。

• イベントに応じて連携先も変わるため、イベントをきっ
かけに関わるようになった団体については、イベントの
カレンダーをা配布したり、イベントの報告を作成
して届けたりと、継続的な関わりを持つように意し
た。

• 2023年ڳা2024ع年ڭাで、イベントは32回、
ਸ⼈数భ峣443⼈、うちৗ規98⼈。

• まちの先⽣੫では、まちで੭意としているものを持っ
ている⼈の活ඩの場にもなった。

• まちの⾝な場としてકড়に意してもらえるように、
定例で開催。

規ெイベント⼤ٷ
• 相談会٭フード崹ントリー、動動ୱ、マルシ崏、
あかりを実施。

• ྸੑで約1300⼈が来場。
• ૣකのイ嵉ー崠をあえて৸એに出さずに、「௫しい、એ
ஜい、かっこいい、おしゃれ」というਡで多くのકড়が
ਸしやすいようにੵ夫。

• 来場者がഢ地に在しやすいように、૮મのධ୫
を提する等も્ඉ。

地域コー崯崋ネーターの配置ٷ
• ⼈と⼈や場・活動・地域とのつながりの出のためにક
ড়や活動の発・開ิとつな岸を⾏った。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
特定非営利活動法人 抱樸
代表：奥田知志/設立 1988年/職員数118名
所在地：福岡県北九州市八幡東区荒生田2-1-32
主な事業：ホームレス支援から活動を開始し、現在は子どもから大人
まで包括的な支援を独自・制度・委託事業で27展開。近年はまちづ
くりも行っている。
●メッセージ
• 活動を通して、「支える側」、「支えられる側」という関係を超えて、

住民同士、住民と社会がつながり、一人ひとりに役割と出番があ
ることで、支え合いながら暮らしていくことのできる包摂的な社会
を創造することにつながっていくと考えます。活動の場所は違えど
も、同じ目標のもと一緒に活動ができる皆さんの存在は、非常に
心強く、有難いです。今後も色々なアイディアを共有しあえればと
思います。

◆つながりの醸成
・定例のイベントでは、
32回開催、参加人
数延べ443人、うち
新規98人。
・大規模のイベント
では、約1300人が
来場。
・新たにつながり、そ
してそのつながった関
係性が持続できる
場としてSUBACO
を開放したり、福祉
を全面に出さずに文
化や芸術などのイベ
ントを行ったりするこ
とで、新規層に知っ
てもらう機会も増え
た。

◆連携による効果
・多様な主体とイベントや日常を通して連携
をすることによって、これまで団体単独ではでき
なかったことができるようになった。
・イベント等を行うことが目的ではなく、
SUBACOを通して団体同士の顔見知りや知
り合いが増えることが重要。これは地域におけ
る団体同士のつながりというセーフティーネット
を重層化することに寄与する。

◆何気ない日常の共有・家族
機能の社会化
・まちの身近な場として認識して
もらえるようになりつつあり、何気
ない日常を共有する住民や機
会が増えてきていることは成果と
いえる。
・特段の用事がなくても、ふらっと
立ち寄る人や、近隣でも声をか
けてくれる人が増えてきている。
・SUBACOにおける活動を通し
て、多様な社会参加の機会を
生み、何気ない日常を共有する
心地のよい他者との関係や空
間の創出ができつつある。
・これらは、地域の中の支え合い
や緩やかな見守りを生み出すこ
とにつながる。
・社会の変化に伴い、これまでは
家族が担ってきた機能を他者が
担いあう時代が到来している。
何気ない日常を共にするなかで、
家族以外の者が誰かの変化に
気づいたり他につないでいくことに
なる。これはまさに家族の機能の
社会化である。

◆取組において直面した課題
・参加する住民が高齢者層に偏りが見られた。
・新規のつながりの創出後、何気ない日常を共有するよう
な身近な存在と感じられたり、有事の際にSOSを出すこと
ができる関係になることが課題。
・希望のまち・SUBACO＝福祉というイメージが固定される
懸念があった。

◆解決策
・より多様な層に参加してもらうために、子どもが参加したく
なるようなイベントを開催したり、子育てや若者層の興味を
引くようなイベントの内容を検討した。現状を把握し、できる
限り柔軟にイベントの中身を検討するように工夫した。
・日常の関わりを継続できるように、SUBACOのイベントは
毎週１回以上の定例開催をしたり、SUBACOに地域コー
ディネーターが常駐するようにした。また、各イベントにおける
意味や意義を考えたり、参加者にとってSUBACOがどのよ
うな位置づけなのかを意識化したりするようにした。
・文化や芸術、まちづくり等の視点からもイベントを開催し、
参加層が広がるように工夫をした。

◆今後の課題
・新規のつながりづくり
・住民や多様な主体とのつながりの継続と、関係性の継続と
深化が課題

◆取組の継続方法
・希望のまちの建設が着工になるまでの間はできる限り
SUBACOで活動をし、その後に活動拠点を移す予定。
・関係の継続性が重要であるため、SUBACO解体後の活
動拠点は、当法人の施設の一角と、近隣４校区の市民セ
ンターにて活動を継続する予定。

◆他団体への波及可能性
・人口減少や単身世帯の増加や共同体の機能の脆弱化
は、北九州に限った現象ではない。家族機能を社会化する
というSUBACOでの取組の機能や要素は、他の地域にお
いても汎用性が高いといえる。
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多様な事業を通した子ども・若者･高齢者のコミュニティ創造事業
特定非営利活動法人 カーサグランデ（宮崎県宮崎市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
・孤独・孤⽴した⾼ೡ者やシ崳ア਼代と地域の⼦たち
や家ఔのઐする場所がない。
ҩ⽀援してඟしくても、⽀援機関に繋がらない。

◆取組を始めるに至った経緯等
எたちは、ড়間団体のそれ峈れ્ඉのある活動と地域
⾃体との協⼒があれば、地域の孤⽴した਼ఝのཔ
ができる૭ચ性があることに着⽬しড়間団体と地域を繋
ぐ૽સができないかと思い取り組峪。

◆取組の目的
地域の孤⽴した⽅を対象に、ઐする場所や⽀援団
体があることを伝え、安⼼して⽣活してもらうことを⽬的と
する。体的にめ峀すは、地域にഡ着した⽀援団体。

●本事業のポイント
①孤⽴した⽅や਼ఝ・家൦のཔ
②孤⽴した⽅や਼ఝ・家൦への周知
③ড়間団体と⾃体との協௮

◆連携先との関わり
・連携先であるDreamSupportやみや峀き公共・協
௮研会・あけ峝の会とは様々なイベントを通してઐ
をはかっていた。
・また、ઉம関わるフード崸ンクみや峀きに対しては、ᄄ
෬に୫⽀援提の共有をしている。
・ৗ⾃会とは、地域の活動などにਸし、ઐ
をしている。
・地域と様々なড়間団体と⎻つき⼤会
⽇本の伝ଁ的な⾏事でもある⎻つきを体ୡしていな
い⼦ども達と、地域のベ崮ランの⾼ೡ者とのઐを
りながら知恵を伝えていく。

●キーワード
⾼ೡ者/⼦/ઐ/
場所/ড়間団体/
⾃体/協௮
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２ 取組内容
◆具体的取組内容と特徴
・そうめんしとێھڹ
⼤ੵさんにઇえてもらいながら、をとってきてそうめん
しを作成。ಒມりのと、当⽇は様々な崚ー嵈を
通して地域とのઐをはかる。
・地域のお家の困りごと解決
地域の孤⽴した家൦の困りごとをඉઽ。⾃会の協
⼒と連携したড়間団体を੭て、2਼ఝの孤⽴した家の
困りごとの⼿伝いをする。
地域の⽅が、きれいになった状況をみて、しでもく
に⼿助けしてくれる団体がいることを知ってもらう。

◆連携方法
・団体やৗ⾃体と連携するため、代表や⾃
会⻑にアプ嵕ーチし、この活動の主旨を説明した。
・連携会৮の⽇ங調ତや૿当者への連絡は、カーサ
グラン崯でがとりまとめ調ତした。
・個⼈情報の取り扱い等、連携先との情報のやりとり
については、カーサグラン崯で管理し、連絡等もカー
サでとりまとめている。
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、他団体(不ఃૅ・峜とり親⽀援)に
おいてもড়間団体と⾃体との協௮を実施することが
スタンダード৲してくると、地域のୖ題はしでもス嵈ー
ズにいく。

◆日常生活環境における予防効果
・ড়間団体の場所の利⽤（DreamSupport）
が当ੂাభ峣12名から1া時ਡで23名へక๛上が
りに増ਸ傾向をંしている。

◆つながりの醸成
・利⽤者アンケートでは、なかなかす
ることもなくなった⎻つきのや
⎻のீめ⽅ではあった⽅が、地域
の⼦どもや保૧者にઇえる事に
よって⽣きがいやまたやってみたいと
௫しみが増える感じがしたとの意
⾒があった。

５ 今後の展開

◆今後の課題
・今年度の取組では、様々なড়間団体と地域の⾃
体が協௮で地域の孤⽴問題に取り組峪事。ઃ年度は、
継続していくことで、まだ届いていない孤独の⽅や、繋
がりが出来た⽅とのൣ⽀援に取り組峪必要がある。
このことを1つ1つみ上げることで、地域にড়間団体の
存在を知ってもらえる事に繋がり、相談出来る場所が
あることを知っていく事に繋がり孤独・孤⽴の解消に繋
がっていく。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・進めていくうえでୖ題となったのは、それ峈れൃの根活
動を続けているড়間団体との時間を調ତすることが
しかった。ള数の連携機関にまたがりਫ਼ୈし調ତする
ため、それ峈れられた時間の中でのイベントはかなり
のௌ⼒と時間を要した。
・このような提出も増え、ここに使う⼈件が⾜りなく⼤
変だった。

◆解決策
・上੶ઍを解決するために、まずは⼈件の確保と資
⾦の確保。
・事ਜ作業のලಞ৲。
・それらの果によりもうしス嵈ーズにイベント開催がで
きる。

◆連携による効果
・みや峀き公共ҩ協௮研会やDreamSupportと連
携したことにより、不ఃૅの親⼦や発達૩の⼦ど
も達とカーサの孤独者や地域の孤独者がઐし、こ
れまで団体独では体感させることができなかった事
を、連携をすることでできるようになった。
・連携体制をଡണしたことにより、୫⽀援の周知と
様々な知恵のઐఌができた。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈カーサグラン崯
代表︓本修/設⽴︓2015年
所在地︓૱ਉ413地ڭ

  カイルアビル⋝103ಀ
主な事業︓⽣活困者合⽀援（独⾼ೡ者・

がい者・ദ事施設所者・DV૩者等
⽣活に困している者）

●メッセージ
• 今回の取組を通して、地域の問題は、地域の民

生員や主任児童員、自治体と協力すると課題を
抱えている家庭の居場所がわかった。本取組実施
の際には、それらの方が間に入ることで、スムーズ
に進んだ。

◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の
⽅法は、ਠ在の状況ではこの事業⽤にଓ助⾦や助
成⾦の活⽤をすること。
・⽀援対象者とつながりつづけるためには、今年度取り
組んだような事を、地道に続けていくこと。

・イベント実施後の利⽤者
アンケートでは、崥ー嵉ン
しや⎻つきを始めて体
ୡした。
・⼦どももಜんだが、保૧
者も出来ない事や知ら
ない事が多く、地域の⾼
ೡ者にઇえてもらいあり
がたかった。

・利⽤者にとって本取組は、孤独で⽣活していて、も
⾼ೡで孤独の中で、⾃୧の⼿つかずの場所を地域や
ড়間団体にきれいにしてもらいほっとした。
・地域と繋がっている事を実感でき、安⼼して⽣活出来る
ように思えてきた。
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市営住宅における住民同士・地域とのつながりを構築する取組
一般社団法人 大牟田未来共創センター（福岡県大牟田市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
⼤ჲিは⾼ೡ৲૨
37.7％(2023年4া1
⽇時ਡ)と、2065年の
⽇本の状況にใにઉએ
しており、その中でも⼤
ჲিક୧において
は、਼ఝ৩の⾼ೡ৲૨
は50.9%(2021年4া
1⽇時ਡ)で、本の⾼
ೡ৲૨を⼤きく上回って
いる。

◆取組を始めるに至った経緯等
ક୧のິ⽤年数৽ૌにൣう૦౹えにより強制的
にૡが求められる事態が発⽣し、ૡそのものや
ૡ後の⽣活に⽀が⽣じる事態が発⽣したため、当団
体では૽所の関連部署や地域の団体と協௮し、
ક୧における相談⽀援・⽣活⽀援に取り組んでき
た。しかし、કড়には相談ษઠ機ચとしての印象が強
く、困り事があるとみられたくない⼈や問題を⾃ಁしてい
ない⼈とつながりにくい状況があった。⼀⽅で、ક୧
を対象とした調査において、કড়がより地域でのつながり
を求めていることも⾒て取れた。

◆具体的取組内容と特徴
●男性や現役世代を対象とした夜間帯での食事会・集
いの場の企画・実施
集いの場へのਸがなかった੬性やਠ૽਼代がਸし
やすくなることで、より多くのકড়が出会い、つながる機会を
⽬的とした。
段మをકড়と⼀คに⾏うことでなるਸ者ではなく
主体性を発มできるようにする、⾼ೡ੬性がਸしやすい
੫の設定や個別にଢෳけをして抵抗感を軽する、⼦
どもはਸ機会を増やすために୫事を૮મとするなどした。

◆取組の目的
こうした実情を౷まえ、કড়同が出会う場を増やす
とともに、出会った後につながり、そのつながりが強まって
いく取組をすることで、કড়同の⾃然な対話やコミ嵍
崳ケーシ嵏ンをਬき出し、孤独・孤⽴を予防することを
⽬的とした。また、કまいや୭に௮きかけることで、
કする地域・場所へのఎ着が育まれることで、その場
所がৗたなつながりをつくることを⽬す。

●本事業のポイント
①公ક୧はક୧崣ーフ崮崋ネットとして、⾼ೡ者、がい者、所੭者等の⼈とつなが
りにくい⼈たちの⼊を進めてきたため、より「孤独・孤⽴」が発⽣しやすい
②⾏政、地域事業者にਸえ、地域の⾼等ઇ育機関である有明⾼専と連携
③કড়同のつながりのみならず、地域とのつながりも意し、地域へのఎ着成を促す

◆連携先との関わり
孤独孤⽴対策の取組をする4者では、া1回の定例会
৮を開催し、状況共有をしつつ、૽સ分૿や取組⽅ଉ
をਫ਼ୈした。
ક୧⾃会にはা1回ਸすることと、⾃会開
催前に⾃会⻑と定例の話をするようにした。
有明ੵ業⾼等専⾨৾ૅの৾⽣とは、研ੑの段మ
からઍについてのઊ合せを実施した。調査にあたって
は、ક୧⾃会への説明と、調査対象ଓ者へ
のઊ൧を⾏った。調査対象કড়はヒアリング調査になれ
ていない⽅もいたನ、ヒアリングに同ఆした上で普段の様
⼦を峟まえて緊張せずに答えられるような場を設定した。

２ 取組内容

●キーワード
公ક୧/多਼代/対
話のうまれる୭づくり
/意ඟの向上

⼤ჲিは⾼ೡ৲૨
1

年の
⽇本の状況にใにઉએ

その中でも⼤
ჲিક୧において
਼ఝ৩の⾼ೡ৲૨

া
本の⾼

●お散歩会など隣近所と顔見知りになり地域への関心
を高める企画・実施
ৗたなકড়とใ存のકড়が出会いつながることで地域コ
ミ嵍崳崮崋が広がるとともに、地域と出会いઉすことにより、
કする地域に対してఎ着を育峪ことを⽬的とした。
કড়同が話しやすくなるように名ైを着⽤し、事前に
周ఈ地をみながら地域のಞศなところ（ૹ・ఛතの
୨・⽣⽣など）を話し合ってから、実際にક地周
ఈを歩くこととした。
●畑・植栽・大工作業等を通じた思い入れのある環境
づくり等の活動の企画・実施
ક୧の共有スペースに共同作業した「モ崶」や「場」
があることで、કまいや୭に௮きかける「余ஜ」になり、
કড়がਬき寄せられ、つながりが⽣まれることを⽬的とした。
કড়同で話し合いの場を設け管理⽅法や名ูを考え
て่ഝを作成し、コミ嵍崳ケーシ嵏ンボードを設置するなど、
景௴がତうことでๆકড়が「気にする」仕ෳけを取り⼊
れた。

取組৸体を通して、作業を通じて੭意なことを⽣かし活
ඩする（あるいは出・૽સがある）ことで、「⽀援を受
ける⽴場」ではなく「共にする⽴場」になり、主体的に地域
に関われるようੵ夫した。
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◆他団体への波及可能性
今回の事業を通じて、多様な人が出会う機会づくり、地
域への関心を高め思い入れのある環境づくりについては
一定達成できたと考える。一方で自治会との協働や、
参加者の固定化などの課題も明らかになった。本事業の
ポイントで記載したとおり、全国にある公営住宅でも同
様の課題を抱えていると考えられるため、当団体の取組
が、他団体の活動の手がかりになればよいと思う。
また、公営住宅をテーマに研究する有明高専との研究

を引き続き行うことで、住宅の建て替えに伴うコミュニティ
支援や公営住宅を取り巻く政策的状況やそこから表出
する構造的課題について知見を蓄積し、孤独・孤立が
発生しにくい公営住宅建設の計画に少しでも良い影響
を与えられればと思う。

◆住民同士が出会う場への参加状況
各取組の延べ参加者は以下のとおり。
・夜の食事会：145名（うち男性31名、子ども14名、
現役世代7名）
・お散歩会：33名（うち男性10名）
・表札づくり：31名
・料理：51名
・畑作業：140名
・植栽作業：48名
・大工作業：23名+α
・折り紙：14名
・イベント開催（夏祭り等）：50～100名以上
◆住民同士・地域とのつながりの醸成
各種取組をすることで、以下のような発言が聞かれた。
・引越し後間もないが、団地内の人同士で話が出来て
安心した（お散歩会）
・花壇や畑作業に参加してみたい（お散歩会）
・気になるお店でみんなでお茶をしたい（お散歩会）
・今度図書館で地域の歴史を調べてこようと思う（お散
歩会）
・まわりの人が表札を出しているので、表札を掲げることの
抵抗感が減った（表札づくり）
・野菜が育って、ここを通る楽しみが増えた（畑作業）
・俺がやったほうが、格好よく出来るから、貸してみろ（大
工作業）
・来年のお祭りをもっと盛り上げたい（イベント開催）

５ 今後の展開

◆今後の課題
これまで全くつながりの無かった住民ともつながることがで
きた一方で、まだ出会っていない人もおり、それらの人とど
のようにつながるかが課題となった。また、自治会とコミュニ
ケーションをとりながら取組を進めて行くことの重要性を感
じた。
◆取組の継続方法
自治会との協議においては、自治会の課題、地域の現
在地や将来像、ゴール設定などを協議しながら、なにを
すればゆるやかなつながりができ、地域や住民、自治会
運営が良くなるのかを十分に話し合っていくことが必要だ
と考える。そのなかで、まだつながりのない住人と出会い、
子どもや子育て世帯にとってもつながりが出来るような取
組をしていきたいと考える。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
①自治会との協働において、活動の目的や内容につい
て自治会と共有することがうまくできず、自治会との意向
の間で齟齬が生じた。
②参加者の固定化。
◆解決策
①市建築住宅課を交えて改めて説明の場をつくるととも
に、自治会会議でも改めて説明を行うことで活動を継
続することができた。
②活動紹介のリーフレット作成し、全戸配布することで
活動の周知を図る予定。

◆連携による効果
大牟田市や市営住宅管理センターと連携する事で、
自治会との連携が円滑になり、イベントに参加する人
数が多くなり、多様な人が参加することが出来た。また、
孤独・孤立状態に陥りやすい入居者の情報をキャッチ
して対応しやすい状況が作れた。
有明高専との連携では、ヒアリング調査以外でも高専
の学生と住民が交流し、一緒に活動できるようにする
ことで、関係性の構築や、現場の活動を研究内容に
反映することができた。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人大牟田未来共創センター
代表：原口悠/設立：2019年/スタッフ：15名
所在地：福岡県大牟田市不知火町1-2-1
主な事業：行政計画の策定支援、市営住宅をめぐる
福祉と住宅をつなぐプロジェクト、VRを活用した地域と
繋がるプロジェクト、地域包括支援センターの運営 等
●メッセージ
• 公営住宅の建て替えがすすむなか、強制的な

移転による孤独・孤立化を危惧しています。
当団体の取組が、皆様の取組の一助になれ
ば幸いです。

◆リロケーションダメージの軽減
参加者を対象とした高専の調査によると、初回調査では
転倒不安、食欲や体重の減少、うつ傾向があるという回
答だった人が、2回目調査では改善がみられた。また、ア
ンケート調査から市営住宅への愛着が増加し、新たな近
隣住民とも仲良くなった、なりたいとの声が聞かれた。

大工作業

畑作業夜の食事会

花壇のうちあわせ
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孤独・孤立の防止につながる福祉のまちづくり
社会福祉法人 九十九里ホーム（千葉県匝瑳市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①地域の⾼ೡ者の場所づくりに取組峪。
②進ଡ଼にฎ峪者のௌ⽀援を⾏う。
③関係機関とのネットワークをଡണする。

２ 取組内容

●キーワード
⾼ೡ者/者のௌ
⽀援/地域൴/イベ
ント

◆対象者が抱える課題
• この地域での⾼ೡ者は以前から様々な不安を抱えて
いる。また、進ଡ଼にฎ峪者の孤独感の解消が求めら
れている。

• 不安やฎみのਉは様々で、⾼ೡ・病気・૩など
ૣක的な問題を抱えている場合は、専⾨的な⽀援ૼ
が求められる。

◆取組を始めるに至った経緯等
• 孤独・孤独防⽌活動においてదਿのアンケートに
ある⼀⼈ථらしの⾼ೡ者と者の孤独感の解消に
着⽬し、⾼ೡ者の⽣きがいを感じるઐの場の設置
と孤独感を感じる者に関してはௌ⽀援を実施し、
社会ਸの機会から孤独・孤⽴の解消を重ଳした
活動を実施することとした。

◆取組の目的
• 地域おいて孤独感を感じている当事者が社会の
⼀৩であることを認できるプ嵕グラ嵈の開発と、
社会ਸによる⾃⼰ᆾ定感のඃ੭を⽬的とす
る。્に⼀⼈ථらしの⽅々の場所づくりと者
のௌ⽀援を中⼼に取り組み、その活動を通じ
て地域の⾏政峝機関の連携に関するネット
ワークをଡണする。

◆具体的な取組の内容及び特徴
①地域の⾼ೡ者の場所づくり
• නಠക前の地域ઐ崣ンター崲崞レのにて地域
કড়を対象の集いの場として、レ崞ークラフトઇ・
⽣け୨ઇ・おりがみの会・ਬઇ・クリスマス
カードづくり・⼿紙ઇを開催し回2030ع名
のさんとボラン崮崋アとが作ષをつくりながらのઐ
が継続している。また、1াのୁ会には約100名
の⾼ೡ者やボラン崮崋アがਸしアンケートを通じて
実態をཔすることができた。

◆連携方法
• 連携先である⾏政峝機関とは、取組を関
係機関にチラシ・ポスターの配布、プ嵕グラ嵈の
情報案、嵃ー嵈ペー崠等を通じて周知を⾏った。

• 者のௌ⽀援に関しては、⾼ૅ・ಢ⼤・⼤৾
等の૿当者と情報ઐఌを⾏い、対象者に適した
仕事にけるよう⽀援することで孤独の解消を
った。

• また、ઉம関わるボラン崮崋アに対しては、継続に
つながる取組をੑした。

◆連携先との関わり
• జ来から関りのある⾏政峝機関（ৣ
ස）に対して、まずは地域における孤独・孤独防
⽌対策の⽬的や取組を周知した。

②進ଡ଼にฎ峪者のௌ⽀援
• 進ଡ଼にฎ峪⾼ૅ⽣等のௌ⽀援に関しては、৾
ૅとの連携により場⾒৾・体ୡ・崣ミ崲ーを通じ
て不安の解消をり進ଡ଼৭උにつながることで孤
独感の解消を実施した。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
社会ૣක法⼈ ృેృ嵃ー嵈
代表︓੩上໕夫/設⽴ 1935年/৩数950名
所在地︓葉ᔈᔕනಠ21地
主な事業︓ୢ・ૣක・介૧峝⼦育て⽀援を⾏う
合的ૣක施設のઈ、地域કড়のઐの場としての地
域ઐ崣ンター「崲崞レの」を中⼼としたᔈᔕග⽣ၺ
活ඩのまち成事業
●メッセージ
• 孤独・孤立事業を実施する際には、まずは地域の現

状を把握するための情報収集が欠かせない。また、
各機関や団体との連携のために当事業の理解と周
知を図ることができる効果的な活動を工夫する必要
があると考えられる。

◆日常生活環境における予防効果
• イベントਸ者に対して実施した⽣活における不安
やฎみに関するアンケートの結果、ৣ੶のような不安
のଢが⾒られた。
 「⾃分⾃⾝の⽤事ができなくなったらどうするか」
 「年ೡと共にພれඪ状が出てきて⼼配です」
 「ๆにコミ嵍崳崮崋がない」
 「健೨について⼼ටに不安がある」
 「⼀⼈ථらしなので⾒回っていただけると安⼼で
す」

• 上੶の不安の解消のため様々な活動を⾏うことによ
り、地域કড়とのઐの場が設けられ、本事業が孤
独・孤⽴の解消の⼀助となったと考えている。また、
プ嵕グラ嵈に協⼒してもらえるためのボラン崮崋アの⼈
౫も増えた。

• 者のௌ⽀援に関しては、進ଡ଼にฎ峪約50名が
場⾒৾や体ୡ・崣ミ崲ーにਸし、様々な仕事に
関する相談を受けた。また、病気・૩・།困等でฎ
峪者から相談に応じ、6名を当法⼈のௌにつな
げ社会的孤⽴の解消に寄ଖすることができた。

◆つながりの醸成
• イベントへのਸ者から、ৣ੶のଢを聞くことができ
た。

 場所の利⽤者からৣ੶のଢが聞きとれた。
 出会い、峟れあいを感じて௫しみができた。
 ௵達が出来たり、なつかしい⼈に会えて良かった。
 回ৗしいことをやるので௫しみになった。
 峜とりでいることが多かったのでਸして良かった。
 所でも話したことがない⼈と知り合いになった。
 これからも௫しみにしている。今後も期待している。
 ⽇༽しているので助かった。

◆連携による効果
• 機関を௰問して事業ઍを説明したり、地
域の様々なイベントでチラシを配布するなどを
通じて、孤独・孤独防⽌の取組を多くの⼈に
周知することができ活動に協⼒してもらえること
ができた。また、連携体制をଡണするにあたって
のୖ題をྴ出することができた。

◆取組において直面した課題
• ⼀⼈ථらしの⾼ೡ者と者の孤独感の解消に્৲した
ઍをੵ夫した。体的には、地域の⾼ೡ者がਸし
௫しみを感じてもらうための場所づくりと進ଡ଼にฎ峪৾
⽣・⽣െのௌ⽀援に関する活動を実施した。

• 取組を進める中でઉએしたୖ題は、地域の્性から
ਸするためのઐ通⼿段の調ତ、専⾨的⽀援を⾏う⼈౫
の育成、事業を継続していくためのଃ源の確保があるが、
ಓ的に多い健೨・ૣකの不安の解決するために、まず
は法⼈の事業に関する崹ンフレットを作成し地域કড়
に配布することで不安の解消につなげる。

◆他団体への波及可能性
• この事業を通じて、他団体においても孤独・孤独防⽌
対策を実施することが求められることが分かったため、
⾏政峝当法⼈から発信していきたい。

• 今回の取組を通して、当事業の重要性を理解するこ
とができた。今後も本取組実施の際には、ઍのౄ
実と他団体との連携の強৲を⽬して活動していく。

◆今後の課題
• 地域の⾼ೡの場所づくりに関する取組では、活動の場
に来ることができない⼈も多いウことが分かったため、今後
は௰問等のアウトリーチによる⽀援が必要だと考えている。

• 進ଡ଼にฎ峪者のௌ⽀援では、৾⽣・者の相談者
には活動の不安やૌுの失から消ா的になってい
るケースが多いことがわかった。それらの対応としては、まず
はカウン崣リング⼿法を⽤いて受ઍしဉ々に意ඟの向上を
る必要がある。また、コ嵕崲の୶もあってか場体ୡ
などができずに情報不⾜から不安につながっている場合
は、場体ୡやボラン崮崋ア活動を通じて仕事に関しての
理解を深め⾃⾝に適した場のを⽬していくことを
⽀援し孤⽴の解消につなげることが重要である。

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の⽅法
が不明でありਫ਼ୈ中。

64



66

さかいからせかいへ国際フェスティバル
坂井市国際交流協会（福井県坂井市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
௳੩にはૼચ実ಆ⽣を中⼼に約30嵞ব、約1800
名強(⼈ઠૻ約2%）の外ব⼈が⽣活している。仕事
෧、外出の機会がられ、地域કড়もその存在にඡれ
る機会がなく⼀種の孤⽴状態にあるとも⾔える。

◆取組を始めるに至った経緯等
あるૼચ実ಆ⽣が「JRにଭったら誰もๆりに座ってこない、
ᄧしかった」というのを聞いてを൱めた。在ક外ব⼈が
主૽となるようなイベント開催し、地域કড়とઐする
機会を作り、年のເ例事業に育てていきたいと考えた
のが始まりである。

◆具体的取組内容と特徴
●「さかい国際フェスティバル」開催
• 在ક外ব⼈、地域કড়ಡせて300名強のਸがあっ
た。主なプ嵕グラ嵈は以ৣの通り。
বおよ峝⽇本の⾳௫、ဈのス崮ー崠崹フ崑ーマンٷ
ス
ੀのキッチンでのમ理の提਼ٷ
বງ介崾ースの設置ٷ
防಼情報コー崲ーで防಼意の啓発ٷ
本の伝ଁધ৲のภ道体ୡ⽇ٷ

◆取組の目的
在ક外ব⼈が地域社会に受け⼊れられていると実感し
て、⺟বを༵りに思いながら孤独・孤⽴を感じることなく
ಜ怒ძ௫をಞઉに表せて⽣き⽣きと⽇本でථらすことが
できるようになることਸ਼⼀に期待している。峜いては⺟ব
にషった際にはそのことを家ఔ、知り合いに伝えてもらうこ
とにより、⽇本のব際的なイ嵉ー崠が向上し、⼤きくいえ
ばবஇにも資すると考える。
また、防಼એでも果を期待している。つまり、⽇本は
⾃然಼૩の多いবであり、年はવ௭前は⼤規ெ
な૩に⾒われた。಼૩時、ౙし峪のは弱者であり、
⾔葉、ಆຯのୀいから在ક外ব⼈は弱者になりうるਠ
実がある。本事業により地域との繋がりを深め、在ક外
ব⼈を孤⽴からう⼀助にしたい。

●本事業のポイント
①在ક外ব⼈が地域社会に受け⼊れられていると実感出来る機会の提
②地域કড়が外ব⼈が⾝に⽣活していることを実感する機会の提
③഼ચ、伝ଁધ৲、୫ધ৲を通じて多ધ৲共⽣を体ୡする機会の提

◆連携先との関わり
• 協⼒ຘいた団体は以ৣの通りであるが、社会൴と
ともに்広いધ৲ງ介をැねて、ௐみのある地域の
ྟ⼒の共有を⽬した。連携にあたっては、会৩の
個⼈的あるいは仕事上の関係を通じてのルートでア
プ嵕ーチして、個別に協⼒をྛいだ。
①ૼચ実ಆ૰理団体 崐ス崹ス協同組合︓ૼચ
実ಆ⽣への案
②௳੩ਜ部 機管理対策ୖ︓防಼コー
崲ー設置の助⾔・協⼒
③੬性調理ボラン崮崋アグループ「ஐள⼈クラ崾」︓
⼿ઊちおろしᑎ်提
⋊ஐภ道連ೇ︓ภ道実
⋋௭前໐道連ೇ︓合૱実
⋌ড়ఔ⾳௫ોココペリ︓アン崯ス⾳௫グループのງ
介
⋍௳੩⽇中௵好協会︓中বဈの者ງ介

２ 取組内容

●キーワード
外ব⼈/イベント

技能実習生の日本語学習風景
防災コーナーの様子
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◆他団体への波及可能性
• ௳੩の当協会はでは後発になるので、この成
果を通じて、の他団体の活動を考にしながら
活動ઍを早期にキャッチアップしていきたいと考える。

◆日常生活環境における予防効果
• ಢ期的に⽬に⾒えるでの果は残ながら確認で
きていないが、⾃分のકんでいる௳੩に当協会が
活動しているということを広くંせたことがਸ਼⼀歩と考
える。来期以降継続もして実施していくことが ຩ要
である。

◆つながりの醸成
• ਸ者アンケートでは、回答67名中11名が「ৗしい
௵だちができた」との回答があった。

• 8名からはๆ合せの⼈と気軽に話せました、との回答
があり主旨はご理解ຘいたと考える。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度の取組では、外ব⼈対象の防಼ธಫへの
ਸの促進を考えている。ઃ年度は⼦育てにൣうฎみ
事への対応に取り組峪必要がある。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
進めていくうえでୖ題となったのは在ક外ব⼈へのアプ
嵕ーチの仕⽅である。
集⽬ఏ300名中、外ব⼈100名を設定していたが、
当⽇になるまでどれだけの外ব⼈が来場してもらえるか
予想がつかず気をᣑんだ。
◆解決策
上੶ઍを解決するために、まずは確実なところとしてた
団体会৩が౻⽤している会社の管理が外ব⼈జ業
৩をでଛಶ、10数名ᑯまって来場してくれた。
また、会৩の知合いの外ব⼈を通じて、主に中ব⼈関
係の来場があった。
それらの果により50名強の外ব⼈の来場があった。

３ 取組の成果

●団体概要
௳੩ব際ઐ協会
代表︓ি ⼀
設⽴︓2021年/スタッフ10名
所在地︓ૣ੩௳੩ஐྖ応17-10
௳੩૽所ஐ⽀所3మ
主な事業︓ব際ઐ活動、在ક外ব⼈⽀援 等
●メッセージ
• 今回の取組を通して、アンケート結果にもあるよう

に外国人は地域住民との交流を望んでいることが
わかった。この取組を恒例行事化できるよう体制
を充実させたい。

イベント当日の様子

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の
⽅法は、会৩からの年会ા峝不⾜分は種助成
制度の活⽤を考えている。2024年度は地੪の੫業
団の基⾦から40ਐの助成が決定している。

• ⽀援対象者とつながりつづけるために、ૼચ実ಆ⽣を
౻⽤している੫業に対して当協会のイベントਸへ
の案を⾏い、理解と協⼒を੭る活動を地道に継
続する。

◆連携による効果
• ਜ部と連携したことにより、防಼をງ介ຘいた
り、ૼચ実ಆ⽣૰理団体とઉம連絡が取りあえる関
係になるなど、これまで団体独ではできなかったこと
が連携することでできるようになった。

• 連携体制をଡണしたことにより、場のංଠに༃わら
ずੑの300名（ઈડஅ峪）を௭す集を実ਠ
するという果があった。
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相談支援
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親を頼れない子ども・若者のためのオンライン相談窓口のシステム強化
認定NPO法人 トナリビト（熊本県熊本市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
虐待、DV、ネグレクトや社会的養૧で育った等、親を
頼れない事情を抱えた者のための公的⽀援はなく、
地⽅都においてはড়間の⽀援団体がない⾃体も
多い。કや仕事を失った者たちは孤⽴৲しやすく、
嵃ー嵈レス৲、⾃ം、ま峖ಬ・⾵Ⴓ業の強制などに
ีりやすいਠ状がある。年、公的機関に10代20ع
代が繋がらないୖ題がある中で（ി本崯ータ）、親・
家൦から⽀援を੭られない者たちの崳ーズはశ常に
⾼まっており、間で困するケースへの対応がཹ緊の
ୖ題となっている。
◆取組を始めるに至った経緯等
当法⼈は2020年にHPを作成し、相談ษઠを開設。
では先ฌけてSNSでの相談対応を⾏い、継続的
な⽀援を実ᄷしてきたが、当ੂのHP崯崞インはサポー
ター（⼤⼈）向けの印象が෯かった。そこで、今回、ス
マ嵃਼代の者がよりアク崣スしಔく、必要な情報をス
ピー崯崋ーに੭てSOSを出しやすいHPにリ崳嵍ーアルする
こととなった。

◆具体的取組内容と特徴
①SNS相談対応の専ભスタッフを౻⽤
②者がよりアク崣スしやすい嵃ー嵈ペー崠のリ崳嵍ーアル
③相談へのဌசなନ信およ峝対応
⋊ૌுの相談対応事例の分థとତ理
⋋事例をもとにしたQ٭Aの作成
⋌LINEの⾃動ନ信（AIチャット）のସ問スキー嵈ଡണ
⋍ତ理された事例をもとに、スタッフの相談スキルの⼀
৲とସの向上
⋎上੶⋊⋋⋌で੭られた結果を૭ଳ৲し、他の相談機
関に研修等を通し、ா的に発信
⋏SNS相談ษઠの果的な広報

◆取組の目的
10代20ع代の親を頼れない者を対象に、孤⽴感、
孤独感を軽し、信頼できる⼤⼈とつながりながら、社
会的・৽ੋ的に⾃⽴できるよう⽀援することを⽬的とす
る。体的にめ峀すは、SNS਼代と⾔える者たちの
৵さなSOSのଢを࿆い、つながりを保つ⼊りઠを強৲し、
者や関係機関に周知することである。また、⼊りઠと
なった後、ઉம⽀援につながらなくても、嵃ー嵈ペー崠の
Q٭Aから情報を੭て、⾃分の⼒とਖ਼で໌座に動ける
者の背中をせる助けになることである。

●本事業のポイント
①者のଢを⽣かしたアク崣スしಔい嵃ー嵈ペー崠へのリ崳嵍ーアル
②スマ嵃਼代の者がSOSを出しやすい相談ษઠ
③SNS相談を⼊りઠとし、ઉம⽀援や他団体への⾏など継続⽀援

◆連携先との関わり
これまでト崲リビトで⽀援したケースには、者からのઉ
ம相談の他、⾏政や児童相談所からシ崏ルター利⽤や
場所スペースの利⽤について相談があり、⼊所となっ
たケースもあった。
ઉம相談から保૧した者が未成年だったケースでは、
本⼈との対話を重ねഅဍを੭て児童相談所につない岸、
協⼒を੭た。者の્性や「こうなりたい」を๑重すると、
કの৭උも変わってくる。他の団体の資源もଳに
⼊れ、者の⾃⼰決定を⽀援した。共同⽣活がౙ⼿
な者には、不動産会社に相談し、場所スペースに
い場所での家電હき൛ワンルー嵈を確保するなど、
協⼒が੭られたẇ

２ 取組内容

●キーワード
こども・者/相談
/Web崯崞イン

関係機関との連携図

リニューアル後のホームページとLINE
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◆他団体への波及可能性
・ড়共通のୖ題として、崠崏ネレーシ嵏ン崖ャップが峰え
に問題を抱えた者たちとコミ嵍崳ケーシ嵏ンがとれないこ
とがある。当法⼈の年ಽに્৲した広報やSNSの活
⽤⽅法、LINE相談等のスキルは⾏政・ড়間ともに૽⽴
てると実感している。実際に、2024年度には相談৩の
研修依頼等をすでに受けており、当法⼈がした崶ウ
崷ウを伝えるきっかけができた。

◆日常生活環境における予防効果
サイト公開の果︓೮サイト（公開前3かা）とৗサイ
ト（公開後約3かা）をૻຎした結果は以ৣの通りで
あった。
① ി本からのアク崣ス増ਸ（ਜ਼置不明をく）︓

サイトၡ༮数 ೮981→新1107
サイト実௰問者数 ೮278→新329

② サイト実௰問者数の増ਸ（৸地域・不明அ峪）︓
೮1,118名（うちৗ規989名）
新1,271名（うち新規1,139名）

③ ઉம的なアク崣スの増ਸ︓アドレスのઉம⼊⼒や
QRコードからのઉம௰問が20%アップした

⋊ SNS৽のアク崣ス増ਸ︓公開後SNSでの広報を
⾏ったところ、Instagram・FB・X等からのアク崣スが
23%アップした

⋋ QA集へのアク崣ス数︓公開後、ৗ設した「親を頼れ
ない者のためのQ٭A」を427名がၡ༮していた ５ 今後の展開

◆今後の課題
・普啓発︓関係所への周知を進め、アク崣ス数など
の崯ータを継続的に確認し、ৗサイトの௬を⾏う。
・利⽤者からのフ崋ード崸ックと崯崞インのఒ︓⾒やすさ
や必要な情報が੭られるかどうか、スピード感はどうか、
相談の対応はどうか等について利⽤者からフ崋ード崸ック
を集めていきたい。アンケートなどの⽅法もਫ਼ୈする。
・資⾦集め︓事業のౄ実ఁ⼤のビ崠嵏ンがあり（者の
夜の場所、എシ崏ルター等）資⾦調達がୖ題。
◆取組の継続方法
・2023年年ଜより੫業サポーターのඃ੭に動いている。
今年度認定NPO法⼈にಊ格したこともあり、寄હඓ
をアピールし、੫業サポーターのඃ੭に⼒する。
・SNSを通じて発信を強৲し、フ崑嵕ーアップをౄ実。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・サイト崯崞インのੵ夫︓者がアク崣スしやすい、SOS
を出しやすいことがਸ਼⼀ર先なので、⼤⼈ડの「伝えた
い」にုらないよう、当事者である若者たちに実際のデ
ザイン案を見せ意見をもらい取り入れた。サイト制作会
社はૣකは専⾨外で、峪にたどり着くまでに時間と
細かい調ତを要したが、デザインと福祉の連携を研究
している専門家にコンサルを依頼し、制作中のサイトを
一緒に見ながら助言をもらったことで、制作会社への
伝え⽅・アプ嵕ーチや崯崞インのଡ成をఒできた。
・SNS相談のスキル向上︓対એでの相談とは౮なる
「SNS上での相談スキル」について、研修ਸだけでなく
スタッフ間でのケーススタ崯崋を⾏いସの向上に努めた。
・普啓発︓ৗサイトઈ⽤開始に際し、SNSでの周
知、崹ンフレットや連絡先カードの作成、およ峝者⽀
援のネットワークをはじめ関係機関への周知・PRを⾏っ
た。

◆連携による効果
実際に⽀援に繋がった事例ງ介
・軽度がいをもちながら、実家でDVをうけていたAさ
んは、ച⼒や規制の強い⽣活の中どこにも相談できず、
⻑年ິえてきた背景があった。ৗサイト公開後の
2023年12াにネットਫ਼ดで当法⼈のサイトを⾒つけ、
相談LINEからSOSのଢを伝えてくれた。この相談が⼊
りઠとなり、対એでの相談に繋がり、場所スペースに
通いながら本⼈の困りごとやൌを聴いていった。ਈ終
的には当法⼈でシ崏ルターに緊急保૧となり、本⼈の
ൌに添う連携先のড়間団体（DVシ崏ルター٭
૩グループ嵃ー嵈）に相談し、中⻑期⽀援へ繋いだ。
→ネットからSNS相談につながり、場所、緊急ಢ期
シ崏ルターを৽て、他団体で中⻑期的な⽣活⽀援を
受けることになり、ৗ⽣活をスタートさせた。当法⼈との
関係が者を崐ン崹ワー嵉ントし、⾃⼰決定につながっ
たと考える。連携した他団体と話し合いながら、⽀援の
૽સ分૿もでき、実ਠできた。

相談に繋がりやすい連携体制
想定していなかった果としては、ৗサイトになったこと
で、ト崲リビトにケースの相談を出したい⼤⼈にも使い
やすくなったというਡ。相談を受けている者に⾒せや
すいサイトになったことや、相談LINEをງ介しやすく
なった、というଢをຘいた。

３ 取組の成果

●団体概要
NPO法⼈ト崲リビト
代表︓ৣ࿕恵/設⽴︓2018年/スタッフ︓7名
所在地︓ി本ਧ区上ി本2ഛ⽬15-16
主な事業︓⼦どものਥ利ཕ૧、⾃⽴⽀援、ௌ⽀援、
৾ಆ⽀援、普啓発、⽀援者育成事業
●メッセージ
• 困難な状況におかれた若者たちがサイトに求める

ものとして、「すぐに情報が入手できるスピーディー
さ」や、「しんどい気持ちに寄り添ってくれるデザイン」、
「顔の見える相談先」などの具体的なニーズが多
数あがった。若者たちが相談しやすいサイトや相談
窓口の構築に、是非一緒に取り組んで頂きたい。

新サイト公開前後のサイト閲覧数・実訪問数の変化
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かかりつけナースと家事教育によるかくれシングルマザー孤立予防
一般財団法人 ウェルネスサポートLab（福岡県福岡市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ૣળの਼ఝ年ઽは約500ਐであり、このಽで
共௮き・⼦以上の家൦では、崹ート崲ーの⽀援がなく
制度や⾃ાサービスも利⽤できない「かくれシングルマ
崞ー」がおり、家൦や社会に助けを求めにくい状況にある。

◆取組を始めるに至った経緯等
ૣળの௮く性500名を対象に⾏ったഥਮ3年度
「フ崏嵈崮ック等サポートサービス実証事業ાଓ助⾦」఼
උ事業で実施したアンケートで9સ以上の性が⾝
⼼不調ඪ状を重ളして抱えていること、7સの性が健
೨的に௮くために崹ート崲ー・配၉者に家事育児のサ
ポートを必要としていることが明らかとなった。્に上੶の
ಽの性たちは、まず「⾃⾝が不調や不安を感じた際に、
家ఔをஅ峪周りの⼈に助けを求めても良い」と思っておら
ず、周りの⼈も助けが必要だと認していないことが重な
り合い、知らず知らずのうちに⾝⼼不調ඪ状同様、常態
৲し、ఒ⾏動がしがたい状況へと進⾏することが予
され、⾃他共に認知されないまま孤独孤⽴を深めている。

◆具体的取組内容と特徴
●かかりつけ崲ースチャットサポート（૮મ）
かかりつけ崲ースによるLINEチャット相談にて意思決定・
伝達⽀援を重ねることで信頼関係をଡണし、௵⼈のよう
なつながりをつくり、早期に孤⽴を防⽌する。また地域の
種団体と連携し、⾝⼼の不調不安の軽を⾏う。崲ー
スの他、ෆする専⾨アド崸イ崞ー4名（助産師、管理
౭養、健೨ઈ動、社会ૣක）、地域の関
連ス崮ーク嵃ルダーと連携しながら実施。

◆取組の目的
ૣળ在કの2⼦（所੭500ਐ以ৣ）、または3⼦
（所੭不問）のற家ఔの性を対象に、かかりつけ
崲ースによるLINEを使ったサポートとボラン崮崋アによる家
事サポートを⾏い、家൦家事⼈౫の育成をすること
で、⺟親の孤独孤⽴・ႈ病・།困の予防をる。体

●本事業のポイント
①かくれシングルマ崞ーのコンタクト
②ா的なアウトリーチ
③⾝体・ಖઋ・社会健೨度の向上

●有償ボラン崮崋アを活⽤した家事サポートැ家൦家
事⼈౫の育成（上੶モ崳ターのൌ者、ઘ௷
7,500）
家事⼈౫をગઇ育し、利⽤者୧で家事サポートを⾏
いながら同家ఔ（৵৾⽣以上の児童、೯親）に家
事ઇ育（90分×10コマ︓②、ൺહけ①、મ理⋊、
ଓ講③）を⾏う。そのことで家൦だけではなく同⽣活
に頼れる存在を出し、孤独孤⽴を予防した。

●リーフレット作成などの啓発活動
チャット相談やアンケート回答をもとに専⾨家と共に
崯ータ分ෲを⾏い、「かくれシングルマ崞ーのਠ状（⾝⼼
の健೨度、その要、崳ーズ等）とୖ題」をとりまとめ、崷
ンド崾ックを作成し、配布公表を通して社会に認知と理
解を深めることで孤⽴孤独の予防に取り組んだ。また、
キャッチصなધ⾔を使うことで嵉崯崋アに取り上げてもらうこ
とにもරਅした。

２ 取組内容

●キーワード
⺟親/相談/家事サ
ポート/家ఔ⽀援

◆連携先との関わり
・部連携（他アド崸イ崞ー）においては、ඪ状ఒや
社会的要の解決にあたり崲ース以外の他アド崸イ崞ー
が知⾒があるとਖ਼した際に、個⼈が્定されない情報
のみ共有し、アド崸イスを崲ースが受け取り、モ崳ターに伝
えるフ嵕ーで⾏う。そのことによりモ崳ターと崲ースの信頼関
係を深めていくことができる。
・⽇常⽣活ಆຯのఒが困、または社会的要の
解決のために地域の社会
資源や⾏政サービスのサポートが必要だとਖ਼した際に
は、モ崳ターと崲ース間で相談するか౯かの意思決定と
ઍの確認を⾏い、適切な機関をງ介し、相談後も
チャットでフ崑嵕ーを⾏う。
・必要な際は、ງ介先機関へ事前にヒヤリングを⾏うこと
もあるが、その際は個⼈が્定されない情報の共有を⾏
う。

関係機関との連携

的にめ峀すは、⺟
親が「⾝⼼不調や
その他ฎみを家ఔ
அ峪他⼈に話すこと
がઍಔになることで
社会健೨度が向上
し、ఒ⾏動が⾒
られること。家事サポートでの一枚
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、他団体においてもா的なアウト
リーチのアプ嵕ーチと੫業や関連団体との連携や協௮
が重要だと感じる。そのためにも活動ઍや⽅向性など
を定期的かつ継続的に発信していくことが不૭ಳである。
個⼈の⾝⼼不調は様々な社会的要がକしている
ことが多く、ෆฐ的かつ継続的なサポートが必要である。

登録者数72人中59人（内48人かくれシングルマ
ザー）の母親とコミュニケーションを図り孤独孤立予防
を行いました！

◆つながりの醸成（回答者55人、回答数154）
・約9સの⺟親が⼀⼈当たり3個の感情の変৲（ポ崠
崮崋崾93％、ネ崔崮崋崾2％）がありました︕

５ 今後の展開
◆取組の継続方法
チャットサポートサービス ※関東圏・他地域展開予定
2024年3াଜまではਠ状のまま利⽤૭ચとし、4া1
⽇以降はൌ者のみใ存サービス（⼀般会৩︓াપ
ઘ込1,650、੫業︓ૣ利ௐ⽣サポート※ા⽤はサ
ポートઍによって౮なる）へ⾏予定。⽀援対象者
の場合⾃ાサービス利⽤が困な状況とされるた
め、代わりに੫業がા⽤૿をするૣ利ௐ⽣プランの促
進をると同時に⾃体などとୖ題感が共有できた際
は⾃体モ崯ルとしてଡണもਫ਼ୈ。その他、崲ースが常
するૣળコミ嵍崳崮崋スペースにて対એ相談を受
હ૭ચ場所として案する。
家事の家庭教師 ※関東圏・他地域展開予定
90分×10回講座をリ崳嵍ーアル後、2024年4াより⼀
般格︓ઘ込33,000（Ⴈ団体基の該当਼ఝ
は寄હ制度ଓᔉ予定）の他、੫業育児೬ၿ中の
ૣ利ௐ⽣としてૣળを中⼼に提予定です。

◆解決策
①本事業で実施する解決策
モ崳ター件がถ細であったため期待していた੫業協⼒
を੭ることができなかったため、 「アン崸サダー」⽅式でご
本⼈ではなく「周りの該当者の૭ચ性がある⽅」に代わ
りに情報を届けてくれるように発信をしたり、対象者とம
ਡを持ちうる団体やコミ嵍崳崮崋への継続的な協⼒要ட
をா的に⾏い、⽬ఏの8સを達成した。
②インリーチがなかったため、ா的にアウトリーチを
みた。その中でもラポール成と、「相談」を「気になる
こと・モヤモヤすること」に⾔いఌえることによって相談への
崷ードルをくすることを⾏った。ਈ終的にはヒヤリングと
いう名⽬でline電話でのコミ嵍崳ケーシ嵏ンを実施し、アク
崮崋崾嵎ー崞ー77％（59⼈）を達成した。
③⼈⽣100年時代がง来することもあり、多႞なサ
ポーターと家൦の⽇ங調ତが困な事象が⾒られたた
め、終了期間をభ⻑することで対応した。

◆連携による効果
・৽ੋ的不安による⾝⼼不調の⺟親を「ૣળ⾃⽴
⽀援崣ンター」へງ介したところ、夫എでએ談に⾏き、
家൦でୖ題の共有ができたことで安⼼された。
・部アド崸イ崞ーによる「൱・๛こり・ઠ༇の防
⽌」に対する体的なઈ動や調理法提案によりඪ状
ఒと信頼関係ଡണができた。
・⻑期間の不定ᅽ୪に対し適切なୢ機関受൧の
進をしたところ、確定൧ができが૭ચとなり、
ಜばれた。

３ 取組の成果

●団体概要
⼀般ଃ団法⼈ウ崏ルネスサポصトLab
代表︓ຖᆧ/設⽴︓2019年/スタッフ︓40名（
৩5名、ీ約15名、ボラン崮崋ア20名）
所在地︓ૣળૣળ中ఙ区நఈ通2-9-20
主な事業︓かかりつけチャットサポート、⾃ાの่૧ケ
ア、コミ嵍崳崮崋活動（่૧師育成等）
●メッセージ
• 今回の取組を通して、同一対象者に対して、

情報交換や情報共有を通してスムーズな相
互間での支援が必要である。その際に各機関
の役割を明確にすることが不可欠である。

◆日常生活環境における予防効果（回答者55人、
回答数123）
・約9સの⺟親が「⾝⼼不調やฎみを話す（話したい）
⼈が⼀⼈当たり2.3⼈増えた︕

※46⼈かくれシングルマ崞ー

◆行動変容（回答者55人、回答数78）
・約6સの⺟親が「健೨や健やかなථらし」の取組み約
1個にチャレン崠始めました︕

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・進めていくうえでୖ題となったのは「①モ崳ター募集」と
「②モ崳ターへの௮きかけ」と「③サポーターとのマッチング」
である。

【母親が悩みを話す相手の増加】

【母親の感情の変化】

【母親の健康への取組】
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地域連携で実現する、孤独を抱えた母子のための居場所づくり事業
認定NPO法人 LivEQuality HUB（愛知県名古屋市）

１ 取組の背景と目的

●本事業のポイント
①⺟⼦、実ସ峜とり親の早期発⾒、地域資源へのம続は社会ୖ題
②座談会ැ相談会の開催により、崷イリスク⺟⼦の発と⽀援へのつな岸を⾏う
③⾏政৽の案だけでなく、SNS広告なども実施し、்広いಽへリーチ

２ 取組内容

●キーワード
シングルマ崞ー/離ฬ
や別をਫ਼ୈ中の⺟
親/相談

◆対象者が抱える課題
この地域のシングルマ崞ーは、離ฬや別をਫ਼ୈしている
段మから、多くのୖ題にઉએしている。孤独という重い⼼
の૿にਸえ、⽣活の安定や⼦育ての問題、時には家൦
ച⼒の問題も抱えている。これらの要は、性とその
⼦どもたちを崷イリスクಽへと追いやる૫性を⾼めている。
地域のサポート体௺が不⾜していることも、ೀたちが
ઉએするୖ題の深刻৲に༭をかけている。

◆取組を始めるに至った経緯等
当団体は、離ฬや別をਫ਼ୈ中のシングルマ崞ーがઉએす
る孤⽴感と、適切な相談先の不⾜に着⽬した。これらの
性たちは、家൦の問題や৽ੋ的不安、⼦育てのฎみを
抱えながらも、信頼できる⽀援や場所がないために、必要
な助けを੭られていない。このような背景から、எたちはೀ
たちに安⼼して話せる୭と実⽤的な⽀援を提するため
のプ嵕グラ嵈を開始することとした。

◆取組の目的
本取組の⽬的は、離ฬや別をਫ਼ୈしているシングルマ崞ー
を⽀援し、ೀたちとその⼦どもたちの⽣活を安定させる
ことである。
体的には、⺟⼦が孤独を感じずに安⼼してථらせる「ਸ਼三
の場所」の提、信頼できる専⾨家による個別の相談機
会の提、そして地域社会との連携強৲を通じて、これらの
⺟⼦が崷イリスクಽにૡすることを予防することを⽬した。

◆具体的な取組の内容及び特徴
(1) 専⾨家による相談⽀援
• 法的、⼼理的な問題に対する個別相談を提
し、⺟⼦の⽣活安定をサポート。

(2) ⺟⼦ઐ会の開催
• 同じฎみを持つ⺟⼦が情報と৽ୡを共有し、孤
⽴感を軽するためのઐの場を提。

(3) 地域資源の活⽤
• ક୧、ௌ、⼦育て⽀援など、地域のサポートを
活⽤して、⺟⼦の⽣活安定を促進。

◆連携先との関わり
・連携先である地域の専⾨家や公共施設とは、્に
「離ฬ調」「親⼦のಖઋケア」「એ会ઐ」の問題に
関する相談⽀援を強৲するために緊ഡに協⼒していま
す。これにより、シングルマ崞ーの多様な崳ーズに対応し、
ೀたちとその⼦どもたちがઉએする問題の解決を⽀
援します。

また、ઉம関わる৸22区૽所・⽀所のഎ⼈相談৩、
名ଽો⼦ども・⼦育て⽀援崣ンター、名ଽો社協
に対しては、情報提を⾏い、相談会ැઐ会の്
伝とਸ促進をった。

個⼈情報の取り扱い等、連携先との情報のやりとりにつ
いては、డ格なプライ崸シー保૧のৣで⾏った。これによ
り、ਸ者の安⼼と信頼を保ちながら、果的な⽀援
を提した。
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５ 今後の展開

４ 取組において工夫した点３ 取組の成果

●団体概要
認定NPO法人LivEQuality HUB
代表：岡本 拓也/設立 2022年/職員数８名
所在地：愛知県名古屋市東区東桜2-4-9 ナゴヤビル
203号室
主な事業：DV避難や離婚、失業等の様々な理由で住
まいを失い、新たな住まいの確保が難しい母子の相談へ
の住まいのコーディネート等
●メッセージ
• この成果を通じて、専門家との座談会を開催するこ

とは相談のハードルを下げるという点で一定の有用
性を確認することができた。また、かなり話しづらいト
ピックであっても、場づくりにより、安心感を保ちなが
ら密な相談をすることができ、その後の支援につなげ
ることができる。今後他の地域で多様な会が開催さ
れることを望む。

◆参加者数
本取組期間中に4回の相談会件座談会を開催した。
①「何か独りで疲れている」に向き合う！プチカウンセリ
ング体験会
・講師：保健師/看護師/大学教授
・参加者数：3名
②離婚や別居のはじめの一歩を知る！
・講師：離婚弁護士
・参加者数：6名
③面会交流のぶっちゃけ不安/愚痴/疑問シェア会
・講師：面会交流支援団体
・参加者数：4名
④お母さんの心と身体を大切にするひととき（医師）
・講師：医師
・参加者数：3名

◆つながりの醸成
・参加者からは、「貴重な機会に参加できたことへ感
謝しています。悩みを抱えているのは自分だけではな
いこと、専門家のお話で色々なケースがあることを知
れたことが良かった」など講師より専門的なアドバイス
を受けることに価値を感じるだけでなく、他の同様の
経験をした母親と現在経験をしている母親との間で、
情報交換をすることに価値を感じてもらうことができた。
・自分の他者に安心してシェアすることで、内省に繋
がるとともに、他者の話を聞くことで、今後の見通しを
考える情報を得られた参加者が多くみられた。

◆地域資源情報の展開
・イベント参加後、当団体の中心事業である、住まい
の相談に来た母子が2組いた。
・また、住まいの相談ではないが、生活に関する相談
を当団体に対して依頼した母子が1組いた。
上記から、本座談会を通じて、他者へ相談に進むと
いう次のアクションに一定割合つなげることができたとい
える。

◆取組において直面した課題
・進めていくうえで課題となったのはアウトリーチである。

今回行政機関や子育て施設への資料配架、SNS広告
を行ったが、それらを経由しての申し込みは33%だった。

◆解決策
・結果としてSNS広告による顧客獲得単価で考える

と、2,000円程度となっており、決して高い数字ではな
かった。今後同様の会を開催する際には広告予算の増
額を検討する。

◆他団体への波及可能性
・専門家による少人数の座談会は一定のニーズがあり、
また、専門家とニーズの特長をすり合わせる副次的効果
もある。このようなノウハウは他の地域でも再現可能と考
える。

◆今後の課題
・今後さらに幅広い母子の参加を促すためには「開催の
頻度を上げる」「開催の時間帯の幅を増やす（週末・
夜）」「開催の形式の幅を増やす（オンライン）」ことが
考えられる。しかしそれぞれのアクションで心理的安全性
を確保し相談できる環境づくりの手法が異なるため、検
討が必要である

◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するための資金調達の方
法は課題が残る。一定のニーズは感じられるも、参加費
型など参加者徴収型ができないため、助成金や寄付金
を組み合わせて行う必要がある。また、職員の運営負荷
も高いため、慎重に検討する必要がある。
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ママの孤⽴・孤独防⽌専⽤LINE「モヤツイ（モヤモヤtweet)」事業
⼀般社団法⼈ ママの孤⽴防⽌⽀援協会（東京都⾜⽴区）

１ 取組の背景と⽬的

◆対象者が抱える課題
⺟親としての弱⾳、不安などが吐き出しにくい。
「⺟親失格と思われるんじゃないか︖」と考え、助けを求
めることに抵抗があり、⼀⼈で抱え込み、鬱や⼼を壊し
てしまうケースもある。
◆取組を始めるに⾄った経緯等
産後の⼦育てママの孤⽴感を調査したところ、頼る相⼿
や困った時に話せる相⼿が「いる」と答える⽅がほとんどで
ある⼀⽅、約85％の⽅が「孤⽴感を感じたことがある」と
回答した。この結果の背景には、⽇本社会における「⺟
親なんだから頑張りなさい」「みんなやってきたから」「⺟親
なんだから弱⾳を吐いちゃいけない」「こんなことを思って
しまうのは⺟親失格」という暗黙の⾵潮が根強く残ってい
ることあり、結局⺟親は⾃分の気持ちを封印し、⼼を病
んだり、虐待やネグレクトにつながるのではないか。そのた
め、誰にも⾔えない、⾔いづらい気持ちのモヤモヤを気軽
に、好きなタイミングで吐き出す場が必要と考えた。

◆具体的取組内容と特徴
●公式アカウントで「モヤツイLINE」開設
事前に・LINE利⽤規約を作成、LINE対応者を管理
者設定をする（操作⽅法やLINEの仕組みを個別に
対応）

●「モヤツイLINE」対応者養成 講座実施
●LINE周知のための告知・PRの実施
・啓蒙カード制作
・PR協⼒（SNS、⾏政関連部署のカード設置、配布
協⼒スッタフ募集・協⼒、広報紙に掲載）

●実際のLINE対応開始

◆取組の⽬的
①気持ちのモヤモヤを吐き出す場として、傾聴・共感を
軸に研修をした地域の⽅が対応する「モヤモヤTweet
（モヤツイ）」 LINEを開設し、⽇常⽣活における⺟
親の孤⽴感の解消に努める。
②⾃分の気持ちを吐き出し、誰かに寄り添ってもらうこ
とで、⼈が⾃分の⼒でまた前向きになる⼿伝いをする。
時と場合により専⾨機関の介⼊が必要であれば繋げ
る。この仕組みが地域に定着すれば、緊急対応案件
（児童虐待やネグレクトなどの様々な社会問題）の
早期発⾒、未然予防の⼤きな⼀助となると考える。
③このLINEの周知は、地域の⼈や団体の⼒を借りる
ため、周囲からの「ママの孤⽴予防」への関⼼を⾼める
ことにもつながる。

●本事業のポイント
①⼦育てママが不安や迷いを遠慮なく吐き出せる場
②⼦育てによる⼼⾝の崩壊、虐待、ネグレクトの早期発⾒と回避
③地域における「ママの孤⽴・孤独予防」への関⼼を⾼める

●本事業のポイント
①⼦育てママが不安や迷いを遠慮なく吐き出せる場
②⼦育てによる⼼⾝の崩壊、虐待、ネグレクトの早期発⾒と回避
③地域における「ママの孤⽴・孤独予防」への関⼼を⾼める

◆連携⽅法
・当該事業の趣旨などをきちんと理解してもらえるよう
に説明の機会を設け、啓蒙カード設置の協⼒を依頼。
・産後うつの疑いなど、LINEのやり取りの中で⼼配な
ケースは関係機関に繋げる

◆連携先との関わり
・連携先である地域の団体とは、NPO活動で⻑年関係
を作ってきたところやコンタクトをいただき、思いが共通のと
ころをピックアップし、啓蒙活動にご協⼒いただく
・⽇頃からママの⽀援の中でつながりのある⾏政機関で
想定されるケースの⽀援専⾨機関をピックアップ。
・個⼈情報の取り扱い等、連携先との情報のやりとりに
ついては、当団体が定める個⼈情報取扱いの規約に則
り慎重に⾏う（例えば、ネット回線を使わず電話で
伝える等）。

２ 取組内容

●キーワード
⺟親/相談/チャット
●キーワード
⺟親/相談/チャット

孤独を感じたことがある⺟親の割合 関係機関との連携図

孤独を感じたことがある⺟親の割合
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、他団体においても気軽に自分の気
持ち、誰かに言えない思い/気持ちを吐き出せる場は必
要。こういったLINEが増えていけば、自分で吐き出し、
前を向き孤独感・孤立感から解放される。

◆日常生活環境における予防効果
・LINEにて普段のモヤモヤや誰にも言えない不安な気持
ちを吐き出すことで心が確実に軽くなり、自分で解決方
法を見出し、子育てや生活に前向きになるため、深刻な
ケースになる予防となる。
・地域に「ママの孤独・孤立防止」を周知することにより、
関心や目が向き、理解促進につながる。周囲のママが同
じ状況の際に気持ちを受け止め、寄り添える人が増える。
＜事例＞
◉1歳の息子が自我が芽生え、要求が増え通らないと大
泣き。夫は出張が多く実家も遠いのでワンオペ。自分に
余裕がなくイライラして感情で怒ってしまい自己嫌悪。
→ママの大変さ、一人で対応する頑張りに寄り添った言
葉を伝える。その上で対応策を提案すると、「その手があ
りましたね。あとは通じなくても言い聞かせていくしかないで
すね。」とママ自身で解決の方向性を見出し、御礼を
言って終わる
◆つながりの醸成
・利用に爆発的につながるわけではないが、つながった方
は確実に心を軽くできる。
また、何かあればここで呟こう！と安心基地になる。（リ

ピート利用者も発生）
・個人ではつながりにくかった行政専門機関・部署ともこの
事業を通してつながり、
適切な支援を受けられた実績あり。

５ 今後の展開

◆今後の課題
・今年度の取組では、LINEで呟くことで気持ちがスッキリ
したり、誰にも言えないことを吐き出すことで確実に前を
向ける成果が証明された。心配なケースはうまく専門機
関に繋げることもできた。ただ、命に関わるなど緊急性が
高くないため、対応者を有償にするほどの数に至るには、
まだまだ種まきや周知が必要であるため地道に周知して
いく必要がある。別の手段として対象者を集めてのイベン
トを開催し、ダイレクトにアピールすることもトライしたい。
◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するための資金調達は、
まだまだ助成金に頼ることが必要になってくるが一方でこ
の事業に賛同してくださるスポンサーも探していきたい。
・支援対象者とつながりつづけるために、相談終了で音
信不通にならないように時々必要な情報もお届けしたり、
「こんなことでつぶやいていいんだ」という例を配信する。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・周知をしても爆発的な利用に繋がらない
・すぐにLINEで呟こうという行動への一歩、きっかけづくり
に時間がかかる
・差し迫った事態ではないため、「こんな気持ち母親とし
て吐き出して良いものか？」 という自制心が勝ってしま
う利用者が多い。
・利用対象のママたちにヒアリングしたところ、夜や夜中、
眠れない時に気持ちがいっぱいいっぱいになって呟きた
い、という意見が多かったが、対応時間外である。
◆解決策
・地道に周知し、些細なことでも自分の気持ちを遠慮な
く吐き出しよい、という風潮を広めていく。
・つぶやきやすくするために、当団体からLINEを通じた地
域情報の発信等を行って利用者との距離を縮める。

◆連携による効果
・利用者事例で産後うつが心配されたため、本人に確
認して地域保健師に繋げた。
※本人も自分からは連絡しづらいようで、当団体から先
ず連絡するようにした
→このようなケースでは、当団体から連絡すると言うと合
意される場合が多い。行政につながることに抵抗がある
ようである。
・地域の母子寮に啓蒙カードを配布したところ利用に
至った。誰にも言ってなかった心のモヤモヤを呟いてくれた。
・行政の資源サービスにつながった。この事業が介在す
ることによって「こんなこと相談してもどうにもならない」とい
う誤解が払拭できたようである。
・地域のLINE対応者は、日を追うごとに対応が上手に
なっていくため、頼もしく大きな存在となった。このような
存在が地域に誕生したことに意味がある。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人 ママの孤立防止支援協会
代表：三浦昌恵/設立：2021年/スタッフ：4名
所在地：東京都足立区梅島3-4-8 うめじまKSビル
2F
主な事業：ママの孤立防止のシンボルマーク・ドットリボ
ングッズ配布、啓発活動による相談支援周知
●メッセージ
• 日頃の信頼関係や相談以外のつながりの中、

呟きやすくなることもあるため、地域の情報発
信と相談・呟きの両機能を兼ね備える方法は
有効かもしれない。また、特に深夜にモヤモヤ
する方が多いので、明朝の対応になってしまっ
ても丁寧に返信することが重要である。

啓蒙カード
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社会的孤独孤立（ひきこもり等）に関する合同相談＆講演会
一般社団法人 生きづらさインクルーシブデザイン工房（東京都豊島区）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
不ఃૅ、峜きこもり、発達૩、ௌ困、家ఔとの確
などをਉとした社会的孤独・孤⽴は社会的なୖ題
として広がりを⾒せている。これらのୖ題は、孤独ଈ、
8050問題など、さらなる社会的ୖ題をා発するਉと
なりうる。
社会的孤独・孤⽴に対する社会的な理解の促進と協
⼒者のネットワークづくりに早急に取り組峪必要がある。

◆取組を始めるに至った経緯等
当団体設⽴者である⼤ଶఴ信は、⾃⾝が社会的૮
（援）・孤⽴が広がる社会情િの中、⾃⾝も⽣きづら
さ5་（いじめ・不ఃૅ、家ఔとの確、発達૩、
峜きこもり、社会ਸ・ௌ困者）の当事者・৽ୡ
者として、誰もが社会的所ര先を持ち、⾃分らしい⽣き
⽅が出来る、また⽣きさをカ崠嵍アルなཹภでも気
軽にୁれる社会の実ਠのために、家ఔ会等に所രし活
動をスタートしました。

◆具体的取組内容と特徴
●豊島区を中心とした「居場所」活動や講演会の開催
• ௹島区等で定期的に「場所」を開催し相談年間の
峣300⼈ਸ。講会を定期的に開催。

●行政や他団体との協働
• ௹島区における峜きこもり等⽀援政策ఁౄのための提
⾔を⾏い実ਠ。

• ௹島区で活動している団体と協௮でオンラインを活⽤
したৗたな活動づくりのきっかけづくりに着⼿︕

◆取組の目的
当事者としてこれまで関わってきた⼈たちや、家ఔ会での
知⾒、ネットワークを⽣かし、社会的孤独・孤⽴の問題
を抱える⼈たちが「⾃分らしい」⽣き⽅ができるようになる
ことを⽀援すること。

●本事業のポイント
①社会的孤独孤⽴状態にある⽅に対して、⽀援機関との出会いの場を提する。
②⽀援団体間の情報ઐ・ネットワークづくりの場を提する。
③峜きこもり、⽣きづらさの問題に関する専⾨家の講を通して、問題解決のヒントを⾒つ
ける。

◆連携先との関わり
• これまでਸしてきた家ఔ会、⽀援活動団体との
ネットワークを活⽤。定期的に相൩に活動にਸ

• 地੪である௹島区峝地域活動⽀援団体との連携。
活動の認知促進のためのイベントなどに定期的に
ਸ。

• 主に都の社会ૣක協৮会とઐを持ち、地域
の⽀援活動に関する情報ઐを⾏うとともに、講
会などへの講師としてのਸを依頼。

• ௹島区ૣක関係部局と定期的情報ઐఌと、イベン
トへのਸ、協௮事業の実施。

２ 取組内容

●キーワード
⽣きづらさ/峜きこもり/
ピアサポート

活動の様子 関係機関との連携図

IIDK

都社会ૣක協৮会

家ఔ会

他⽀援活動団体

௹島区

地域活動⽀援組௶
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◆他団体への波及可能性
• 社会的孤独孤立は誰にも訪れる可能性があることを

広く認識してもらうことで、この問題を身近なこととして
一人でも多くの方に感じてもらうことが大切である。そ
のためにも、現在の当事者だけでなく、当事者となりう
る全ての人たちに「知っていただく」よう、さらなる創意
工夫を行う。

• 社会的孤独孤立について気軽に訪れることができる
場所、相談できる場所の入り口を広げるために、当
事者団体以外の人たちが参画できるようにしていきた
い。

• 一般企業などに、ひきこもり、発達障害、いじめなど、
生きづらさを抱える人たちが就労できることの社会的
意義や働くために必要な環境整備の方法などを理解
してもらい、社会全体で「生きづらさ」を抱える人たち
の生活を支えるような価値観の醸成を図りたい。

◆参加団体のネットワークづくりへの貢献
参加団体のアンケート調査によると、以下のような評価が
あった。
• 他にも社会的孤独孤立支援で数多くの団体が活動

していることを知った。同じ社会的孤立孤独の課題で
あっても、さまざまな問題が複層的に絡み合っており、
他団体との協力・協働の幅が広がった。

◆さまざま専門家の講演により、幅広い知識とそれぞれ
のつながりを発見できた
• 早稲田メンタルクリニックの益田氏、目白大学大学院

の山﨑氏、一般社団法人ケアラーワークスの田中氏、
ノンフィクション作家の菅野氏、事故現場清掃会社の
前川氏など、さまざまなジャンルの専門家による講演に
よって、少し専門から離れたテーマに対する知識を得ら
れ、当事者、支援活動団体双方ともに、さまざまん課
題が関連していることを理解でき、視野が大きく広がっ
た。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 代表大橋の他界により、現時点では当団体の活動

内容なども含めて見直しが必要な状況となっていま
す。

• 後任の代表理事が決定致しましたので、これまでほ
ぼ毎週実施してきた「居場所」の活動や、本事業の
次年度の展開についても改めて検討しなおしたいと考
えています。

◆取組の継続方法
• 当団体として居場所活動を継続し、当事者のニーズ

を把握し、第2回目以降の合同相談＆講演会に
フィードバックを行う。

• 行政や社会福祉協議会との連携をさらに強め、東京
を中心に社会的孤独孤立の相談窓口などに関する
情報をさらに充実させていく。

• 第2回目以降の合同相談会＆講演会の内容を検
討し、より幅広い人たちに、「社会的孤独孤立」をさら
に自分ごととして捉えていただけるように内容を充実さ
せていく。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
周知・広報、特に、オンラインイベントへの集客力に課題
を感じている。
◆解決策
①著名人や当事者の講師への起用。
②講演会後に「居場所」活用を併設した。

◆行政・社協との連携の基盤づくり
• 今回のイベントには、都内９地域の社会福祉協

議会の方たちも参加し、その取組を紹介していいた
だいた。今後の当団体の活動をさらに拡大していく
ためには、行政は社会福祉協議会との連携は必
須である、その基盤を構築することができた。

３ 取組の成果

●団体概要
一般社団法人生きづらさインクルーシブデザインデザイ
ン工房
代表：久保 亘/設立：2020年/スタッフ6名
所在地：移転中
主な事業：個別相談、居場所活動 等
●メッセージ
• 今回のイベントを通して、他団体との連携が非常

に重要であることを改めて認識できた。今後もさら
に連携を広げ、深めいくよう、協力していきたい。

◆当事者ニーズの把握
• 今回の参加者は、さまざまな支援制度の内容理解よ

りも、「居場所」や「相談先」など、支援してくれる団体
や場所を探している傾向がみられた。また、現時点で
就労に対する悩みを抱えている人が多く、その具体的
な解決策がまだ見つかっていないことが明確になった。

講演会の様子

合同相談会の様子 78
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生活困窮者のコミュニティの活性化および実態調査
特定非営利活動法人 ほっとプラス（埼玉県さいたま市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ほっとプラスで⽀援をする⽣活困者は、৽ੋ的な困
や社会的なု⾒などにより、社会から孤⽴しやすい状況
におかれている⽅が多い。ે分なઽ⼊がなく社会資源に
アク崣スできず、基本的な⽣活崳ーズをたすこともし
く、૮⼒やဵኯといったイ嵉ー崠で⾒られることもあり、差
別やൾの対象となることもある。不安定な⽣活やల
来への不安から孤独感が深まり、⼼理的૿も⼤きく、
健೨問題による୶も考えられる。
◆取組を始めるに至った経緯等
⾝寄りのない⽣活困者がコ嵕崲ምでより孤⽴状態を
深めてしまったり、病気や所トラ崾ル等をきっかけに峜き
こもり状態になってしまうケースを多く⾒てきた。そのような
背景を౷まえ、場所づくりの活動や相談会の開催を
通じて、⽣活困状態にある⽅の場所や相談ษઠ
をつくり、ൌුになってしまった繋がりおよ峝地域とのઐ
を活性৲する活動が必要だと考えた。

◆具体的取組内容と特徴
●居場所づくり事業（いこいの会）の開催
• া10⽇頃༼୮崷崔キにて安౯確認をැねた案
状をଛહ。

• াਈ終⾦⽇にいこいの会を開催。
• ピアサポーターのスタッフを軸にしたઈ。ボラン崮崋ア、
専⾨

• ఉ૧、่૧師、社会ૣක等のઐ、相談の場
づくり。

●相談会の開催
• 開催⽇︓9া30⽇╏ / 12া23⽇╏ 10時18ع
時 ਆઠ キ嵍・ポラ

• ఉ૧、社会ૣක、ୢ等による対એおよ峝電
話による相談対応

• 困りごとに応じた⽀援制度の案、୫໖⽀援等の援
助を実施

●孤立対策事業の可視化および実態調査
• アンケート調査(相談会)
• インタビ嵍ー調査(いこいの会)

◆取組の目的
場所づくり活動（いこいの会）や相談会の開催を通
じて、⽣活困状態にある⽅の場所や相談ษઠをつ
くり、ൌුになってしまった繋がりおよ峝地域とのઐを活
性৲する活動を⾏う。また、これまで⽀援で関わった
⽅々へのアンケートやインタビ嵍ー調査を通じて、孤⽴や
།困に関する実態調査を⾏い、ୖ題や問題ਡを૭ଳ
৲していくことを⽬的とする。

●本事業のポイント
①地域における場所づくりによる孤⽴৲防⽌
②専⾨(法・ୢ等)の協௮による相談対応
③孤⽴や།困に関するୖ題や問題ਡの૭ଳ৲

◆連携先との関わり
岡専⾨・ボラン崮崋ア岢
• 相談会については、ખ།困ネットワーク൮やୢ
⽣協൮協同組合、フード崸ンク൮等と連携して
開催。法専⾨やୢ専⾨、地域のボラン崮崋
アと協௮しながら、専⾨性を活かした相談⽀援活動
を実施。また、定例で⾏っている会৮や相談会の報
告会の開催を通じて、౿の⾒える関係を持。

岡地域とのつながり岢
• 場所づくり活動については、さいたまઇ育৩会

(さいたま⽴ખি会ை)と連携して開催。通常の
場所づくり活動(いこいの会)だけでなく、会ைで開
催する他団体とのઐイベントへのਸや、地域の
中৾ૅにおける業体ୡに協⼒をしながら、地域で
の関係性をଡണ。

２ 取組内容

●キーワード
相談⽀援/ક⽀援
/場所づくり

いこいの会での活動

相談会の様子
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◆他団体への波及可能性
• この成果を通じて、他の地域においても専⾨の協
௮による相談会を実施することの有性が⾒出して
いけるとよい。

◆いこいの会
• これまでક⽀援や⽣活⽀援を⾏ってきた⽅を中⼼
にଡ଼上回活動でଢをかけた⽅、ア崹ートీ約のた
めの緊急連絡先依頼について相談がある⽅等へ
া案状をଛહ。

• া20名前後がਸ。期間開催ڳ回・భ峣
ਸ者数130⼈。ਸできない⽅からも崷崔キでの
況報告あり。

• ఉ૧(ڭ回)、่૧師(ڮ回)による相談対応、体
操講師によるレクリ崐ーシ嵏ン(ڭ回)を実施。

• アンケート、インタビ嵍ーの実施を通じた困り事のཔ。

◆相談会
• ખ།困ネットワーク൮、ୢ⽣協൮等と連携し、
ఉ૧、ఘ法છ、社会ૣක、ௌ௮組合等の相
談৩が૮મで⽣活やௌ௮のことなどについて相談対
応を⾏った。

• 期間開催2回・来場者⼈数 162名(9/30)      
150名(12/23)

• 相談者の多くは⾼にକした⽣活不安を感じて
おり、୫໖⽀援をൌ。他分にまたがるള合的な
相談を抱える⽅も多い。

岡相談ઍより岢
• ⾼で୫ાやાが上がり、年⾦だけでは⽣活
が困。

• ୢાがかさんでしまうため病にかかることをためらっ
てしまう。

• ⾝寄りが૮く⾝੪保証⼈がおらず、ຠ施設からの
ૡができない。

• ড়ணட中でෘ放ඊのため、ௌができず⽣活ા
がない。

• ⽣活保૧制度を利⽤中だが、૽所とのトラ崾ルがある。

５ 今後の展開

◆今後の課題
• 今年度の取組では、場所づくりの活動と対એでの
相談会を開催し、ਠ在の孤⽴や།困に関するୖ題
や問題ਡに関する相談者からの聴き取り等を⾏うこと
ができた。ઃ年度は今年度の活動を継続するととも
に、体的な解決に向けた崥ーシャルアクシ嵏ンにもよ
り取り組んでいきたい。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
サポートを必要としている⼈にどのように情報を届ける
か︖
他種や他団体との連携をどのように取っていくか︖
◆解決策
相談会については、SNSや地域の掲ંഝでの掲ં、ക
前でのチラシ配り等を通じた広報活動。
場所づくり活動については、༼୮はがきのଛહやଡ଼上
回でのଢෳけを通じたアウトリーチ活動。
他種、他団体との連携については、定期的な会৮や
嵉ーリングリストの活⽤を通じた౿の⾒える関係の持。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈ほっとプラス
代表︓ি ઌ基/設⽴︓2011年/スタッフ12名
所在地︓൮さいたま⾒ඖ区⾵நٕڵڱگ
گ
主な事業︓⽣活相談、シ崏ルター提、場所づくり
等
●メッセージ
• 今回の取組を通して、生活困窮状態にある方々

がコロナ禍や物価高等でより一層生活が苦しい状
況に立たされてしまっている現状がより明らかに
なった。本取組を継続していけたらと考えているが、
一番の理想は「孤立」「貧困」「ホームレス」のよう
な社会問題が無くなるような社会になり、このよう
な取組が不要となることであると思っているので、
このような孤独孤立に関する社会問題が少しでも
少なくなるような世の中になるように、微力ながら
引き続き他団体とも力を合わせていきたい。

ハガキによるアウトリーチ

◆取組の継続方法
• 本取組を来年度以降も継続するための資⾦調達の
⽅法はક⽀援法⼈の認૭を通じたଓ助⾦やクラ
ウドフ崉ン崯崋ングをਫ਼ୈ。

• ⽀援対象者とつながりつづけるために、継続した広報
活動や案状のଛહを実施。
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多様な仕掛け
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人・物・心を循環させる赤ちゃんから高齢者までの３世代交流拠点
NPO法人 子育て応援ワクワクピース（大分県大分市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
コ嵕崲ምで⾃会活動やPTA活動が૮くなり、地域で
౿を合わせたઐが失われ、地域で協⼒し共⽣する関
係性がුれた。

◆取組を始めるに至った経緯等
コ嵕崲ምでのಏ時೬ૅ中やಒ೬み等の⻑期೬ၿで
ஔ୫が૮い時期にጐせていくこどもたちを地域で⾒て、
共௮きでも⽣活に困し୫事を⾜に取れない家ఔ、
⽣活困し困っている⾼ೡ者の状況、地域で孤⽴し
ている独਼ఝのฎみを聞き、地域で਼گ代がઐ
しながら⽀え合えるような活動を始めた。

◆具体的取組内容と特徴
・みんなの୫ൡ
াڮ回定期的に公ড়ை等で開催。ಒ೬み等の⻑
期೬ၿ中はাع⾦まで⽇ஔ୫代わりに開催。
会場に来ることが困な⽅へは、⾃୧までఉ当を配達。
・地域のフードドライ崾・地域でフード崹ントリー
家൦や੫業での୫મષ等の余ષを集めたり、リサイク
ルમやおもちゃ等を集め必要な⽅に૮償で配布す
る。必要な時に必要な⽅に⽀援するために365⽇対応
している。
・⽣きづらさを地域で⽀え合う地域コミ嵍崳崮崋ーカフ崏
ฎみ事や困りごとを相談し解決にくために専⾨家をഃ
き相談会やઐ会を開催。⼦連れでのਸの場合は、
保育による児もし、峰っくりと安⼼して話せるよ
うにੵ夫している。

◆取組の目的
地域で共に⽀え合うをつくり、困ったときにSOSを出
すことができ、౾問題を解決にく地域の場所とし
て、地域કড়が౿を合わせઐ活動することを⽬的と
している。

●本事業のポイント
①ちゃんから⾼ೡ者まで利⽤できる「みんなの୫ൡ」
②フードドライ崾・フード崹ントリー・リサイクルમなどの୭⽀援
③ฎみ事・困りごとを相談し解決にく場所の提

◆連携方法
・関係機関と連携をる上で、⼤分の⼦育て
⽀援ୖ、ઇ育৩会、ড়協௮進ୖ等を௰問
し協⼒をおൢいした。
・地域の保育ୱ・ညୱ・৵৾ૅ・中৾ૅ・⾼ૅへ
はઉமこの活動について説明をして回り、া案
チラシを配布した。
・地域のෆฐ崣ンターや保健崣ンター等にもা案
チラシを設置してもらい必要な⽅に情報が届くよう
にした。
・地域⾃体へは、回༮ഝでの案を依頼したが、
地域ごとにആ度差があり、困であったので、ポス崮崋
ング業者に案チラシを地域৸ૺに配布した。

◆連携先との関わり
・連携先である⼀般社団法⼈ライフカドル協会は⼤分
ક⽀援法⼈でもあり、⽣活困やDVなどで困っ
ている⽅のકまいの⽀援もしているので、相談者から
緊急⽀援のSOSを受けたときは、連携し⽀援に繋い
でいる。ઙ式会社Linewoodは૬き家アド崸イ崞ー協
会にਸೇしているので相続や૬き家問題等の相談崣
ミ崲ーの講師等を依頼した。
・また地域の保育ୱ・ညୱ・৵৾ૅ・中৾ૅ・⾼ૅな
どにはઉமチラシの配布を依頼し、所で気になる家
൦などの情報共有を⾏っている。
・地域ෆฐ崣ンターやড়⽣児童৩とも連絡をとり、気
になる⾼ೡ者の⽀援、独਼ఝの⽀援等に協⼒して
いただいている。
・個⼈情報の取り扱い等、連携先との情報のやりとり
については、嵉ールやLINE等ではഡのጔが⼼
配なので、ઉமお会いして会৮をさせていただいて
いる。

２ 取組内容

●キーワード
こども/།困/孤⽴/孤
୫/独਼ఝ/DV

ហẼỞỮẦ
Ụ᭗ᱫᎍ

ᾝᾟᾞඥʴ܇Ꮛềࣖੲὁ
ἁὁἁἦὊἋ

ᆐ࠷Ὁטỉ̬Ꮛ؏ע
ὉఄܖὉɶఄܖݱὉט

᭗ఄ

ᐯ˟Ὁע؏Ѽ
ਙἍὅἑὊ

ɟᑍᅈׇඥʴ

ἻỶἧỽἛἽң˟Ὁ

ఇࡸ˟ᅈ
Linewood
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◆他団体への波及可能性
・この成果を通じて、他団体においても地域でこども୫ൡ
などの場所つくりを始めたり、リサイクルમやリサイク
ルおもちゃなどをඒり合うイベントを実施することがスタン
ダード৲しつつある。

◆日常生活環境における予防効果
・みんなの୫ൡの利⽤者がઆ年度より増ਸ。ઠコミや
SNSを通じてৗ規利⽤者がかなり増ਸした。利⽤者が
知り合いを連れてઃ回ਸしたり、利⽤者同がൎ良
くなりઃ回もාい合ってਸすることが増えた。
・利⽤者アンケートでは、孤独を感じている⼈のઍを
り込み解決に繋ぐような取組（崣ミ崲ー開催・個別⽀
援・不⾜しているものの⽀援）をした。

◆つながりの醸成
・利⽤者アンケートでは、これまで孤独であった⽅が、ઐ
会にਸしൎ間づくりが出来てౘせを感じるように
なったとの意⾒が多い。
・親同がൎ良くなり、⼦ども同もൎ良くなり、家ఔぐ
るみで助け合える関係性もうまれた。
・ཚがくにいない⾼ೡ者や独⾼ೡ者が、みんなの
୫ൡ開催時に、ਸしているこどもたちとඡれ合い共
に୫事をしたりおしゃ峣りしたりする時間を通じて、⾼ೡ
者もこどもたちもお൩いのココ嵕がたされる有இな機
会になった。
・利⽤者にとって本取組は、地域કড়の繋がりづくりの
⼀歩になったと思う。

５ 今後の展開
◆今後の課題
・今年度の取組みではಒ೬みや೬み等の৵৾⽣の
ஔ୫⽀援、通常はこどもから⾼ೡ者までの崮イクアウト
ఉ当を配布した。ઃ年度は、ફ୫⽀援や中৾⽣や⾼
ૅ⽣が部活షりに⽴ち寄り৾ಆのできる୫事つきの
場所つくりに取り組峪必要がある。フード崸ンクも資が
不⾜することもあるので、੫業などに業活動をして
資の寄હを集めなければならない。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・進めていく上でୖ題となったのは、利⽤者⼈数が増え
たときの活動場所の確保です。ちゃんをஅ峪こどもた
ちが多数利⽤することで、⾜⾳やଢ、ちゃんの泣き
ଢがうるさいとのクレー嵈の増ਸで公ড়ைの⼀を利
⽤することが困となり、地域の公ড়ைの⼀༠を借り
上げてઈをしなければならなかったこともあり想定以
上に৽ાがかさんだ。

◆解決策
・上੶ઍを解決するために、まずは広い会場の継続
的な確保が必要となるので地域の૬き家等を調峣たり、
会場使⽤が૭ચな場所を地域の⽅々⾃会の⽅々
に協⼒していただき探している。
・આ年のಒから場所探しとઐ௱を続け、今ஐから使える
かもしれない会場のਈ終ઐ௱中である。

◆連携による効果
・⼀般社団法⼈ライフカドル協会と連携したことにより、
⽣活困やDVで困っていた⼈をક峪場所やシ崏ル
ターに繋ぐこと、家事⽀援や⽣活⽀援や介૧⽀援
等これまで団体独ではできなかったことが連携する
ことでできるようになった。
・お൩いの強みを活かし連携体制をଡണしたことにより、
相൩の団体を利⽤する⼈数が増ਸするなどの相ଭ
果があった。

３ 取組の成果

●団体概要
NPO法⼈⼦育て応援ワクワクピース
代表︓ᄢ間ધ代/設⽴︓2009年/スタッフ︓ڬڭ名
所在地︓⼤分⼤分⼤ஊ上77地のڭ
主な事業︓৾童保育・フリースクール・こども୫ൡ等
●メッセージ
・今回の取組を通して、さまざまな世代に地域で居場
所が必要なことがわかった。継続的に活動していけ
ば、徐々に口コミが拡がり参加者が増えていくこと
もわかった。諦めずに活動し続けることが大切です。

◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するために੫業や個⼈の
賛助会৩をඃ੭、事業ઽ⼊も増やし資⾦調達していく。
・今よりも広い会場を探しڱڲگ⽇必要な時に必要な⽅
に⽀援できるようなುਡをつくり活動をしていく。
・⽀援対象者と繋がりつづけるためにSNS等を活⽤し繋がり
をつくっていく。
・連携先も増やし、⽀援体制を強৲していく。
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近い立場による若者・子育て世代の孤立孤独を防ぐためのパイロット事業
特定非営利活動法人 岡山NPOセンター（岡山県岡山市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題
ૌ年度に、当団体とળで嵎ース崣ンター等をன
開するNPOで取り組んだ調査では、1સ強の中⾼⽣が
৾ૅや家൦に場所がないと感じているਠ状があること
がわかった。
また、JRਨ⻑ക前崐リア・ળਧ৵৾ૅ区崐リア
は中⼼ඌ地へのベッドタウンとしてマンシ嵏ン૦設などが
続き、⾝者や⼦育て਼代のકが増えている。⼀⽅
でૡඐఔなども多く、ৗୗマンシ嵏ン等も多いことから地
域組௶（ড়⽣৩、ఎ育৩など）でのཔやアプ
嵕ーチがしい状況にある。

◆取組を始めるに至った経緯等
普段より場所なくക前などに集まる者が、⽇常的
な場所として、ળകくにਜ਼置するNPO（⼀般社
団法⼈SGSG）が⾏う嵎ース崣ンターの存在を知り、そ
こから⽇常的な利⽤に繋がることで、中⾼⽣が困った際
に௰れるਸ਼3の場所としての機ચ確⽴をめ峀している。
また、⼦育て਼代の取組では、情報提を通じて今
回設置するウ崏崾サイトが්することで、孤⽴する⼦育
て਼代が⽇常的なつながりをもつためのษઠの⼀つとし
て認知されることを期待している。また、フリーペー崹ー作
成を通じて、⼦育て਼代同でのつながりや⽀えあい・
助け合いが広がっていくことを想定した。

◆具体的取組内容と特徴
●JRળക周ఈでの中⾼⽣等の者に向けたアウト
リーチ場所の開催
⾼ૅ⽣・⼤৾⽣を中⼼としたグループと協௮し、JRળ
ക周ఈを中⼼に中⾼⽣の集まりやすいૹඌ峝
ૹ業施設で者向けのලಔ場所を開いた。ਸえ
て、当⽇⽴ち寄った⾼ૅ⽣のਠ状པと今後の場
所の在り⽅をਫ਼ୈするためにアンケートを実施した。
●JRਨ⻑ക周ఈでの⺟親などの⼦育て਼代に向け
た情報提
⼦育て਼代を中⼼としたグループと協௮し、同崐リア

（JRਨ⻑ക前崐リア）に在કの⼦育て਼代に向けた
⽀援を⾏った。体的には、ポス崮崋ングによる⼦育て
情報のフリーペー崹ー作成・配布と、ウ崏崾サイト開設を
⾏い、対象者が知りたい⼦育て਼代્有の情報提
を⾏っている。

◆取組の目的
それ峈れのター崚ットに対して、当事者にい⽴場にある
者や⼦育て਼代が主体となり、相談や情報提をお
こなう場所をつくることで、持続的な⽀援(ピアサポー
ト)に繋げ、孤独・孤⽴防⽌に繋げることを⽬的とする。

●本事業のポイント
① 場所を通じた中⾼⽣の孤独感の解消と早期発⾒
② ベッドタウン崐リアにථらす⼦育て਼ఝの孤⽴防⽌
③ ピアサポートを通じた峰るやかな関係づくり

◆連携方法
これまでの協௮を⽣かして、々の強みを⽣かす
で今回の੫をつくった。

◆連携先との関わり
●JRળക周ఈでの中
⾼⽣等の者に向けたアウ
トリーチ場所の開催
・⼤৾⽣による「嵎ースワー
ク⽀援を考える会」︓中⾼
⽣向け場所のઈ

２ 取組内容

●キーワード
者/ૡඐఔ/⼦育て/
ピアサポート/情報

●JRਨ⻑ക周ఈでの
⺟親などの⼦育て਼代に
向けた情報提
・⼦育て਼代による「くらし
のたね」︓フリーペー崹ーの
੫・取౫・広報 等

・⼀般社団法⼈SGSG︓場所に対する助⾔、嵎ース
崣ンターへのつな岸、⼤⼈の考えにාせず、あくまでも、
⾼ૅ⽣、⼤৾⽣が主体となり場づくりができるよう意し
ながらかかわった。

・⼀般社団法⼈ਨ⻑崐リアマネ崠嵉ント︓フリーペー
崹ーのౣ集・⽀援、フリーペー崹ーの配布、周知 等⺟親
⾃⾝が、フリーペー崹ーに掲載する๘の情報チ崏ックリ
ストを作成するなど、感が出ないよう配慮しつつ、
「当事者ଳਡ」を⼤切にした。

ਨ⻑ക周ఈでの
⺟親などの⼦育て਼代に

くらし
︓フリーペー崹ーの

⼀般社団法⼈ਨ⻑崐リアマネ崠嵉ント︓フリーペー
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◆日常生活環境における予防効果
●当事者である中高生や関係者への場の周知
これまでமਡのなかった中⾼⽣にৗたに場所につい
て知ってもらうことができた。⾼ૅ⽣・⼤৾⽣がにかか
わり来所した⽣െと対話をすることで、「困っていなくても
使って良い場所、困る前に頼って良い場所がある」という
情報を届けられたことは峜とつの成果である。
⾼ૅや⼤৾ઇ৩、不ఃૅ⽀援に取り組峪NPOの関
係者とも、めて⽀援情報や対応、ケースについて情報
共有をる機会ともなり、૯連携の強৲にも繋がった。

◆今後の課題
・者の場所においては、今回のアウトリーチでのアン
ケートや当事者との対話を౷まえ、2াに今後の場
所づくりの在り⽅についてめて協৮をする予定。
・⼦育て਼代の取組については、ക周ఈのૹ業施設や
公共施設との連携による継続した情報発⾏やアウト
リーチ、場所ਫ਼ୈと実施を⽬す。
◆取組の継続方法
いずれの取組についても、૮償提や૿の分૿な
ども考慮しながら、継続૭ચなを探る。また、今回の
取組で੭た崶ウ崷ウを、峝に講活動等で
広げていく予定。
◆他団体への波及可能性
・者の場所では、当事者同が「繋がる⾃」「繋
がらない⾃」も保しながら、やかに関係をണける
場づくりを意したい。またその場のઈを૿える者
が崐リアで育まれるよう⽀援し、より広域での者の
孤独解消に寄ଖしたい。
・⼦育て਼ఝについては、⼦育て਼代્有の「必要な
情報」を崷崾として、当事者同が崐リアでやかに
繋がれる仕組みづくりに繋げたい。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
・者の場所では、開催場所の設定と調ତがୖ題と
なった。当事者である中⾼⽣が௰れやすい場所と、予
や件などによるੀもあり、調ତに時間を要した。
・ౣ集嵉ン崸ーとして⼦育てに関するக௴を伝えたい気
持ちと⼀⽅でしહけになってはいけないという意⾒との
崸ランスを取ってౣ集する部分にしさがあった。
◆解決策
・者の場所では、場所の在り⽅についてめて
件ତ理した上で、あるங度同じ場所でりନし開催する
ことが必要と思われる。当事者にとって、⼼地良い、必
要だと感じられる場所の認知ఁ⼤により、解決をりたい。
・ုった掲載（⾃然ಞ౫へのこだわり等がජೲしているお
だけにしない等）にならないように、৮を重ねながら
調ତしていった。

３ 取組の成果

●団体概要
્定శ利活動法⼈ળNPO崣ンター
代表︓લਉ達ื/設⽴︓2002年/スタッフ︓34名
所在地︓ળળਨ区表⼀ഛ⽬4-64上
ビル3మ
https://www.npokayama.org/
主な事業︓社会・協௮進、৽⽀援
●メッセージ
• ピアサポートの取組は、課題当事者への対応の

みならず、関係者間での連携強 化やコミュニティ
形成への寄与といった付加価値を感じることがで
きました。成果半 ばですが、他団体のみなさまと
も情報交換をさせていただきつつ、本事業を発展
させていきたいと思います。

●今後の居場所の在
り方への要点整理
アンケート峝来場
した中⾼⽣との対話か
ら、場所に必要な
要ಞも明らかとなりつ
つある。場所の要ಞ
として、「ஙよい距離
感」でහ談ができる場
であることや、それとなく௴できるスキルを持つ同਼代
の存在があること、本⾳をਬき出せる信頼関係づくりが
重要であることなど、いくつかのポイントが⾒えつつある。

●孤立する世代に向けたチャンネルづくりと地域内での
機運醸成
孤⽴する⼦育て਼代が多い崐リアでア崹ートなどへのポ
ス崮崋ングや取౫๘や崷ウ崠ング嵉ーカーなどで⼦育て
情報紙の配布ができたことにより、情報を届けられるチャ
ンネルができた。また、取౫๘が増えていくことにより、
崐リアの๘などで⼦育ての孤⽴を⽀える機ઈᅿ成が
でき、孤⽴防⽌をるまちづくりへと繋がる૭ચ性を感じた。
●子育て世代（母親）のコミュニティ形成
情報紙ౣ集のプ嵕崣スそのものが、孤⽴について当事者
が⾃⾝の৽ୡにቝづけて思いだし考える機会となり、それ
峈れの⼦育て中の想いや不安を開ંする機会となった。ま
た、それ峈れの৽ୡからの情報を集約することで地域を
めて知るきっかけになると共に、当事者と๘との相൩の
関係づくりにも繋がっていた。
●あらたなアウトリーチ事業の検討開始
当ੂ、想定していた⼦育て਼代の集まりだけでは⼦育
ての孤⽴解消に⾜りないのではないかという気づきから⼤
৾などと連携したৗたなアウトリーチとしての取組ਫ਼ୈへと
つながり、⼤৾へもઊ൧をすることによりઃのアクシ嵏ンを考
えることとなった。

５ 今後の展開
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孤立するキャバクラや風俗などで働く方を主対象に制度や既存の
支援団体からの支援からもれてしまう方への居場所づくりと支援事業

ハピママメーカープロジェクト（埼玉県川口市）

１ 取組の背景と目的

◆対象者が抱える課題

業෧相談する上でのಖઋ的崷ードルを抱く⽅が多く、ま
た、中৾෮業後夜業ੀに⼊り、他の⼀般を৽ୡしたこ
とがないという⽅や、ಖઋႈ೩などの体の不調を抱えていた
り、頼れる親ఔがいない⽅、DVなどでജげている⽅、離ฬ
調中の⽅、႔中で௮いている⽅もいる。
業෧、様々なトラ崾ルにもඕき込まれやすい（性૩
等）

◆取組を始めるに至った経緯等

崷ピママ嵉ーカープ嵕崠崏クトは2020年のコ嵕崲前から૯の
つながりがൌුで孤⽴しがちな夜業ੀで௮く⼈たちの
場所づくりがしたいと考えていた。
コ嵕崲の୶で൷したり、⾜がなくなり、⽣活ౙにีる
⽅も多く、相談⽀援と୫મ⽀援を実施することになった。

◆具体的取組内容と特徴

・フード崹ントリー（୫౫૮償提活動）
※緊急でお困りの⽅には外へのഖଛで⽀援を実施し
ております。
・⾏政છ、社会ૣක、ಖઋ保健ૣක、ఉ૧ら
による相談対応
・া2回のZOOMでの情報発信 業や⽣活એでのฎ
み、ᄉၮ相談
・場所、ઐ活動（キャンプ、ጸ๐げ等）、強会
（確定ண告等）
・๘などへのアウトリーチ活動

◆取組の目的

主にキャ崸クラや性⾵Ⴓなどで௮くシングルマ崞ーの⽅
を対象に、イベント੫などを通して૯のつながり作り
をすること。体的にめ峀すは、
業ੀで௮く⽅が常⽇頃から繋がれる୭をつくることで、
緊急時に孤⽴せずに相談できる体制づくりをし、⾃信
と༵りをもって⽇々を安⼼してૌごせるようになること。

●本事業のポイント
主に夜シングルマ崞ーが⾃信と༵りをもって安⼼して௮ける社会りをするこ
とを⽬的に、夜のシングルマ崞ーの⽅を主対象とし、୫મ等⽀援や、ઐの
場峝場所作り、緊急時の対応、⽣活不安へのൣ⽀援を⾏います。

◆連携先との関わり

・ௐਆఇ局 会場提
・ୢ⽣協さいたま 会場提
・崣カンド崷ーベスト崠ャ崹ン ୫౫⽀援
・地域での૽所やケースワーカー ⽣活保૧などの
ணட同⾏⽀援
・性感ഉඪਫ਼査クリ崳ック ૮મでのਫ਼査実施
・外部ఉ૧ トラ崾ル発⽣時などのより専⾨的な法
એでの解決
・എの⽅が多く௮くおなどへのアウトリーチ 定期的
な連絡のやり取りで困度合の⾼い⽅へアプ嵕ーチ

２ 取組内容

●キーワード
シングルマ崞ー/孤
⽴防⽌/ઐ活動
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◆日常生活環境における予防効果
• 孤独・孤立を感じる方の外出機会の増加（具体的

成果：居場所への参加者30世帯・1開催あたり）
• 社会的なつながりの改善（具体的成果：不登校

状態のお子さんもボランティアとして参加して頂いてま
す。多様な大人たちとの交流の場になっていると感じ
ます）

• 抱えている悩みの改善（具体的成果：相談件数
弁護士対応5件、元刑事対応２件、社会福祉士
対応3件、専門機関につないだ件数２、同居人の
暴力に悩んでいた女性への相談対応、その他レスパ
イト利用につなげた）

◆つながりの醸成

・性感染症検査をしているクリニックとつながり、無料検
査を実施することで、性感染症への予防啓発の機会創
出もできた。

５ 今後の展開

◆今後の課題
・今年度の取組では、川口市内の東川口と西川口でエ
リアをより広くして支援を提供することができた。
次年度は繫華街などより多くの店舗へのアプローチと、コ
ミュニティ形成の場になれるような業界に特化した勉強
会の開催などを実施する。また、高齢者風俗嬢の貧困
問題も参加者から訴えとして聞くため、セカンドキャリア支
援（他団体との連携、情報シェアも含め）など選択肢
を増やす支援をしていきたい。
◆取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するための資金調達の方
法は企業様や個人の方からのご寄付と、地域の通信紙
に掲載いただくことで、周知を広める
・支援対象者とつながりつづけるために最低月1回のイベ
ント開催をする。
◆他団体への波及可能性
社会全体の職業への理解を促進する。
職業で排除されない、また、職業を理由に相談しにくい
等の心理的ハードルを排除していく。
そのことにより、働く人たちの健康とその家庭の孤立を予
防し、問題の深刻化を減らしていく。

４ 取組において工夫した点

◆取組において直面した課題
生活困窮している方で、役所への生活保護申請同行
などを実施、ケースワーカーとの連携がうまくいかず、家賃
の取り立てが続き、精神状態などからも中々生活が安
定しないケースもあった。
遠方からの支援希望もあるが、その場合一度食料品の
郵送支援を緊急対応として実施しても、継続的な支援
は困難。近くの団体などを紹介するものの、継続してみ
れないことへの利用者側からの不満、不安の声もあっ
た。
◆解決策
・上記内容を解決するために、まずはケースワーカーとの
間に立ち、現状をお伝えし再度生活支援の改善をお願
いした。また、他の地域の支援団体の方に直接ご連絡
をし、支援につなげた。

３ 取組の成果

●団体概要
ハピママメーカープロジェクト
代表：石川菜摘/設立：2020年/スタッフ：8名
所在地：埼玉県川口市西川口2－10－8
https://expressyourself.jp/nightwork/
主な事業：
●メッセージ
• この取組を通して、やはり聞こえてくる声は、

「相談したいが“このような仕事（風俗）”を
していて相談すると注意をされるのでは。実際
に嫌な目に遭った。子どもを連れていかれそう
になった。もう相談したくない」という職業からく
る先入観や偏見を恐れる声があった。職業を
職業として受け入れていただくことも社会の中
での寛容さとして大切だと思っています。88
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